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設 置 計 画 の 概 要 
 

事 項 記 入 欄 

事 前 相 談 事 項 事前伺い 

計 画 の 区 分 研究科以外の教育研究上の基本となる組織（学校教育法第 100 条）の設置 

フ リ ガ ナ 

設 置 者 

ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝﾎｯｶｲﾄﾞｳﾀﾞｲｶﾞｸ 
国立大学法人北海道大学 

フ リ ガ ナ 

大 学 の 名 称 

ﾎｯｶｲﾄﾞｳﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝ 
北海道大学大学院（Graduate School of Hokkaido University） 

新設学部等において 

養 成 す る 人 材 像 

① 養成する人材像 
高度情報社会の発展に貢献し，グローバルな知識基盤社会の進展を図ることを教育研究の理念とし，情報

科学の学理の承継及び創造を通じて，幅広く深い学識を有し，国際性を備えた技術者を育成するとともに，

自立して研究開発を行うことができる創造力の豊かな研究者を養成する。また，情報科学を中核としなが

ら，多彩な分野の融合から新しい研究領域を創出し，世界へ羽ばたく人材を養成する。 
修士課程では，情報科学の基礎分野と専門分野における高度な知識を身に付けた，新しい知識の創造がで

きる，優れた実践力と研究開発力をもって国際的に活躍するイノベーションリーダー人材を育成する。 
博士後期課程では，専門分野においては世界水準の研究開発力を有し，多彩な分野の融合から新しい研究

領域を創出でき，国際的な連携を背景に，高度化する知識基盤社会における研究開発をグローバルに推進す

るフロンティアリーダー人材を育成する。 
② 教育研究上の目的（学生に習得させる能力等） 
上記の人材を養成するために，修士課程においては，以下の能力・素養を習得させる。 

(1) 情報科学を中核とし，関連する多彩な分野の幅広い基礎知識 
(2) グローバル社会のニーズに対応した実践的知識 

博士後期課程においては，これらに加え，以下の能力・素養を習得させる。 
(3) 情報科学とその境界領域を研究の対象とする高度な専門知識 
(4) 先端的専門教育による世界トップレベルの研究力 

③ 修了後の進路 
大学や政府・地方自治体等の研究機関等の教育研究職のほか，電気・電子・情報通信・機械器具製造業，

情報・電気・電子・通信・精密・生体工学の各分野における研究開発機関，さらには，人文・経済・生命・

生物・医療系領域等の，情報科学分野と境界領域に関わる機関の研究開発職が考えられる。 

既設学部等において 

養 成 す る 人 材 像 

【研究科全体】 
① 養成する人材像 
高度情報社会の発展に貢献し，知識基盤社会の進展を図ることを教育研究の理念とし，情報科学の学理の

承継及び創造を通じて，幅広く深い学識を有し，国際性を備えた技術者を育成するとともに，自立して研究

開発を行うことができる創造力の豊かな研究者を養成する。 
修士課程では，高度な専門知識及び基礎的研究能力を有し，さらには来るべき知識基盤社会を多様に支

え，国際的にも活躍できる知的素養を身につけた技術者の育成を行う。 
博士後期課程では，さらにもう一つの副専修科目を学修して視野の拡大を図るとともに，専門知識を最先

端の学識へと深化させ，創造的研究活動を自立して行う能力を身に付け，世界水準の研究・開発を担うこと

のできる研究者の養成を行う。 
② 教育研究上の目的（学生に習得させる能力等） 
上記の人材を養成するために，修士課程においては，以下の能力・素養を習得させる。 

(1) 情報科学の領域における，複数分野の幅広い基礎知識 
(2) 社会のニーズに対応した実践的知識 

博士後期課程においては，これらに加え，以下の能力・素養を習得させる。 
(3) 情報科学の研究分野を対象とする高度な専門知識 
(4) 先端的専門教育による世界トップレベルの研究力 

【情報理工学専攻】 
① 養成する人材像 
情報科学の知識の全貌を，数理科学等の理学的手法を活用して俯瞰的に理解しながら，社会的・経済的な

新たな価値を，ソフトウェアや人工知能等の工学的な手法を用いて創造することができる技術者および研究

者を育成する。 
② 教育研究上の目的（学生に習得させる能力等） 
集団で知能的な振る舞いをするロボット等の複合的な次世代情報技術，膨大なデータから情報や知識を取

り出すための理論と技術，自然・人・社会にかかわる様々な分野の問題をコンピュータを活用して解決する

理論と技術，大規模・高速にデータ処理を行う情報基盤の開発・運用技術等の分野での教育と研究を行う。 
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③ 修了後の進路 
大学や政府・地方自治体等の研究機関等の教育研究職のほか，電気・電子・情報通信・機械器具製造業，

ソフトウェア等の企業における研究開発職への就職が想定される。 
【情報エレクトロニクス専攻】 
① 養成する人材像 
次世代に向けた情報通信処理システムの基礎となるハードウェア技術の創出と開拓を担う人材を育成す

る。 
② 教育研究上の目的（学生に習得させる能力等） 
材料・デバイス・回路・システムにわたる総合的な研究開発，ナノ構造・ナノ材料等の新しい物質群の創

成，量子現象の解明と新しい電子および光デバイスの開拓，各種デバイスにおける機能的な電子および光回

路と集積システムの開発，次世代システム構築に向けた情報処理アーキテクチャや論理設計を見据えたハー

ドウェアの開拓等の分野での教育と研究を行う。 
③ 修了後の進路 
大学や政府・地方自治体等の研究機関等の教育研究職のほか，電気・電子・情報通信・機械器具製造業，

ナノエレクトロニクス等の企業における研究開発職への就職が想定される。 
【生命人間情報科学専攻】 
① 養成する人材像 
生命・人間・医療に関わる科学技術の発展の中心的役割を担うことができる人材を育成する。 

② 教育研究上の目的（学生に習得させる能力等） 
新たな学術領域である生命人間情報科学を体系化し，生命・人間に関する遺伝子から個体レベルまの体系

的な教育と，先端融合領域における研究を行う。 
③ 修了後の進路 
大学や政府・地方自治体等の研究機関等の教育研究職のほか，電気・電子・情報通信・機械器具製造業，

医療情報等の分野の企業における研究開発職への就職が想定される。 
【メディアネットワーク専攻】 
① 養成する人材像 
情報形態や社会の多様化に応じた近未来先端技術について，ソフトウェアとハードウェアの両分野にわた

って，指導的に立場で研究開発や産業の推進する人材を育成する。 
② 教育研究上の目的（学生に習得させる能力等） 
映像や自然言語等の情報メディアの新しい表現や処理の手法と，情報を伝達するための電波や光を用いた

高速・ユビキタスネットワークの理論の構築と新技術の創成に関する教育と研究を行う。 
③ 修了後の進路 
大学や政府・地方自治体等の研究機関等の教育研究職のほか，電気・電子・情報通信・機械器具製造業，

マルチメディア処理等の企業における研究開発職への就職が想定される。 
【システム情報科学専攻】 
① 養成する人材像 
電気，情報科学およびシステム科学を基盤として，それらを融合した新しい独自のシステム構築技術の開

発と，その技術と自然が調和した先端システムの実現をになう人材を育成する。 
② 教育研究上の目的（学生に習得させる能力等） 
ロボット，メカトロニクスシステム，生産・制御システム，ハードウェアシステム，電気エネルギーシス

テム，自然環境システム等の実世界システムを対象として，解析・シミュレーション・設計，最適化・評価

に関する教育と研究を行う。 
③ 修了後の進路 
大学や政府・地方自治体等の研究機関等の教育研究職のほか，電気・電子・情報通信・機械器具製造業，

精密機器等の企業における研究開発職への就職が想定される。 
 

新設学部等において 

取 得 可 能 な 資 格 
該当なし 

既設学部等において 

取 得 可 能 な 資 格 

【情報理工学専攻】 
高等学校教諭専修免許状（数学） 
① 国家資格 ② 資格取得が可能 ③ 教科または教職に関する科目２４単位の修得の履修が必要 

【情報エレクトロニクス専攻】 
高等学校教諭専修免許状（理科） 
① 国家資格 ② 資格取得が可能 ③ 教科または教職に関する科目２４単位の修得の履修が必要 

【生命人間情報科学専攻】 
高等学校教諭専修免許状（理科） 
① 国家資格 ② 資格取得が可能 ③ 教科または教職に関する科目２４単位の修得の履修が必要 
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【メディアネットワーク専攻】 
高等学校教諭専修免許状（情報） 
① 国家資格 ② 資格取得が可能 ③ 教科または教職に関する科目２４単位の修得の履修が必要 

【システム情報科学専攻】 
高等学校教諭専修免許状（理科） 
① 国家資格 ② 資格取得が可能 ③ 教科または教職に関する科目２４単位の修得の履修が必要 

新
設
学
部
等
の
概
要 

新設学部等の名称 
修業 

年限 

入学 

定員 

編入学

定員 

収容 

定員 

授与する学位等 

開設時期 

専任教員 

学位又 

は称号 

学位又は 

学科の分野 
異動元 

助教 

以上 

うち 

教授 

情報科学院 
[Graduate 
School of 
Information 
Science and 
Technology] 

情報科学専攻 
[Division of 
Information 
Science and 
Technology] 

（修士課程） 

2 179 － 358 修士 

(情報科学) 

工学関係 
平成 31
年 4 月 

情報科学研究科 
情報理工学専攻 

33 17 

情報科学研究科 
情報エレクトロニ

クス専攻 
29 12 

情報科学研究科 

生命人間情報科学

専攻 

28 11 

情報科学研究科 

メディアネットワ

ーク専攻 
23 11 

情報科学研究科 

システム情報科学

専攻 
24 10 

理学院 
数学専攻 

2 1 

その他 11 5 

計 150 67 

情報科学専攻

[Division of 
Information 
Science and 
Technology] 

（博士後期課程） 

3 43 － 129 

博士 

(情報科学) 

博士 

(工学) 

工学関係 
平成 31
年 4 月 

情報科学研究科 
情報理工学専攻 

31 15 

情報科学研究科 
情報エレクトロニ

クス専攻 
29 12 

情報科学研究科 

生命人間情報科学

専攻 
27 10 

情報科学研究科 

メディアネットワ

ーク専攻 
22 11 

情報科学研究科 

システム情報科学

専攻 

23 9 

理学院 
数学専攻 

2 1 

その他 11 5 

計 145 63 

既
設
学
部
等
の
概
要 

既設学部等の名称 
修業 

年限 

入学 

定員 

編入学

定員 

収容 

定員 

授与する学位等 

開設時期 

専任教員 

学位又 

は称号 

学位又は 

学科の分野 
異動先 

助教

以上 

うち

教授 

情報科学研究

科 

情報理工学専攻 
（修士課程） 
（廃止） 

2 48 － 96 

修士 

(情報科学) 

修士 

(工学) 

工学関係 
平成 26
年 4 月 

情報科学専攻 33 17 

退職 2 1 

計 35 18 

情報理工学専攻 

（博士後期課程） 

（廃止） 
3 12 － 36 

博士 

(情報科学) 

博士 

(工学) 

工学関係 
平成 26
年 4 月 

情報科学専攻 31 15 

退職 4 3 

計 35 18 
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情報エレクトロニ

クス専攻 
（修士課程） 
（廃止） 

2 39 － 78 

修士 

(情報科学) 

修士 

(工学) 

工学関係 
平成 16
年 4 月 

情報科学専攻 29 12 

退職 1 1 

計 30 13 

情報エレクトロニ

クス専攻 

（博士後期課程）

（廃止） 

3 8 － 24 

博士 

(情報科学) 

博士 

(工学) 

工学関係 
平成 16
年 4 月 

情報科学専攻 29 12 

退職 1 1 

計 30 13 

生命人間情報科学

専攻 

（修士課程） 

（廃止） 

2 33 － 66 

修士 

(情報科学) 

修士 

(工学) 

工学関係 
平成 16
年 4 月 

情報科学専攻 28 11 

計 28 11 

生命人間情報科学

専攻 

（博士後期課程） 

（廃止） 

3 6 － 18 

博士 

(情報科学) 

博士 

(工学) 

工学関係 
平成 16
年 4 月 

情報科学専攻 27 10 

退職 1 1 

計 28 11 

メディアネットワ

ーク専攻 

（修士課程） 

（廃止） 

2 30 － 60 

修士 

(情報科学) 

修士 

(工学) 

工学関係 
平成 16
年 4 月 

情報科学専攻 23 11 

退職 1 1 

計 24 12 

メディアネットワ

ーク専攻 

（博士後期課程） 

（廃止） 

3 8 － 24 

博士 

(情報科学) 

博士 

(工学) 

工学関係 
平成 16
年 4 月 

情報科学専攻 22 11 

退職 2 1 

計 24 12 

システム情報科学

専攻 

（修士課程） 

（廃止） 

2 27 － 54 

修士 

(情報科学) 

修士 

(工学) 

工学関係 
平成 16
年 4 月 

情報科学専攻 24 10 

退職 3 2 

計 27 12 

システム情報科学

専攻 

（博士後期課程） 

（廃止） 

3 8 － 24 

博士 

(情報科学) 

博士 

(工学) 

工学関係 
平成 16
年 4 月 

情報科学専攻 23 9 

退職 4 3 

計 27 12 

理学院 

数学専攻 

(修士課程) 
2 46 － 92 

修士 

(理学) 
理学関係 

平成 18
年 4 月 

理学院 数学専攻 38 17 

情報科学専攻 2 1 

退職 1 1 

計 41 19 

数学専攻 

(博士後期課程) 
3 17 － 51 

博士 

(理学) 
理学関係 

平成 18
年 4 月 

理学院 数学専攻 37 16 

情報科学専攻 2 1 

退職 2 2 

計 41 19 

【備考欄】 
（同一設置者内における変更状況） 

【H31.4 学生募集停止(予定)】 

【研究科の廃止】 

文学研究科   

思想文化学専攻 ［修士］ (△ 14) 

 〃 ［博士後期］ (△  6) 

歴史地域文化学専攻 ［修士］ (△ 28) 

 〃 ［博士後期］ (△ 11) 

言語文学専攻 ［修士］ (△ 29) 

 〃 ［博士後期］ (△ 11) 
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人間システム科学専攻 ［修士］ (△ 19) 

 〃 ［博士後期］ (△  7) 

情報科学研究科   

情報理工学専攻 ［修士］ (△ 48) 

 〃  ［博士後期］ (△ 12) 

情報エレクトロニクス専攻 ［修士］ (△ 39) 

 〃  ［博士後期］ (△  8) 

生命人間情報科学専攻 ［修士］ (△ 33) 

 〃  ［博士後期］ (△  6) 

メディアネットワーク専攻 ［修士］ (△ 30) 

 〃  ［博士後期］ (△  8) 

システム情報科学専攻 ［修士］ (△ 27) 

 〃  ［博士後期］ (△  8) 

【専攻の廃止】 

農学院   

共生基盤学専攻 ［修士］ (△ 40) 

 〃 ［博士後期］ (△  8) 

生物資源科学専攻 ［修士］ (△ 42) 

 〃 ［博士後期］ (△ 14) 

応用生物科学専攻 ［修士］ (△ 18) 

 〃 ［博士後期］ (△  6) 

環境資源学専攻 ［修士］ (△ 42) 

 〃 ［博士後期］ (△ 14) 

国際広報メディア・観光学院   

国際広報メディア専攻 ［修士］ (△ 27) 

 〃 ［博士後期］ (△ 14) 

観光創造専攻 ［修士］ (△ 15) 

 〃 ［博士後期］ (△  3) 

【H31.4 入学定員変更(予定)】 

理学院   

数学専攻 ［修士］ (△  2) 

 〃  ［博士後期］ (△  1) 

【H31.4 意見伺いによる設置(予定)】 

国際食資源学院   

国際食資源学専攻 ［博士後期］ (＋  6) 

【H31.4 事前伺いによる設置(予定)】 

農学院   

農学専攻 ［修士］ (＋142) 

 〃 ［博士後期］ (＋ 36) 

国際広報メディア・観光学院   

国際広報メディア・観光学専攻 ［修士］ (＋ 47) 

 〃 ［博士後期］ (＋ 12) 

文学院   

人文学専攻 ［修士］ (＋ 71) 

 〃 ［博士後期］ (＋ 28) 

人間科学専攻 ［修士］ (＋ 19) 

 〃 ［博士後期］ (＋  7) 

 
（大学院設置基準第 14 条における教育方法の特例） 
実施する。 

＿   
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（別添２－１）
【施設・設備の状況】

大学全体

大学全体

2　「施設・設備の状況」の記載方法は「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（平成30年度改訂版）」P38～を参考にすること。
3　「既設学部等の状況」の記載方法は「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（平成30年度改訂版）」P41～を参考にすること。

659,049,323 ㎡ 0 ㎡

1　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

0 ㎡ 659,049,323 ㎡

合 計 660,148,678 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 660,148,678 ㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

625,868 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 625,868 ㎡

( 625,868 ㎡ ) ( 0 ㎡ ) ( 0 ㎡ ) ( 625,868 ㎡ )

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 923,867 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 923,867 ㎡

運 動 場 用 地 175,488 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 175,488 ㎡

小 計 1,099,355 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 1,099,355 ㎡

そ の 他

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

259 158 1,307 室
28 室 9 室

（補助職員 3人） （補助職員 1人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

情報科学院 122 室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具 標本

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

(89,444) (0)

学院単位での特
定が不能なた
め，大学全体の
数

情報科学院

3,838,813aa
〔1,788,390〕

84,673aa
〔 37,105〕

21,399aa
〔20,170〕

89,444 0 0

3,838,813aa
〔1,788,390〕

84,673aa
〔 37,105〕

21,399aa
〔20,170〕

(89,444) (0) (0)

計

3,838,813aa
〔1,788,390〕

84,673aa
〔 37,105〕

21,399aa
〔20,170〕

89,444 0 0

3,838,813aa
〔1,788,390〕

84,673aa
〔 37,105〕

21,399aa
〔20,170〕

(0)

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

33,542 ㎡ 2,224 席 425 万冊

体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

7,429 ㎡

ﾃﾆｽｺｰﾄ(11)，野球場(3)，ﾌﾟｰﾙ(2)，ﾎｯｹｰ･ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ場
(1)，陸上競技場(1)，ｻｯｶｰ･ﾗｸﾞﾋﾞｰ場(1)，ｱﾒﾘｶﾝﾌｯﾄﾎﾞｰ
ﾙ･ﾗｸﾛｽ場(1)，ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ(1)，武道場(1)，剣道
場(1)，弓道場(1)，洋弓場(1)，ﾗｲﾌﾙ射撃場(1)，ﾎﾞｰﾄ艇
庫(1)，ﾖｯﾄ艇庫(1)，馬場(1)，山小屋(5)
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（別添２－１）

【既設学部等の状況】

文学部

人文科学科

教育学部

教育学科

法学部

法学課程

経済学部

経済学科

経営学科

理学部

数学科

物理学科

化学科

生物科学科

地球惑星科学科

医学部

医学科

保健学科

歯学部

歯学科

薬学部

薬科学科

薬学科

工学部

応用理工系学科

情報ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ学科

機械知能工学科

環境社会工学科

農学部

生物資源科学科

応用生命科学科

生物機能化学科

森林科学科

畜産科学科

生物環境工学科

農業経済学科

獣医学部

共同獣医学課程

水産学部

海洋生物科学科

海洋資源科学科

増殖生命科学科

資源機能化学科

大 学 の 名 称 国立大学法人 北海道大学／北海道大学大学院

学 部 等 の 名 称
修業
年限
(年)

入学
定員
(人)

編入学
定員

(年次・人)

収容
定員
(人)

学位又は
称号

_

定員
超過率

(倍)

開設
年度

_

所在地

_

　　　 M … 修士課程
　　　 D … 博士(後期)課程
　　　 P … 専門職学位課程

1.04 S25 札幌市北区北10条西7丁目

1.05 S28 札幌市北区北9条西7丁目

S41

4 185 - 740 学士(文学) 1.04 H07

1.07 S24 札幌市北区北11条西7丁目

4 50 ③10 220 学士(教育学) 1.07 S24

4 200 ②10/③10 850 学士(法学) 1.05 S49

1.06 S28 札幌市北区北9条西7丁目

4 100 - 400 学士(経済学) 1.07 S28

4 90 - 360 学士(経営学) 1.06

1.03 S24 札幌市北区北10条西8丁目

4 50 - 200 学士(理学) 1.04 H07

4 35 - 140 1.02 H06

4 75 - 300 1.03 H07

4 80 - 320 1.04 H05

4 60 - 240 1.04 H06

- S24 H29年度
保健学科
3年次編入学
入学定員減（△20
人）

6 107 ②5 667 学士(医学) 1.00 S24 札幌市北区北15条西7丁目

4 180 720
学士(看護学/
保健学)

1.03 H16 札幌市北区北12条西5丁目

0.99 S42 札幌市北区北13条西7丁目

6 53 - 318 学士(歯学) 0.99 S42

- S40 札幌市北区北12条西6丁目

4 50 - 200 学士(薬科学) 1.03 H18

6 30 - 180 学士(薬学) 1.03

1.04 S24 札幌市北区北13条西8丁目

編入学定員は４学科
共通であるため，収
容定員には含めてい
ない

4 160 ③10 640 学士(工学) 1.05 H17

4 180 720 1.04

4 120 480 1.06

4 210 840 1.03

1.04 S24 札幌市北区北9条西9丁目

H04

4 30 - 120 1.03

4 35 - 140 1.04

4 23 - 92 1.04

4 30 - 120 1.03 S24

4 36 - 144 1.04

4 25 - 100 1.04

1.03 S27 札幌市北区北18条西9丁目

6 40 - 240 学士(獣医学) 1.03 H24

4 36 - 144 学士(農学) 1.04

1.01 S24 函館市港町3丁目1番1号

4 54 - 216 学士(水産学) 1.01 H18

4 53 - 212 1.01

4 54 - 216 1.01

4 54 - 216 1.01
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文学研究科

思想文化学専攻 M

D

歴史地域文化学専攻 M

D

言語文学専攻 M

D

人間ｼｽﾃﾑ科学専攻 M

D

法学研究科

法学政治学専攻 M

D

法律実務専攻 P

医学研究科

医科学専攻 M

医学専攻 D

情報科学研究科

情報理工学専攻 M

D

情報ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ専攻 M

D

生命人間情報科学専攻 M

D

ﾒﾃﾞｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ専攻 M

D

ｼｽﾃﾑ情報科学専攻 M

D

水産科学院

海洋生物資源科学専攻 M

D

海洋応用生命科学専攻 M

D

環境科学院

環境起学専攻 M

D

地球圏科学専攻 M

D

生物圏科学専攻 M

D

環境物質科学専攻 M

D

理学院

数学専攻 M

D

物性物理学専攻 M

D

宇宙理学専攻 M

D

既
設
大
学
等
の
状
況

S28 札幌市北区北10条西7丁目

2 14 - 28 修士(文学) 0.53 H12

3 6 - 18 博士(文学) 0.82

2 28 - 56
修士(文学/学
術)

0.80

3 11 - 33
博士(文学/学
術)

0.81

2 29 - 58 修士(文学) 0.98

3 11 - 33 博士(文学) 1.08

2 19 - 38 1.65

3 7 - 21 1.04

S28 札幌市北区北9条西7丁目

2 20 - 40 修士(法学) 0.97 H12

3 15 - 45 博士(法学) 0.35

3 50 - 150
法務博士
(専門職)

0.71 H16

S30 札幌市北区北15条西7丁目

H29年度より学生募
集停止

2 - - - 修士(医科学) - H14

4 - - - 博士(医学) - H19

H16 札幌市北区北14条西9丁目

2 48 - 96
修士(工学/情
報科学)

1.15 H26

3 12 - 36
博士(工学/情
報科学)

0.63

2 39 - 78 1.21 H16

3 8 - 24 0.95

2 33 - 66 0.96

3 6 - 18 0.61

2 30 - 60 1.21

3 8 - 24 1.20

2 27 - 54 1.23

3 8 - 24 1.37

H17 函館市港町3丁目1番1号

2 43 - 86
修士
(水産科学)

1.11 H17

3 17 - 51
博士
(水産科学)

0.31

2 47 - 94 1.29

3 18 - 54 0.58

H17 札幌市北区北10条西5丁目

2 44 - 88
修士
(環境科学)

0.74 H17

3 15 - 45
博士
(環境科学)

0.50

2 35 - 70 1.00

3 14 - 42 0.40

2 52 - 104 1.00

3 23 - 69 0.59

2 28 - 56 1.05

3 11 - 33 0.57

H18 札幌市北区北10条西8丁目

2 46 - 92 修士(理学) 0.74 H18

3 17 - 51 博士(理学) 0.54

2 24 - 48 0.87

3 10 - 30 0.66

2 20 - 40 0.87

3 9 - 27 1.03
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自然史科学専攻 M

D

農学院

共生基盤学専攻 M

D

生物資源科学専攻 M

D

応用生物科学専攻 M

D

環境資源学専攻 M

D

生命科学院

生命科学専攻 M

D

臨床薬学専攻 D

ソフトマター専攻 M

D

教育学院

教育学専攻 M

D

国際広報ﾒﾃﾞｨｱ・観光学院

国際広報ﾒﾃﾞｨｱ専攻 M

D

観光創造専攻 M

D

保健科学院

保健科学専攻 M

D

工学院

応用物理学専攻 M

D

材料科学専攻 M

D

機械宇宙工学専攻 M

D

M

D

ｴﾈﾙｷﾞｰ環境ｼｽﾃﾑ専攻 M

D

量子理工学専攻 M

D

環境ﾌｨｰﾙﾄﾞ工学専攻 M

D

M

D

M

D

2 39 - 78 1.29

3 20 - 60 0.80

H18 札幌市北区北9条西9丁目

2 40 - 80 修士(農学) 0.97 H18 H29年度より共生基
盤学専攻入学定員減
（D△8人）3 8 - 32 博士(農学) 1.24

2 42 - 84 1.18

3 14 - 42 0.59

2 18 - 36 1.85

3 6 - 18 0.94

2 42 - 84 1.29

3 14 - 42 0.56

H18 札幌市北区北10条西8丁目

H30年度より生命科
学専攻入学定員減
（M△16人,D△8人）
臨床薬学専攻入学定
員増（D2人）

2 116 - 248
修士(生命科
学/薬科学)

0.99 H18

3 38 - 130
博士(生命科
学/薬科学) 0.82

4 6 - 18
博士（臨床薬
学） 1.37 H24

2 16 - 16
修士(ソフト
マター科学） 1.50 H30

3 6 - 6
博士(ソフト
マター科学） 0.83

H19 札幌市北区北11条西7丁目

2 45 - 90 修士(教育学) 0.99 H19

3 21 - 63 博士(教育学) 0.69

H19 札幌市北区北17条西8丁目

2 27 - 54
修士(国際広
報ﾒﾃﾞｨｱ/学
術)

1.12 H19

3 14 - 42
博士(国際広
報ﾒﾃﾞｨｱ/学
術)

0.47

2 15 - 30
修士(観光学)

1.09

3 3 - 9
博士(観光学)

0.99

H20 札幌市北区北12条西5丁目

H29年度より保健科
学専攻入学定員増
（D2人）

2 40 - 80
修士(保健科
学/看護学)

1.14 H20

3 10 - 28
博士(保健科
学/看護学)

0.93 H22

H22 札幌市北区北13条西8丁目

2 33 - 66 修士(工学) 1.11 H22

3 9 - 27 博士(工学) 0.77

2 39 - 78 1.11

3 7 - 21 0.80

2 27 - 54 1.21

3 5 - 15 0.53

人間機械ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 2 26 - 52 1.20

3 5 - 15 0.46

2 26 - 52 1.19

3 5 - 15 1.00

2 20 - 40 1.35

3 5 - 15 0.60

2 24 - 48 1.22

3 6 - 18 0.88

北方圏環境政策工学専攻 2 26 - 52 1.09

3 7 - 21 0.80

建設都市空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 2 22 - 44 1.13

3 5 - 15 1.00
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空間性能ｼｽﾃﾑ専攻 M

D

環境創生工学専攻 M

D

環境循環ｼｽﾃﾑ専攻 M

D

共同資源工学専攻 M

総合化学院

総合化学専攻 M

D

経済学院

現代経済経営専攻 M

D

会計情報専攻 P

医学院

医科学専攻 M

医学専攻 D

歯学院

口腔医学専攻 D

獣医学院

獣医学専攻 D

医理工学院

医理工学専攻 M

D

国際感染症学院

感染症学専攻 D

国際食資源学院

国際食資源学専攻 M

公共政策学教育部

公共政策学専攻 P

2 27 - 54 0.81

3 5 - 15 0.53

2 28 - 56 1.21

3 5 - 15 0.53

2 18 - 36 1.27

3 5 - 15 2.00

2 10 - 20 修士(工学) 1.35 H29

H22 札幌市北区北13条西8丁目

2 129 - 258
修士(総合化
学)

1.18 H22

3 38 - 114
博士(理学/工
学/総合化学)

1.10

S28 札幌市北区北9条西7丁目

経済学研究科から
H29年度より名称変
更,現代経済経営学
専攻入学定員減（D
△7人）

2 35 - 70
修士(経済学/
経営学)

1.31 H12

3 8 - 31
博士(経済学/
経営学)

0.86

2 20 - 40
会計修士
(専門職)

1.05 H17

H29 札幌市北区北15条西7丁目

2 20 - 40
修士(医科学/
公衆衛生学)

1.55 H29

4 90 - 180 博士(医学) 1.02 H29

S49 札幌市北区北13条西7丁目
歯学研究科からH29
年度より名称変更，
入学定員減（D△2
人）

4 40 - 164 博士(歯学) 0.82 H12

S28 札幌市北区北18条西9丁目 獣医学研究科から
H29年度より名称変
更，入学定員減（D
△8人）4 16 - 80 博士(獣医学) 0.97 H 7

H29 札幌市北区北15条西7丁目

2 12 - 24
修士(医理工
学)

1.12 H29

3 5 - 10
博士(医理工
学)

1.30

H29 札幌市北区北18条西9丁目

4 12 - 24
博士(感染症
学/獣医学)

1.24 H29

H29 札幌市北区北9条西9丁目

2 15 - 30
修士(食資源
学)

1.09 H29

H17 札幌市北区北9条西7丁目

2 30 - 60
公共政策学修
士(専門職)

1.19 H17
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2　「施設・設備の状況」の記載方法は「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（平成30年度改訂版）」P38～を参考にすること。
3　「既設学部等の状況」の記載方法は「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（平成30年度改訂版）」P41～を参考にすること。

附属施設の概要

名　　称：　電子科学研究所
目　　的：　電子科学に関する学理及びその応用の研究を行うこと
所 在 地：　札幌市北区北２０条西１０丁目
設置年月：　平成４年４月
規 模 等：　敷地面積　2,919㎡，建物面積　6,160㎡

名　　称：　情報基盤センター
目　　的：　情報化を推進するための研究開発並びに情報基盤の整備及び運用を
＿＿＿＿＿＿行い，教育研究等の高度化を推進するとともに，情報メディアを
＿＿＿＿＿＿活用した教育の実施及び支援を行うこと
所 在 地：　札幌市北区北１１条西５丁目
設置年月：　平成１５年４月
規 模 等：　敷地面積　7,810㎡，建物面積　6,065㎡

名　　称：　量子集積エレクトロニクス研究センター
目　　的：　量子集積エレクトロニクスに関する研究を行うとともに，
　　　　　　当該研究について民間機関等との共同研究を行い，もって
　　　　　　教育研究の進展に資すること
所 在 地：　札幌市北区北１３条西８丁目
設置年月：　平成１３年４月
規 模 等：　敷地面積　131,831㎡（工学部と共用），建物面積　2,221㎡

名　　称：　北海道大学病院
目　　的：　患者に良質な医療を提供することを通じて，医学及び歯学の教育
＿＿＿＿＿＿研究を行うこと
所 在 地：　札幌市北区北１４条西５丁目
設置年月：　平成１５年１０月
規 模 等：　敷地面積　151,333㎡（本院），建物面積　100,941㎡（本院）

1　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）
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（別添２－２）

（情報科学院　情報科学専攻　修士課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

【情報理工学コース】

情報理工学特別演習 1～2通 10 ○ 20 12 6

－ 10 0 0 20 12 0 6 0 0

【情報エレクトロニクスコース】

情報エレクトロニクス特別演習 1～2通 10 ○ 12 11 6 共同

小計（1科目） － 10 0 0 12 11 0 6 0 0

【生体情報工学コース】

生体情報工学特別演習 1～2通 10 ○ 11 8 9 共同

小計（1科目） － 10 0 0 11 8 0 9 0 0

【メディアネットワークコース】

メディアネットワーク特別演習 1～2通 10 ○ 14 10 3 4

小計（1科目） － 10 0 0 14 10 3 4 0 0

【システム情報科学コース】

システム情報科学特別演習Ⅰ 1①② 2 ○ 8 7 3 共同

システム情報科学特別演習Ⅱ 1～2通 8 ○ 10 11 2 共同

－ 10 0 0 10 11 0 3 0 0

【情報理工学コース】

1･2③④ 2 ○ 1

1･2①② 2 ○ 2
オムニバス・

共同（一部）

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1

1･2③④ 2 ○ 1

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 2 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 2 オムニバス

1･2① 1 ○ 1

1･2② 1 ○ 1

－ 0 36 0 19 11 0 0 0 0

共同
ﾒﾃﾞｨｱ(一部)

共同
ﾒﾃﾞｨｱ(一部)

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

必
修
科
目

小計（1科目）

情報システム設計学特論

先端ネットワーク特論

先端データ科学特論

応用代数学特論

応用幾何学特論

小計（2科目）

大規模知識処理特論(Large-scale
Knowledge Processing)

知識ベース特論

情報知識ネットワーク特論

アルゴリズム特論(Theory and
Practice of Algorithms)

計算量と暗号理論特論(Complexity
and Cryptography)

情報数理学特論

情報認識学特論(Pattern
Recognition and Machine
Learning)

知能情報学特論(Intelligent
Information Systems)

情報解析学特論

知能ソフトウェア特論

自律系工学特論

調和系工学特論(Harmonious
Systems Engineering)

ヒューマンコンピュータインタラ
クション特論

ハイパフォーマンスコンピュー
ティング特論

小計（19科目）

－

－

－

－

－

－

選
択
科
目

コ
ー

ス
専
門
科
目
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【情報エレクトロニクスコース】

1･2①② 2 ○ 2 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 2 オムニバス

1･2①② 2 ○ 2 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 2 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1

1･2③④ 2 ○ 1

－ 0 22 0 12 11 0 0 0

【生体情報工学コース】

1･2①② 2 ○ 1 1 兼2 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 兼2
オムニバス
集中

1･2③④ 2 ○ 1

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 2 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 集中

－ 0 24 0 11 8 0 4 0 兼4

ゲノム情報科学特論(Genome
Informatics)

情報生物学特論(Information
Biology)

情報医科学特論(Medical
Information Science)

細胞生物工学特論(Cell and
Tissue Engineering)

バイオイメージング特論
(Bioimaging)

集積システム学特論(Integrated
Systems)

半導体デバイス物理学特論
(Semiconductor Device Physics)

集積プロセス学特論(Integrated
Material Processing)

固体物性学特論(Solid State
Physics for Electronics)

電子デバイス学特論(Physics of
electron device)

光エレクトロニクス特論(Advanced
Optoelectronics)

光情報システム学特論(Photonic
Information System)

応用デバイス回路学特論(Advanced
Electronic Devices and
Circuits)

電子材料学特論(Advanced
Electronic Materials)

情報エレクトロニクス数学力学特
論(Physics and Mathematics for
Electrical Engineering)

情報エレクトロニクス特別講義
(Frontiers of Electronics)

小計（11科目）

ナノマテリアル特論
(Nanomaterials)

医用システム工学特論(Medical
Systems Engineering)

神経制御工学特論(Neural Control
Engineering)

ナノイメージング特論
(Nanoimaging)

ナノフォトニクス特論
(Nanophotonics)

先端医工学特論

小計（12科目）

－

－

選
択
科
目

コ
ー

ス
専
門
科
目

脳神経科学特論(Neuroscience and
brain function)
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【メディアネットワークコース】

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 4
オムニバス
集中

1･2③④ 2 ○ 1 集中

1･2①② 2 ○ 1

－ 0 22 0 11 8 0 0 0 0

【システム情報科学コース】

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2③④ 2 ○ 1

1･2③④ 2 ○ 1 2
オムニバス
集中

1･2③④ 2 ○ 1 2
オムニバス
集中

1･2①② 2 ○ 4 3 オムニバス

－ 0 22 0 10 11 0 0 0 0

小計（11科目）

システム制御理論特論(Systems
Control Theory)

ディジタル幾何処理工学特論
(Digital Geometry Processing)

ヒューマンセントリックシステム
特論(Human-centric Systems)

システム環境情報学特論

電気エネルギー変換特論

電力システム特論(Electric Power
Systems)

自然言語処理学特論(Natural
Language Processing)

メディア創生学特論(Media
Creation Methodology)

電磁工学特論(Advanced Applied
Electromagnetics)

知能システム特論(Intelligent
Systems)

リモートセンシング情報学特論

ディジタルヒューマン情報学特論

－

システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies)

小計（11科目）

－
選
択
科
目

コ
ー

ス
専
門
科
目

メディア表現論特論(Media
Representation Theory)

コンピュータグラフィックス特論
(Computer Graphics)

ネットワークシステム特論
(Network Systems)

ワイヤレス伝送・環境電磁特論
(Wireless Transmission and EMC)

フォトニックネットワーク特論
(Photonic Network)

適応コミュニケーション特論
(Adaptive Communications)

ユビキタスネットワーク学特論

メディアネットワーク社会学特論

Complex Systems Modeling

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 14



1･2② 1 ○ 4 2
オムニバス・

共同（一部）

集中

1･2② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

1･2② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

1･2② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

1･2② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

1･2② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

1･2② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

－ 0 7 0 7 4 3 0 0 0

1･2①② 2 ○ 兼4
オムニバス
集中

1･2①② 2 ○ 兼4
オムニバス
集中

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8

1･2③④ 2 ○ 兼1

1･2①② 2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2

合計（81科目） － 50 141 0 67 52 3 28 0 兼14

実
践
型
科
目

国
際
連
携
情
報
学
科
目

共
通
科
目

修士(情報科学) 学位又は学科の分野 工学関係

－

学位又は称号

倫理学特殊講義

「理系のための」知っておきたい
特許制度

Wireless Sensor Networks and
IoT

Cyber Security Fundamentals

Cyber Security

Software Defined Networks

Blockchain

小計（7科目）

プロジェクトマネジメント特論
(Project Management Basis)

パーソナルスキル特論(Personal
Skills for Project Management)

小計（2科目）

文
理
融
合
科
目

－

－

－

選
択
科
目

小計（2科目）

Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students

Introduction to Wireless Sensor
Networks and IoT
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（別添２－２）

（情報科学院　情報科学専攻　博士後期課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

【情報理工学コース】

情報理工学特別研究 1～3通 2 ○ 18 12 6

－ 2 0 0 18 12 0 6 0 0

【情報エレクトロニクスコース】

情報エレクトロニクス特別研究 1～3通 2 ○ 12 11 6 共同

小計（1科目） － 2 0 0 12 11 0 6 0 0

【生体情報工学コース】

生体情報工学特別研究 1～3通 2 ○ 10 8 9 共同

小計（1科目） － 2 0 0 10 8 0 9 0 0

【メディアネットワークコース】

メディアネットワーク特別研究 1～3通 2 ○ 14 9 3 4

小計（1科目） － 2 0 0 14 9 3 4 0 0

【システム情報科学コース】

システム情報科学特別研究 1～3通 2 ○ 9 11 3 共同

－ 2 0 0 9 11 0 3 0 0

【情報理工学コース】

1･2･3③④ 2 ○ 1

1･2･3①② 2 ○ 2
オムニバス・
共同（一部）

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 2 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 2 オムニバス

1･2･3① 1 ○ 1

1･2･3② 1 ○ 1

－ 0 34 0 17 11 0 0 0 0

共同
ﾒﾃﾞｨｱ(一部)

共同
ﾒﾃﾞｨｱ(一部)

必
修
科
目

小計（1科目）

小計（1科目）

大規模知識処理特論(Large-scale
Knowledge Processing)

知識ベース特論

情報知識ネットワーク特論

応用幾何学特論

小計（18科目）

教 育 課 程 等 の 概 要 （ 事 前 伺 い ）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

－

－

－

－

－

コ
ー

ス
専
門
科
目

選
択
科
目

アルゴリズム特論(Theory and
Practice of Algorithms)

情報数理学特論

ヒューマンコンピュータインタラ
クション特論

ハイパフォーマンスコンピュー
ティング特論

情報システム設計学特論

先端ネットワーク特論

先端データ科学特論

応用代数学特論

情報認識学特論(Pattern
Recognition and Machine
Learning)

知能情報学特論(Intelligent
Information Systems)

情報解析学特論

知能ソフトウェア特論

自律系工学特論

調和系工学特論(Harmonious
Systems Engineering)
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【情報エレクトロニクスコース】

1･2･3①② 2 ○ 2 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 2 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 2 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1 2 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1

1･2･3③④ 2 ○ 1

－ 0 22 0 12 11 0 0 0

【生体情報工学コース】

1･2･3①② 2 ○ 1 1 兼2 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 兼2
オムニバス
集中

1･2･3③④ 2 ○ 1

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 2 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 集中

－ 0 24 0 10 8 0 4 0 兼4

小計（11科目）

情報生物学特論(Information
Biology)

情報医科学特論(Medical
Information Science)

細胞生物工学特論(Cell and
Tissue Engineering)

ナノフォトニクス特論
(Nanophotonics)

先端医工学特論

小計（12科目）

ゲノム情報科学特論(Genome
Informatics)

集積システム学特論(Integrated
Systems)

－

－

半導体デバイス物理学特論
(Semiconductor Device Physics)

集積プロセス学特論(Integrated
Material Processing)

固体物性学特論(Solid State
Physics for Electronics)

電子デバイス学特論(Physics of
electron device)

光エレクトロニクス特論(Advanced
Optoelectronics)

光情報システム学特論(Photonic
Information System)

バイオイメージング特論
(Bioimaging)

ナノマテリアル特論
(Nanomaterials)

医用システム工学特論(Medical
Systems Engineering)

神経制御工学特論(Neural Control
Engineering)

脳神経科学特論(Neuroscience and
brain function)

ナノイメージング特論
(Nanoimaging)

応用デバイス回路学特論(Advanced
Electronic Devices and
Circuits)

電子材料学特論(Advanced
Electronic Materials)

情報エレクトロニクス数学力学特
論(Physics and Mathematics for
Electrical Engineering)

情報エレクトロニクス特別講義
(Frontiers of Electronics)

コ
ー

ス
専
門
科
目

選
択
科
目
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【メディアネットワークコース】

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 4
オムニバス
集中

1･2･3③④ 2 ○ 1 集中

1･2･3①② 2 ○ 1

－ 0 22 0 11 7 0 0 0 0

【システム情報科学コース】

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3①② 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1 1 オムニバス

1･2･3③④ 2 ○ 1

1･2･3③④ 2 ○ 1 2
オムニバス
集中

1･2･3③④ 2 ○ 1 2
オムニバス
集中

1･2･3①② 2 ○ 3 4 オムニバス

－ 0 22 0 9 11 0 0 0 0

選
択
科
目

コ
ー

ス
専
門
科
目

システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies)

小計（11科目）

小計（11科目）

システム制御理論特論(Systems
Control Theory)

ディジタル幾何処理工学特論
(Digital Geometry Processing)

ヒューマンセントリックシステム
特論(Human-centric Systems)

リモートセンシング情報学特論

ディジタルヒューマン情報学特論

知能システム特論(Intelligent
Systems)

メディア創生学特論(Media
Creation Methodology)

メディア表現論特論(Media
Representation Theory)

コンピュータグラフィックス特論
(Computer Graphics)

ネットワークシステム特論
(Network Systems)

ワイヤレス伝送・環境電磁特論
(Wireless Transmission and EMC)

システム環境情報学特論

電気エネルギー変換特論

電力システム特論(Electric Power
Systems)

電磁工学特論(Advanced Applied
Electromagnetics)

フォトニックネットワーク特論
(Photonic Network)

適応コミュニケーション特論
(Adaptive Communications)

ユビキタスネットワーク学特論

メディアネットワーク社会学特論

Complex Systems Modeling

自然言語処理学特論(Natural
Language Processing)

－

－
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1･2･3② 1 ○ 3 2
オムニバス・

共同（一部）

集中

1･2･3② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

1･2･3② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

1･2･3② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

1･2･3② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

1･2･3② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

1･2･3② 1 ○ 1 1
オムニバス
集中

－ 0 7 0 6 4 3 0 0 0

1･2･3①② 2 ○ 兼4
オムニバス
集中

1･2･3①② 2 ○ 兼4
オムニバス
集中

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8

1･2･3③④ 2 ○ 兼1

1･2･3①② 2 ○ 兼1

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼2

合計（79科目） － 10 139 0 63 51 3 28 0 兼14－

学位又は称号 博士(情報科学)，博士(工学) 学位又は学科の分野 工学関係

選
択
科
目

共
通
科
目

国
際
連
携
情
報
学
科
目

実
践
型
科
目

文
理
融
合
科
目

「理系のための」知っておきたい
特許制度

小計（2科目）

Software Defined Networks

Blockchain

小計（7科目）

プロジェクトマネジメント特論
(Project Management Basis)

パーソナルスキル特論(Personal
Skills for Project Management)

倫理学特殊講義

小計（2科目）

Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students

Introduction to Wireless Sensor
Networks and IoT

Wireless Sensor Networks and
IoT

Cyber Security Fundamentals

Cyber Security

－

－

－
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設置の趣旨・必要性 

Ⅰ 設置の趣旨・必要性 

（背景） 

1-1 情報科学分野を取り巻く社会的背景 

あらゆる社会・経済活動の分野では情報科学技術が活用され，社会・経済活動そのものがインター

ネット上に構築される仮想社会（サイバー空間）へと広がりを見せている。この流れは，IT 革命ある

いはインターネット革命と呼ばれるほど，世界的に浸透しつつある。 

第 5 期科学技術基本計画（2016 年 1 月 22 日閣議決定）において，基盤的な力の弱体化と，産学連

携が本格段階に至っていないことが指摘され，その中で，科学技術イノベーションに関する基盤的な

力の強化，「超スマート社会」における競争力向上と基盤技術の戦略的強化が提示された。基盤的な

力には，サイバーセキュリティ，IoT システム構築，ビッグデータ解析，AI，デバイス，ロボット，

センサ，バイオテクノロジー，素材・ナノテクノロジー，光・量子などが挙げられている。また，戦

略的強化の例として，海外に出る研究者等への支援，国際的な研究ネットワーク構築，分野・組織・

セクター等の壁を越えた人材の流動化が挙げられている。同様に，第 10 回未来投資会議（2017 年 6

月）においても，大学の数理・データサイエンス教育の文系・理系を問わない全学的な推進が指摘さ

れた。これらには，新しい情報科学の分野の重要性と，それを支えるべき大学の役割が述べられてい

る。 

同時に，大学における工学系教育の在り方について（中間まとめ）（2017 年 6 月，文部科学省 大

学における工学系教育の在り方に関する検討委員会）では，学科ごとの縦割り構造の抜本的見直し，

主たる専門に加えた副専門分野の修得，工学基礎教育の強化，情報科学技術の工学共通基礎教育強化

と先端情報人材教育強化，産学共同教育体制の構築などが重要であると指摘されている。 

一方で，経済産業省 産業構造審議会 新産業構造部会（2017 年 2 月 13 日第 13 回）の資料によれ

ば，情報科学技術者・研究者の人材不足は深刻であり，現在は約 17.1 万人が不足しており，2020 年

では，約 36.9 万人が不足，2030 年では，約 78.9 万人が不足すると予想されている。 

これらのことから，社会から求められている高等教育とは，長年維持された学問の縦割り構造を改

め，時代のニーズに合わせた分野横断的な情報科学の教育システムを創成し，優れた人材を育成する

ことであり，それにより，例えば，「生涯学び直し」を支援できる e ラーニングによる新しい教育

や，異分野連携研究開発を推進できる多峰型教育などにより，新しい時代に適応できる人材を早急に

育成することである。教育・研究領域を固定した専攻の枠を超え，グローバルな視点から IT 力を実

践的に活用できる人材が望まれていると考えられる。 

 

1-2 情報科学分野に関する本学の方向性 

2014 年 8 月に公表された北海道大学の近未来戦略 150 の目標の一つとして，次世代に持続可能な

社会を残すため，様々な課題を解決する世界トップレベルの研究を推進することが掲げられている。

計画骨子には，「世界からトップクラスの研究者が集まり最先端の国際連携研究が行われる環境を整

備し，世界に誇るグローバルな頭脳循環拠点を構築する」とあり，この目標を実現するために，国際

連携研究教育局（GI-CoRE）を設置して，国外のトップクラス大学との国際連携を構築し，北大にそ

の研究・教育拠点となる環境を整備している。GI-CoRE の一つとして，ビッグデータ・サイバーセ

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 20



キュリティグローバルステーション（Global Station for Big Data and Cybersecurity，GSB）が創

設され，情報科学研究科が責任部局として参加している。また，GI-CoRE GSB の成果目標として，

グローバルな頭脳循環拠点を構築することとともに，社会課題の解決に貢献できる人材を育成するこ

とが掲げられている。これは，国際的な連携を背景に大学院教育の改革を行うことであり，情報科学

院は，この国際連携構想の一つとなる。 

本学のミッションの再定義（2013 年 11 月に提示）では，情報科学研究科について，1）情報を中

心とした異分野融合研究などの領域において，世界トップを目指す研究を一層推進していること，

2）受託研究や共同研究の高い受け入れ実績を生かし，国内外の産業界，研究機関，他大学等と連携

を図り，産業技術の発展に寄与していること，3）博士後期課程における北海道内外の社会人学生の

受け入れ実績を生かし，多様な学習機会を提供するなど，社会人の学び直しやスキルアップに資する

実績を有することが評価された。 

 

（本学に設置する必要性） 

1-3 本学の情報科学分野における研究成果の実績一例 

情報科学研究科は，詳細は 1-4で後述するが，情報科学・電気電子・生体工学・情報通信ネットワ

ーク・精密工学・システム工学などの各分野で活躍する研究者により構成され，コンテンツ・プラッ

トフォーム（ビッグデータ，メディア処理），ネットワーク・情報通信（光・無線通信），インフラ・

システム（ロボット，電気工学），電子・デバイス（ナノデバイス，量子デバイス），福祉・医療機器

（バイオシステム，バイオインフォマティックス）などの各領域において研究活動を世界的に推進し

ており，高い国際的優位性を有する。 

また，本設置構想に協力連携する学内他部局として，引き続き情報基盤センター（計算科学／計算

機科学分野で共同利用･共同研究拠点として文科省認定［H28–H33］），電子科学研究所（附属社会創

造数学研究センターを従来の実績を基に開設し，知能数理，データ数理等を研究），量子集積エレク

トロニクス研究センター（量子構造形成，界面制御，デバイス応用に関する独創的な研究成果。量子

力学的効果を利用する科学技術を基盤として，高度情報化社会とグリーンエネルギー社会の実現に資

する革新的デバイス・システムを創出）の 3 組織を，新たに理学研究院（数学部門が連携協力。純粋

数学は勿論，応用数学を扱う数理科学分野を有する。数学協働プログラム（H28）など，セキュリテ

ィ・ビッグデータの研究・教育に高い実績）を予定している。また，大学病院（臨床研究開発センタ

ーが連携協力。病床 939 床及び外来患者のべ 74 万人／年の実績は，ビッグデータの実フィールド実

験に最適）の教員も，情報科学院の兼担教員として授業科目を担当する。 

 

1-4 国際連携研究教育拠点 

国際連携研究教育局（GI-CoRE）は，北海道大学の強みや特色を活かした国際連携研究・教育の推

進と部局が独自に進める国際連携研究・教育の支援を目的とし，世界トップレベルの教員を国内外及

び学内から結集した総長直轄の教員組織である。現在，6 つの拠点が存在し，その中に，GSB が，

2016 年 4 月より設置されている。学内における GSB 支援部局は，情報科学研究科，理学研究院，大

学病院である。国外の連携大学・部局は，マサチューセッツ大学（UMass）アマースト校（米国）の

情報計算機科学部，データ科学センター，数学統計学科の各部局，シドニー工科大学（UTS）（オー
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ストラリア）の電子データ工学部である。 

UMass アマースト校は，本学初代教頭 William Smith Clark 先生が学長を務めていたこともあ

り，学生・教職員ともに交流が盛んで，本学にとって最も重要な協定校の一つである。サイバーセキ

ュリティやデータサイエンスに力を入れていることから，それらの教育科目が充実しており，またビ

ッグデータ処理の研究領域において世界トップレベルの研究所であるデータ科学センターを有する。

UMass アマースト校の研究グループリーダーとして，GI-CoRE GSB に参加している Shlomo 

Zilberstein 教授は，現在，情報計算機科学部の研究担当副学部長であり，主に人工知能を活用したビ

ッグデータ解析の研究を推進しており，人工知能の研究領域において数多くの業績を有している。 

UTS は，無線ネットワーク・IoT に関係する研究センターを有し，無線通信の世界的研究拠点であ

る。IoT やサイバーセキュリティなどの教育科目が充実している。UTS の研究グループリーダーとし

て，GI-CoRE GSB に参加している Eryk Dutkiewicz 教授は，電子データ工学部の学部長であり，

同時にグローバルビッグデータ研究センターのコアメンバーとして，無線通信関連の研究を推進して

おり，IoT ネットワークや医療無線システムなどに関する多くの研究実績を有する。 

国外大学との研究教育連携を背景に，国際会議を定期的に主催・共催し，多くの論文発表や有益な

情報交換などを行っている。さらに GI-CoRE GSB では，国外大学との国際共同研究のほか，ビッグ

データ・サイバーセキュリティ・IoT に関する国内企業との共同研究なども進めており，国際・産学

連携を積極的に推進している。また，情報科学研究科の博士後期課程学生をリサーチアシスタント

(RA)として雇用し，国外の学術的に権威のあるジャーナルへの論文発表や，著名な国際会議への論文

発表を積極的に行っている。 

GI-CoRE GSB の活動に関連する，情報科学研究科所属の教員（クロスアポイントメントによる

GSB への支援教員）とその業績の一例を以下に示す。 

(1) 有村 博紀 教授：開発した超高速データマイニングアルゴリズム LCM が，国際データマイニ

ングコンテストで優勝し，世界最速の頻出アイテム集合マイニング手法となっている。（ビッ

グデータ科学） 

(2) 吉岡 真治 教授：知識工学・情報検索を基礎とした異分野共同プロジェクトを推進し，ナノ結

晶デバイス論文からの知識発見，機械設計，プログラムマネジメントの支援システムを構築。

（ビッグデータ科学） 

(3) 渡邉 日出海 教授：ゲノム生物学の先駆者の一人。ヒトゲノムプロジェクトを始めとする多引

用数を誇るゲノム研究業績を残している。国際ウイルス命名委員会アデノウイルス研究グルー

プ委員。（生命人間情報科学） 

(4) 長谷山 美紀 教授：画像や映像，音楽等の多様なデータの関連性を分析する先進的理論を構築

し，世界で初めて発想支援型検索を実現。この理論は，異なる学術分野の連携を促し，世界初

のプラットフォームとして実用化された。（メディアネットワーク学） 

(5) 齊藤 晋聖 教授：光通信インフラの飛躍的な高度化に関する研究分野で世界をリードし，光フ

ァイバ 1 本当たりの伝送容量距離積 1 エクサ bps・km 以上の世界最高記録を達成。（情報通信

ネットワーク学） 

(6) 長田 直樹 准教授：データ科学に基づき，生物のゲノム・遺伝情報を解析。生命情報を用いた

医学・薬学研究への応用や，生命進化システムの解明。（生命情報科学） 
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(7) Matteo Convertino 准教授：複雑系システムのモデリング・データ解析に関する第 1 人者。数

理データ科学と健康科学，公衆衛生学や経済学などとの異分野連携によるビッグデータ解析

で，多数の研究業績を有する。（ビッグデータ科学） 

GI-CoRE GSB における国際連携研究・教育の成果をもとに情報科学分野における国際連携情報学

科目の創設を，本設置構想により実現する予定である。具体的には，国外教員による英語科目の提

供，国際共同指導プログラムの実施，e ラーニングによる遠隔型教育システムの導入・拡大などを実

施する。 

 

1-5 新学院・研究院について 

現在の情報科学研究科では，専攻単位（現 5 専攻）の主専修科目の履修と，その学生の所属専攻以

外の専攻の科目を履修する副専修科目を履修する，双峰型カリキュラム（修士課程）や多峰性カリキ

ュラム（博士後期課程）が実施されている。その上で，同じ研究領域を持つ専攻内の指導教員，副指

導教員（複数教員）による研究指導体制が実施されているが，現在は，新しい研究分野に，機動的に

対応する研究指導体制の整備が求められている。また，より幅の広い学際的教育が必要となることも

あるが，他研究院・研究科の教員が教育に参画する場合，本研究科に移籍をしなければならず，それ

が障壁となっている。さらに，GI-CoRE GSB などの実績を背景に，国際的に活躍できる学生の教育

を目指した国外大学との協働も必要となってきている。 

本設置構想では，社会の要請に応じた教育体制を本学において構築するため，情報科学研究科を，

教育組織（学院）と研究組織（研究院）に分離した情報科学院・情報科学研究院の新体制とし，現在

5 専攻の組織を，1 専攻 5 コースとして改組することを目指している。これにより，専門分野が異な

る複数の教員による共同研究指導体制，国外大学と連携した共同研究指導体制と国際共同指導プログ

ラムなど，異分野連携教育・国際的通用性のある教育システムが実現できる。数学，物理学，生物学

などの理論を基盤とし，AI，IoT，ビッグデータ解析等の分野におけるブレイクスルーを生み出し得

る人材の育成が可能となる。例えば，IoT ネットワーク（GI-CoRE GSB）とビッグデータ解析（情

報理工学コース）の融合による生活圏マネジメント技術の開発，静止画像・動画像解析（メディアネ

ットワークコース）と遺伝子データ解析（生体情報工学コース），ビッグデータ解析（GI-CoRE 

GSB）による，新しい画像診断技術の開発などが挙げられる。 

本学では，情報科学研究科の改組により，理系部局の学院・研究院化が完了し，図 1の理学研究院

のように，各教員は移籍することなく情報科学院の教育に参画することが可能となる。情報科学研究

院は，国内の政府系研究機関複数企業との連携を推進しながら，先端的な研究を実施し，国際的研究

ネットワークを形成する教員組織となり，情報科学院は，情報科学研究院のほか，理学研究院，GI-

CoRE GSB，情報基盤センター，電子科学研究所，量子集積エレクトロニクス研究センター，大学病

院，法学研究科，文学研究院と連携し教育を行う。この図において，実線は，専任教員として学院を

担当している部局であり，破線は，兼担教員として学院を担当する部局である。 

これらの連携による本設置構想は，1-3，1-4にも記述したように，本学の強みを適切に活用したも

のであり，高い必要性を有する。 
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図 1 情報科学院・情報科学研究院体制のイメージ 

 

Ⅱ 教育課程編成の考え方・特色 

（教育課程の基本的な考え方） 

2-1 情報科学研究科の目的・沿革 

情報科学研究科の沿革は図 2のとおりである。2004 年 4 月に現在の情報科学研究科が設置された。

本研究科の目的は，高度情報社会の発展に貢献し，知識基盤社会の進展を図ることを教育研究の理念

とし，情報科学の学理の承継及び創造を通じて，幅広く深い学識を有し，国際性を備えた技術者を育成

するとともに，自立して研究開発を行うことができる創造力の豊かな研究者を養成することであり，

修士課程の定員 177 名，博士後期課程の定員 42 名とし，6 専攻の構成で始まった。 

2014 年には，情報科学のコア領域の拡充を目的として，複合情報学専攻とコンピュータサイエンス

専攻を情報理工学専攻に統合し，5 専攻体制の下，情報科学の基礎から応用に至る広範な教育・研究を

推進することとなった。情報理工学専攻では，情報システムの基礎から応用までを体系的に学び，科学

的な理解に基づき工学的に問題解決を行うことのできる国際性のある人材を育成すること，情報エレ

クトロニクス専攻では，次世代システム構築に向けた情報処理アーキテクチャや，新しい情報処理や

通信を可能にするハードウェアの開拓など，多岐にわたる教育を提供すること，生命人間情報科学専

攻では，学際領域である生命人間情報科学の体系化を目指し，生命・人間・医療に関わる科学技術の発

展において中心的役割を担う人材を育成すること，メディアネットワーク専攻では，次世代情報メデ

ィア技術を創出し，仕事や生活の革新を実現する，画像・映像・音響・音楽・自然言語・情報通信・ネ

ットワークなどの最先端の教育を提供すること，システム情報科学専攻では，電気・電子・制御・情

報・機械及びシステム科学を基盤として，これらを融合した独自の新システム構築技術を創造しうる

人材を育成することが各専攻の主な教育内容である。 

また，生命人間情報科学専攻には物質・材料研究機構（2004.4～），メディアネットワーク専攻には

NTT（2004.4～）及び NTT ドコモ（2007.4～），システム情報科学専攻には JAXA（2008.4～）及び

産業技術総合研究所（2014.4～）などの学外組織が連携講座として参画し，専任教員として情報科学

研究科の教育を担当している。 
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図 2 情報科学研究科の沿革 

 

2-2 情報科学院・研究院構成 

本設置構想では，2019 年 4 月より，情報科学研究科を，情報科学院・情報科学研究院とし，研究

院には，5 部門を置き，学院は，1 専攻 5 コースとすることを想定している。新専攻の名称は，情報

科学分野を中核とした異分野連携のグローバルな学際的教育を行うことから「情報科学専攻」とす

る。既設 5 専攻を 1 専攻 5 コースに改組し，GI-CoRE GSB との連携で国際連携情報学科目を専攻共

通科目として新設する。コースに所属する学生は，英語や日本語で科目を履修可能で，英語による

「入学・科目履修・学位取得」を可能とする。国際連携情報学科目を共通科目とすることで，すべて

の学生が受講でき，効率的で効果的なカリキュラム構成を実現する。各コースの学生が，国際共同指

導プログラムに参加できる教育体制を実現する。また，研究指導体制として，他コースの教員も副指

導教員となり得るようにすることによって，流れのはやい時代の要請に的確に対応する。 

図 3には，情報科学院・情報科学研究院の構成図を示す。情報科学院は，情報科学研究院のほか，

理学研究院，GI-CoRE GSB，情報基盤センター，電子科学研究所，量子集積エレクトロニクス研究

センター，大学病院，法学研究科，文学研究院などとの連携により構成される。このほか，情報科学

院には連携講座を設置し，情報科学研究科において連携講座となっていた物質・材料研究機構，

NTT，NTT ドコモ，JAXA，産業技術総合研究所の学外組織が，専任教員として引き続き講義及び研

究指導を担当する。 

連携講座は，学外組織と情報科学院との間で締結する組織対組織の連携協定に基づき設置するもの

であり，各コースの教育を担当する連携講座の専任教員は講義を担当するほか，修士課程並びに博士

後期課程における研究指導の主あるいは副指導教員を担当する。連携講座の教員の採用に当たっては，

連携組織より推薦を受けたものについて，学院の教員選考員会において適否を審査し教育の質の保証

に当たる。また，連携講座毎に情報科学研究院の専任教員 1 名を連携講座支援教員として選任し，連

携講座における教育の質並びに継続性を担保するために外部組織との密な連携と外部組織教員の支援

を行う。連携組織の選定に当たっては，教育プログラムに対して安定的にコミットできることをその

選定基準としているが，万が一，連携する外部組織に連携講座を担当できなくなった事由のある時は，

あらかじめ収録した連携講座提供の講義などの e-ラーニングコンテンツを活用して連携講座支援教員

が特論講義の提供と必要な指導を行うとともに，研究指導については連携講座教員の指導に当たって

副指導教員として配置する連携講座支援教員がこれを引き継ぐ。また，その場合には，学院としては各
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コースに連携講座を配置した主旨に沿って新たな連携組織の開拓を進める。これにより学外組織のコ

ース内における教育の一体性と質も継続的に保証する。 

情報科学研究院は，5 部門により構成される。図 3の各部門には，北大所属の専任教員で構成され

る分野数を記載している。 

 

図 3 情報科学院・情報科学研究院 

 

学士課程との関連性では，情報科学研究科の各教員は，主に工学部情報エレクトロニクス学科の専

任教員となっている。また，理学研究院数学部門の教員は，理学部数学科の科目を担当しているため，

図 4 で表現しているように，工学部情報エレクトロニクス学科の 5 コース所属の学生と，理学部数学

科の学生が，主に情報科学院に進学すると考えられる。情報エレクトロニクス学科の各コースの学生

や，数学科の学生は，情報科学院のいずれのコースにも進学できるが，図中の矢印は，主要な進学先を

示している。さらに，情報科学院は，その他の学部からの入学を想定しており，理工系プロフェッショ

ナル教育推進委託事業，成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT2）等で関わりのあ

る国内高専専攻科や他大学からの入学も想定している。特に道内高専については，数理・データサイエ

ンス教育研究センターなどを通し，共同教育プログラムの作成を行い，学生の積極的な受け入れを実

施する予定である。 

 

図 4 学士課程と情報科学院との関連性（主要な進学先） 

 

学士課程との関連性
工学部 情報エレクトロニクス学科［ 180名］
情報理工学コース ［ 50名］

電気電子工学コース ［ 40名］

生体情報コース ［ 33名］

メディアネットワークコース ［ 30名］

電気制御システムコース ［ 27名］

情報科学院 情報科学専攻
情報理工学コース
情報エレクトロニクスコース
生体情報工学コース
メディアネットワークコース
システム情報科学コース

90% が大学院に進学

理学部 数学科［ 50名］ 理学院 数学専攻

H31.4以降の主要な進学先
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2-3 新専攻について 

新しく設置を予定している情報科学専攻についての概要を説明する。従来 5 専攻で構成された情報

科学研究科を，1 専攻体制の情報科学院とする。専攻内では，共通科目を拡充し，関連する分野にお

ける幅広い基礎知識を獲得可能にする。国際連携情報学科目を用意することで，各分野における高度

な専門知識を背景に，グローバルな異分野連携教育を実現し，社会のニーズに対応した実践的知識を

獲得し，グローバルリーダーとしての実践力を身に付ける。 

専攻内には，5 つのコースを設ける。情報科学の研究分野をカバーする 5 分野による高度な専門知

識により，時代や世界を牽引できる優れた研究人材を育成する。これは，本研究科が国際的優位性を

有する各研究領域において，先端的専門教育を実施し，世界トップレベルの研究力を身に付ける。 

各コースには，コース専門科目が存在し，学生は，主専修科目として，所属コースの専門科目を履

修する。同時に，他のコースの専門科目を副専修科目として履修する。したがって，修士課程では，

主・副専修を履修する双峰性専修となる。また，博士後期課程の学生は，修士課程で履修したコース

の専門科目以外の 3 つ目のコースの専門科目を第三専修科目として履修することで多峰性専修とな

る。但し，国際連携教育，実践型教育，文理融合型教育を希望する学生や境界領域研究を実施する学

生に対しては，指導教員が，学生の研究テーマとの関連性を考慮し，副指導教員とも協議をした上

で，様々なパターンの履修も可能としている。こうした，多様な履修パターンを実現するために，国

際連携情報学科目，実践型科目，文理融合科目などが専攻共通科目として提供される。主専修科目を

情報理工学コース専門科目，副専修科目をメディアネットワークコース専門科目とする場合の構成概

念図を図 5に示す。 

 

 

図 5 情報科学院のカリキュラムイメージ（例） 

 

情報科学専攻では，丁寧で，効果的な研究指導を実施する。図 6 にその概念図を示す。図中の赤の

実線は「指導教員」を，青の実線は「副指導教員」を意味する。各コースの学生は，情報科学研究院を

中心に，理学研究院や学内の様々なセンターなどに所属する教員から指導を受けることができる。ま

た，物質・材料研究機構，NTT，NTT ドコモ，JAXA 及び産業技術総合研究所の学外組織も，情報科

学専攻内に設置された連携講座として，それぞれ「先端医工学特論」，「ユビキタスネットワーク学特

論」，「メディアネットワーク社会学特論」，「リモートセンシング情報学特論」，「ディジタルヒューマン
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情報学特論」のコース専門科目及び研究指導を担当する。 

修士課程においては，入学直後に研究テーマに応じて指導教員と 1 名以上の副指導教員を決定し，

連携して研究指導を行う。博士後期課程では，入学直後に指導教員と複数の副指導教員による研究指

導委員会を構成し，研究指導に当たる。 

修士課程，博士後期課程とも，副指導教員には，指導教員の所属部門と異なる部門の教員，GI-CoRE，

センター，研究所，連携講座（学外組織が担当）の教員を１名以上含むことを必須とする。これにより

情報科学院の研究指導は，情報科学研究院の一部門の教員のみに閉じることなく，学生の研究テーマ

に応じて適切，かつ，柔軟に実施される。例えば，“生活圏マネジメントのためのサスティナブル IoT

ネットワーク技術を利用した動植物生態系のビッグデータ解析”を研究テーマとする場合には，メデ

ィアネットワーク部門の指導教員のほか，GI-CoRE や情報理工学部門の教員が副指導教員として指導

に当たることができる。 

 

図 6 情報科学院の研究指導体制 

 

2-4 国際評価委員会 

情報科学院では，各種ポリシーなどの事前・事後評価を行うための研究院評価委員会と国際評価委

員会を設置する。情報科学専攻の各コースでは，アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方

針），カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針），ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学

位授与の方針）を設定する。それらの各ポリシーが正しく実現されているかどうかを，情報科学研究

院の教員で構成される評価委員会のほか，国内外の外部有識者を含む国際評価委員会を組織し，評価

する。 

事前評価では，評価委員会において，アドミッション・ポリシーに関して，入学定員，入試問題の

適正化，入試制度などの評価が，カリキュラム・ポリシーに関して，カリキュラム構成の適正，科目

担当者の適正の評価，社会からの要請などの検討が，ディプロマ・ポリシーに関して，国際共同指導

プログラム制度などが実施される。 

事後評価では，国際評価委員会において，アドミッション・ポリシーに関して，入学定員充足率，

入試問題の評価，入試制度の実績評価などが，カリキュラム・ポリシーに関して，国際化評価，教育
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の質に関する評価，学生・企業アンケート結果などからの評価が，ディプロマ・ポリシーに関して，

研究力・人間力の評価，実践力の評価，国際共同指導プログラムの実績，国際連携の量的・質的評

価，学位取得数，標準修業年限内での学位取得率等の量的評価などが実施されるほか，就職状況評

価，運用資金獲得実績評価も実施される。これらの事後評価を受けて，情報科学院の各種ポリシーの

見直しなどが実施される（図 7参照）。 

 
図 7 各種ポリシーなどの事前・事後評価 

 

（教育課程の特色） 

2-5 新学院の特色 

情報科学院では，情報科学・社会科学・数理・電気・電子・通信・システム・生物・生命・医療系

領域における異分野連携教育を実現し，国際社会の発展に寄与する指導的・中核的な人材を育成す

る。主な特色として， 

(1) 国際連携情報学科目：複数の国外大学による先端的国際連携研究・教育を背景に，異分野融合領

域の授業科目による新しい教育プログラムの実現 

(2) 国際共同指導プログラム：国際連携による，英語による入学・科目履修・学位取得が可能な教育

プログラムの実現 

(3) 社会人の学び直し：既に実績のある社会人向けアドミッション，カリキュラム（e ラーニングを

含む）を元に教育プログラムの拡充 

(4) 共通カリキュラム上の工夫：情報科学の専門的な知識と技能の獲得を目的とするコース専門科目

に加え，新学院の全ての学生が履修することができる専攻共通科目として，国外大学の教員との

情報科学院

• アドミッションポリシー
• 入学定員，入試問題の適正化
• 多様な入試制度

• カリキュラムポリシー
• カリキュラム構成の適正
• 科目担当者の適正評価
• 社会からの要請

• ディプロマポリシー
• 国際共同指導プログラム制度

事
前
評
価

（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

• ディプロマポリシー
• 学位授与

• アドミッションポリシー
• 入学試験の実施

• カリキュラムポリシー
• 教育課程の編成と実行

• アドミッションポリシー
• 入学定員充足率，入試問題の評価
• 多様な入学制度の実績評価

• カリキュラムポリシー
• 国際化評価
• 教育の質に関する評価
• 学生・企業アンケート

• ディプロマポリシー
• 研究力・人間力，実践力の評価
• 国際共同指導プログラムの実績
• 国際連携の定量的・質的評価
• 標準修業年限・学位取得数の量的評価

• 就職状況評価，運用資金獲得実績評価

評価委員会 (情報科学研究院)

教育計画
の提出

教育計画
の評価

教育実績
の報告

教育実績の
検証と評価
(事後評価)

(事前評価)

国際評価委員会 (国外外部有識者・国内外部有識者)

事
後
評
価

（
検
証
と
評
価
）

• 進学・就職支援

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 29



協働によりグローバルな異分野連携教育を目的とする国際連携情報学科目，プロジェクト遂行の

スキル獲得を目的とする実践型科目，情報に関わる法律や倫理といった幅広い知識の獲得を目的

とする文理融合科目を創設することで，国際性，実践的スキル，学際的知識を身に付ける共通カ

リキュラムを実現 

(5) 適応的な研究指導体制：時代の要請に合わせ，学生の希望に対応して，情報科学研究院を中心と

する教員の連携による教育体制を構築することで，複数の部門の教員による指導教員・副指導教

員制度を実現 

 

2-6 養成する人材像 

大学院情報科学院は，本学が掲げる 4 つの基本理念（フロンティア精神，国際性の涵養，全人教

育，実学の重視）の下，高度情報社会の発展に貢献し，グローバルな知識基盤社会の進展を図ること

を教育研究の理念とし，情報科学の学理の承継及び創造を通じて，幅広く深い学識を有し，国際性を

備えた技術者を育成するとともに，自立して研究開発を行うことができる創造力の豊かな研究者を養

成する。また，情報科学を中核としながら，多彩な分野の融合から新しい研究領域を創出し，世界へ

羽ばたく人材を養成する。 

修士課程では，情報科学の基礎分野と専門分野における高度な知識を身に付け，実践的な経験と新

しい知識の創造により，優れた研究開発力を有し，国際的に活躍できるイノベーションリーダー人材

を育成する。 

博士後期課程では，多彩な分野の融合から新しい研究領域を創出し，専門分野において世界水準の

研究開発力を身に付け，国際的な連携を背景に，高度化する知識基盤社会における研究開発をグロー

バルに推進するフロンティアリーダー人材を育成する。 

上記の人材を養成するために，以下の能力・素養を習得させる。 

(1) 情報科学を中核とし，関連する多彩な分野の幅広い基礎知識 

(2) グローバル社会のニーズに対応した実践的知識 

(3) 情報科学とその境界領域を研究の対象とする高度な専門知識 

(4) 先端的専門知識を有する世界トップレベルの研究力 

 

2-7 学位授与の基本方針 

情報科学院・情報科学専攻では，修士課程において，“修士(情報科学)”(Master of Information 

Science and Technology at the Graduate School of Information Science and Technology)の学位を授

与し，博士後期課程においては，“博士(情報科学)”(Doctor of Philosophy at the Graduate School of 

Information Science and Technology)，あるいは“博士(工学)”（Doctor of Philosophy at the 

Graduate School of Information Science and Technology）を授与する。 

情報科学の学位名称は，独立行政法人 大学改革支援・学位授与機構の調査（平成 28 年度 学位に

付記する専攻分野の名称一覧）によると，修士・博士とも電気通信工学関係等で多数授与されてい

る。また，英語表記の Information Science and Technology は，類似した表記である Information 

Science, Information Technology 等とともに広く使用されている。海外でも，連携先である UMass, 

UTS の他，コーネル大学（米国），オックスフォード大学（英国），トロント大学（カナダ）等，多
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数の大学で授与されており，国際的な通用性は高い。 

 

2-8 ディプロマ・ポリシー 

新学院では，養成する人材像に基づき，以下に掲げる知識・能力等を習得した者に対し，学位を授

与する。 

・情報科学の基礎的素養及び高度な専門的素養 

・科学技術の高度化，学際化に対応できる豊かで多様な知識 

・国際化，複雑化する社会において専門的能力を発揮するための，判断力，実務的対応能力，及び

コミュニケーション力 

・情報科学技術に対する高い倫理意識 

各課程におけるディプロマ・ポリシーは，以下の通りである。 

(1) 修士課程：情報科学の幅広い基礎的素養と，各コースにおける高度な専門知識，及びそれらに基

づく実践的な技術力，コミュニケーション力により，技術革新をもたらし得るイノベーションリ

ーダーとしての能力を有し，国際的に活躍するための広い視野と行動力と，情報科学分野の技術

者としての高い倫理意識を有する者に修士（情報科学）の学位を授与する。 

(2) 博士後期課程：情報科学を中心とする広範な分野における基礎的素養と，各コースにおける世界

水準の専門知識，及びそれらに基づく問題発見力，問題解決力により，新たな研究領域を主体的

に開拓し得るフロンティアリーダーとしての能力を有し，国際的プロジェクトを遂行するための

情報収集力，情報発信力，リーダーシップ，マネジメント力と指導的技術者，研究者，教育者と

しての高い倫理意識を有する者に博士の学位を授与する。情報科学領域もしくは境界領域におい

て情報科学領域を主に研究する者には博士（情報科学）の，境界領域において工学領域を主に研

究する者には博士（工学）の学位を授与する。 

 

2-9 カリキュラム・ポリシー 

新学院では，養成する人材像に基づき，以下に掲げる方針により教育課程を編成・実施する。 

・先端研究分野における最新教育を実現するために，主専修・副専修による双峰性教育（修士課

程），複数の専修を習得する多峰型教育（博士後期課程）を行うと同時に，多様で柔軟な科目の

履修も可能とする 

・国外連携大学との国際連携情報学科目や各コースが実施する英語科目により，英語で修了可能な

カリキュラムを実現する。これらの英語講義や，国外大学の教員との国際共同指導プログラムな

どを実現し，国際性の涵養を目指す。 

・社会人の学び直し拡充や国際連携情報学科目を支えるための e ラーニング（遠隔型教育システ

ム）の活用を実施する。また学内の他学院・研究所・センターや，国外連携大学などとの共同教

育プログラムのほか，政府系研究機関や，連携企業との共同教育プログラム・インターンシップ

など特色ある教育プログラムを導入する。 

新学院の修士課程，博士後期課程におけるカリキュラム・ポリシーは以下のとおりである。 

(1) 修士課程：情報科学における広い基礎的素養と深い専門性を習得するため，所属するコースの専

門科目（主専修科目）のほか，他コースの専門科目（副専修科目）を履修する双峰性教育を実施
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する。さらに，国際的な視野と行動力を身につけ，境界領域における知識を獲得するため，国際

連携情報学科目，実践型科目，文理融合科目を開講し，多様で柔軟な科目の履修を可能とする教

育課程を提供する。また，実践的な技術力，コミュニケーション力等の，イノベーションリーダ

ーとしてのスキルを獲得するため，特別演習を実施する。 

(2) 博士後期課程：情報科学を中心とする広範な分野における基礎的素養を習得するため，新学院情

報科学専攻修士課程修了者については，修士課程で履修したコース以外の専門科目を履修し，そ

れ以外の者については，コース専門科目または専攻共通科目から入学以前の履修科目と重複しな

い科目を履修することで，多峰性教育を実施する。さらに，国際連携や異分野連携による研究を

行う力を養成するため，国際連携情報学科目，実践型科目，文理融合科目を開講する。また，情

報収集力，情報発信力，リーダーシップ等の，フロンティアリーダーとしてのスキルを獲得する

ため，特別研究を実施する。 

 

2-10 アドミッション・ポリシー 

新学院では，情報科学分野での修士，博士の学位を取得しようとする強い意志を持ち，情報科学・

電気工学・電子工学・システム工学・数理科学・生体工学・生命科学・社会科学など，広い意味での

情報科学に関連する学問分野を目指す人材を広く受け入れる。 

新学院の修士課程，博士後期課程におけるアドミッション・ポリシーは以下のとおりである。 

(1) 修士課程：国内外の大学を卒業（卒業見込みも含む）し，自らのキャリアとして，広義の意味の

情報科学分野における研究・開発を目指す人材を受け入れる。具体的には，情報科学の学問分野

を専攻し，修士の学位を取得しようとする国内外の学生を選抜する。修士課程の入学試験は，英

語あるいは日本語による専門試験を実施する。専門試験は，各コースが必要とする専門基礎分野

の習熟度を試す筆答試験（論文）と口頭試問を行う。 

(2) 博士後期課程：修士課程を修了し，より高度な研究を進め，博士の学位を目指す人材や，社会で

活躍しながら，自己の研究能力の更なる向上を図り，博士の学位を目指す人材を受け入れる。具

体的には，情報科学の学問分野を専攻し，博士の学位を取得しようとする国内外の修士課程修了

者，及び博士の学位取得を目指す社会人を選抜する。博士後期課程の入学試験は，英語あるいは

日本語による専門試験を実施する。専門試験は，各コースでの研究指導を受けることができる専

門基礎の力を試す筆答試験（論文）と口頭試問を行なう。 

 

広く優秀な学生を集めるため，多様な入試制度を導入し，修士課程では，高専の専攻科修了者，

大学での専門分野が異なる学生，及び外国人留学生を，博士後期課程では，社会人学生及び外国

人留学生を，積極的に受け入れる。 

 

2-11 履修モデル 

情報科学院における代表的な科目を図 8に示す。 
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図 8 情報科学院のカリキュラム 
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図 9 情報科学院の履修パターン（例） 

 

5 つのコースにおいては，コースの専門性を生かした科目で構成されており，各コースが有するコ

アとなる専門科目は，以下の専門領域に対応する。 

・情報理工学コース：計算機科学・情報システム学に関する専門領域。本学理学研究院数学部門の

教員による情報数理学の科目を含む 

・情報エレクトロニクスコース：情報処理システムのハードウェアと次世代の電子工学に関する専

門領域 

・生体情報工学コース：生命・人間・医療に関わる科学技術に関する専門領域 

・メディアネットワークコース：画像・映像・音響・音楽や自然言語を扱う情報メディア及び情報

通信ネットワークに関する専門領域。GI-CoRE GSB の教員による複雑系システムやネットワー

ク関係の科目を含む 

・システム情報科学コース：電気・電子・制御・情報・機械・システム科学に関する専門領域 

専攻共通科目として，GI-CoRE GSB より提供する国際連携情報学科目と実践型科目，文理融合科

目が提供される。コース専門科目と専攻共通科目の組み合わせにより，様々な履修パターンで修了要

件を満たすことが可能となる（図 9）。 

なお，科目の履修に当たっては，修士課程，博士後期課程とも，入学直後に，研究テーマ，キャリ

アプランなどに基づいて適切な科目を選択し，指導教員の了承を得た上で，履修計画届を作成するこ

とにより，効率的かつ計画的な履修を行うものとする。 

博士後期課程においては，研究内容により，博士（情報科学）と博士（工学）のいずれかの学位を
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授与する。「モデル検査によるスマートオブジェクトの近接連携シナリオの形式検証」,「複素振幅制

御を用いた仮想位相共役技術による光情報処理に関する研究」といった主に情報科学領域の研究テー

マについては博士（情報科学）の学位を，「ランダムレーザーの発振モード制御に関する研究」，「モ

デル縮約法の電磁界解析への応用に関する研究」といった主に工学領域の研究テーマについては博士

（工学）を授与する（研究テーマは 2017 年度学位論文題目）。 

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授 業 期 間 等 

【修士課程】 

所属コースの特別演習 10 単位，所属コースの専門科目（主

専修科目）12 単位以上，他の 1 つのコースの専門科目（副

専修科目）4 単位以上，計 30 単位以上を修得し，必要な研

究指導を受けた上，修士論文の審査及び試験に合格するこ

と。 

※所属コース以外の特別演習は履修不可とする。 

【博士後期課程】 

本学院修士課程修了者については，所属コースの特別研究 2

単位，修士課程で専門科目（主専修科目または副専修科目）

を履修したコース以外の第 3 のコースの専門科目（第三専

修科目）4 単位以上，計 10 単位以上を修得し，必要な研究

指導を受けた上，博士論文の審査及び試験に合格すること。 

それ以外の者については，所属コースの特別研究 2 単位，

全てのコースのうち 1 コースの専門科目 4 単位以上，計 10

単位以上を修得し，必要な研究指導を受けた上，博士論文の

審査及び試験に合格すること。 

※所属コース以外の特別研究は履修不可とする。 

1 学年の学期区分 4 学期制 

1 学期の授業期間 8 週間 

1 時限の授業時間 90 分 
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（別添２－２）

（既設　情報科学研究科　情報理工学専攻　修士課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

情報理工学特別演習 1～2通 10 ○ 18 11 6 共同

－ 10 0 0 18 11 0 6 0 0 －

大規模知識処理特論 1･2④ 2 ○ 1

知識ベース特論 1･2② 2 ○ 2 オムニバス

情報知識ネットワーク特論 1･2③ 2 ○ 1 1 オムニバス

アルゴリズム特論 1･2① 2 ○ 1

計算量と暗号理論特論 1･2④ 2 ○ 1

情報数理学特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

情報認識学特論 1･2② 2 ○ 1 1 オムニバス

知能情報学特論 1･2① 2 ○ 1

情報解析学特論 1･2④ 2 ○ 1 1 オムニバス

知能ソフトウェア特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

自律系工学特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

調和系工学特論 1･2② 2 ○ 1 1 オムニバス

ヒューマンコンピュータインタラクション特論 1･2③ 2 ○ 1 1 オムニバス

超高速計算機網工学特論 1･2① 2 ○ 2 オムニバス

情報システム設計学特論 1･2③ 2 ○ 1 1 オムニバス

先端ネットワーク特論 1･2② 2 ○ 1 1 オムニバス

先端データ科学特論 1･2④ 2 ○ 2 オムニバス

情報理工学特別講義 1･2①② 1 ○ 兼1

－ 0 35 0 18 11 0 0 0 兼1 －

プロジェクトマネジメント特論 1･2①② 2 ○ 兼4 オムニバス

パーソナルスキル特論 1･2①② 2 ○ 兼4 オムニバス

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8 －

合計（21科目） － 10 39 0 18 11 0 6 0 兼9 －

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

必
修

科
目 小計（1科目） －

選
択
科
目

小計（18科目） －

研
究
科

共
通
科
目 小計（2科目） －

－

学位又は称号 修士(情報科学)，修士(工学) 学位又は学科の分野 工学関係

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 36



（別添２－２）

（既設　情報科学研究科　情報理工学専攻　博士後期課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

情報理工学特別研究 1～3通 2 ○ 18 11 6 共同

－ 2 0 0 18 11 0 6 0 －

大規模知識処理特論 1･2･3④ 2 ○ 1

知識ベース特論 1･2･3② 2 ○ 2 オムニバス

情報知識ネットワーク特論 1･2･3③ 2 ○ 1 1 オムニバス

アルゴリズム特論 1･2･3① 2 ○ 1

計算量と暗号理論特論 1･2･3④ 2 ○ 1

情報数理学特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

情報認識学特論 1･2･3② 2 ○ 1 1 オムニバス

知能情報学特論 1･2･3① 2 ○ 1

情報解析学特論 1･2･3④ 2 ○ 1 1 オムニバス

知能ソフトウェア特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

自律系工学特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

調和系工学特論 1･2･3② 2 ○ 1 1 オムニバス

ヒューマンコンピュータインタラクション特論 1･2･3③ 2 ○ 1 1 オムニバス

超高速計算機網工学特論 1･2･3① 2 ○ 2 オムニバス

情報システム設計学特論 1･2･3③ 2 ○ 1 1 オムニバス

先端ネットワーク特論 1･2･3② 2 ○ 1 1 オムニバス

先端データ科学特論 1･2･3④ 2 ○ 2 オムニバス

情報理工学特別講義 1･2･3①② 1 ○ 兼1

－ 0 35 0 18 11 0 0 0 兼1 －

プロジェクトマネジメント特論 1･2･3①② 2 ○ 兼4 オムニバス

パーソナルスキル特論 1･2･3①② 2 ○ 兼4 オムニバス

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8 －

合計（21科目） － 2 39 0 18 11 0 6 0 兼9 －

研
究
科

共
通
科
目 小計（2科目） －

－

学位又は称号 博士(情報科学)，博士(工学) 学位又は学科の分野 工学関係

必
修

科
目 小計（1科目） －

選
択
科
目

小計（18科目） －

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 37



（別添２－２）

（既設　情報科学研究科　情報エレクトロニクス専攻　修士課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

情報エレクトロニクス特別演習 1～2通 10 ○ 13 11 6 共同

－ 10 0 0 13 11 0 6 0 0 －

固体物性学特論 1･2① 2 ○ 1

光電子物性学特論 1･2② 2 ○ 1 1 オムニバス

量子物性学特論 1･2② 2 ○ 1 1 オムニバス

電子デバイス学特論 1･2② 2 ○ 1

光デバイス学特論 1･2④ 2 ○ 1 1 オムニバス

先端デバイス学特論 1･2③ 2 ○ 1 1 オムニバス

量子デバイス学特論 1･2③ 2 ○ 1 1 オムニバス

集積プロセス学特論 1･2② 2 ○ 1 1 オムニバス

電子材料学特論 1･2④ 2 ○ 1 1 オムニバス

集積システム学特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

光情報システム学特論 1･2④ 2 ○ 1 1 オムニバス

システムLSI学特論 1･2③ 2 ○ 2 オムニバス

ディジタル通信システム特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

情報エレクトロニクス数学力学特論 1･2① 2 ○ 1

情報エレクトロニクス特別講義第一 1･2通 1 ○ 兼1

情報エレクトロニクス特別講義第二 1･2通 1 ○ 兼1

情報エレクトロニクス特別講義第三 1･2通 1 ○ 兼1

－ 0 31 0 13 11 0 0 0 兼3 －

プロジェクトマネジメント特論 1･2①② 2 ○ 兼4 オムニバス

パーソナルスキル特論 1･2①② 2 ○ 兼4 オムニバス

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8 －

合計（20科目） － 10 35 0 13 11 0 6 0 兼11 －

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

必
修

科
目 小計（1科目） －

選
択
科
目

小計（17科目） －

研
究
科

共
通
科
目 小計（2科目） －

－

学位又は称号 修士(情報科学)，修士(工学) 学位又は学科の分野 工学関係

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 38



（別添２－２）

（既設　情報科学研究科　情報エレクトロニクス専攻　博士後期課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

情報エレクトロニクス特別研究 1～3通 2 ○ 13 11 6 共同

－ 2 0 0 13 11 0 6 0 －

固体物性学特論 1･2･3① 2 ○ 1

光電子物性学特論 1･2･3② 2 ○ 1 1 オムニバス

量子物性学特論 1･2･3② 2 ○ 1 1 オムニバス

電子デバイス学特論 1･2･3② 2 ○ 1

光デバイス学特論 1･2･3④ 2 ○ 1 1 オムニバス

先端デバイス学特論 1･2･3③ 2 ○ 1 1 オムニバス

量子デバイス学特論 1･2･3③ 2 ○ 1 1 オムニバス

集積プロセス学特論 1･2･3② 2 ○ 1 1 オムニバス

電子材料学特論 1･2･3④ 2 ○ 1 1 オムニバス

集積システム学特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

光情報システム学特論 1･2･3④ 2 ○ 1 1 オムニバス

システムLSI学特論 1･2･3③ 2 ○ 2 オムニバス

ディジタル通信システム特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

情報エレクトロニクス数学力学特論 1･2･3① 2 ○ 1

情報エレクトロニクス特別講義第一 1･2･3通 1 ○ 兼1

情報エレクトロニクス特別講義第二 1･2･3通 1 ○ 兼1

情報エレクトロニクス特別講義第三 1･2･3通 1 ○ 兼1

－ 0 31 0 13 11 0 0 0 兼3 －

プロジェクトマネジメント特論 1･2･3①② 2 ○ 兼4 オムニバス

パーソナルスキル特論 1･2･3①② 2 ○ 兼4 オムニバス

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8 －

合計（20科目） － 2 35 0 13 11 0 6 0 兼11 －

研
究
科

共
通
科
目 小計（2科目） －

－

学位又は称号 博士(情報科学)，博士(工学) 学位又は学科の分野 工学関係

必
修

科
目 小計（1科目） －

選
択
科
目

小計（17科目） －

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 39



（別添２－２）

（既設　情報科学研究科　生命人間情報科学専攻　修士課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

生命人間情報科学特別演習 1～2通 10 ○ 11 8 9 共同

－ 10 0 0 11 8 0 9 0 －

ゲノム情報科学特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

情報生物学特論 1･2③ 2 ○ 1 1 オムニバス

情報医科学特論 1･2①② 2 ○ 兼2 オムニバス

細胞生物工学特論 1･2④ 2 ○ 1

バイオイメージング特論 1･2② 2 ○ 1 1 オムニバス

ナノマテリアル特論 1･2② 2 ○ 1 1 1 オムニバス

バイオエンジニアリング特論 1･2③ 2 ○ 6 5 2 オムニバス

医用システム工学特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

生体制御工学特論 1･2③ 2 ○ 1 1 オムニバス

脳神経科学特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

ナノイメージング特論 1･2② 2 ○ 1 2 オムニバス

ナノフォトニクス特論 1･2③ 2 ○ 1 1 1 オムニバス

先端医工学特論 1･2①② 2 ○ 1

生命人間情報科学特別講義 1･2通 1 ○ 兼1

－ 0 27 0 11 8 0 6 0 兼3 －

プロジェクトマネジメント特論 1･2①② 2 ○ 兼4 オムニバス

パーソナルスキル特論 1･2①② 2 ○ 兼4 オムニバス

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8 －

合計（17科目） － 10 31 0 11 8 0 9 0 兼11 －

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

必
修

科
目 小計（1科目） －

選
択
科
目

小計（14科目） －

研
究
科

共
通
科
目 小計（2科目） －

－

学位又は称号 修士(情報科学)，修士(工学) 学位又は学科の分野 工学関係

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 40



（別添２－２）

（既設　情報科学研究科　生命人間情報科学専攻　博士後期課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

生命人間情報科学特別研究 1～3通 2 ○ 11 8 9 共同

－ 2 0 0 11 8 0 9 0 －

ゲノム情報科学特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

情報生物学特論 1･2･3③ 2 ○ 1 1 オムニバス

情報医科学特論 1･2･3①② 2 ○ 兼2 オムニバス

細胞生物工学特論 1･2･3④ 2 ○ 1

バイオイメージング特論 1･2･3② 2 ○ 1 1 オムニバス

ナノマテリアル特論 1･2･3② 2 ○ 1 1 1 オムニバス

バイオエンジニアリング特論 1･2･3③ 2 ○ 6 5 2 オムニバス

医用システム工学特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

生体制御工学特論 1･2･3③ 2 ○ 1 1 オムニバス

脳神経科学特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

ナノイメージング特論 1･2･3② 2 ○ 1 2 オムニバス

ナノフォトニクス特論 1･2･3③ 2 ○ 1 1 1 オムニバス

先端医工学特論 1･2･3①② 2 ○ 1

生命人間情報科学特別講義 1･2･3通 1 ○ 兼1

－ 0 27 0 11 8 0 6 0 兼3 －

プロジェクトマネジメント特論 1･2･3①② 2 ○ 兼4 オムニバス

パーソナルスキル特論 1･2･3①② 2 ○ 兼4 オムニバス

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8 －

合計（17科目） － 2 31 0 11 8 0 9 0 兼11 －

研
究
科

共
通
科
目 小計（2科目） －

－

学位又は称号 博士(情報科学)，博士(工学) 学位又は学科の分野 工学関係

必
修

科
目 小計（1科目） －

選
択
科
目

小計（14科目） －

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 41



（別添２－２）

（既設　情報科学研究科　メディアネットワーク専攻　修士課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

メディアネットワーク特別演習 1～2通 10 ○ 12 8 4 共同

－ 10 0 0 12 8 0 4 0 －

自然言語処理学特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

メディア創生学特論 1･2③ 2 ○ 1

メディア表現論特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

情報メディア環境学特論 1･2③ 2 ○ 1 1 オムニバス

ネットワークシステム特論 1･2③ 2 ○ 1 1 オムニバス

ワイヤレス伝送・環境電磁特論 1･2①② 2 ○ 1

フォトニックネットワーク特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

適応コミュニケーション特論 1･2④ 2 ○ 1 1 オムニバス

ユビキタスネットワーク学特論 1･2② 2 ○ 4 オムニバス

メディアネットワーク社会学特論 1･2③④ 2 ○ 1

メディアネットワーク特別講義第一 1･2通 1 ○ 1 1 オムニバス

メディアネットワーク特別講義第二 1･2通 1 ○ 兼1

－ 0 22 0 12 7 0 0 0 兼1 －

プロジェクトマネジメント特論 1･2①② 2 ○ 兼4 オムニバス

パーソナルスキル特論 1･2①② 2 ○ 兼4 オムニバス

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8 －

合計（15科目） － 10 26 0 12 8 0 4 0 兼9 －

－

－

学位又は称号 修士(情報科学)，修士(工学) 学位又は学科の分野 工学関係

研
究
科

共
通
科
目 小計（2科目） －

選
択
科
目

小計（12科目） －

必
修

科
目 小計（1科目）

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 42



（別添２－２）

（既設　情報科学研究科　メディアネットワーク専攻　博士後期課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

メディアネットワーク特別研究 1～3通 2 ○ 11 8 4 共同

－ 2 0 0 11 8 0 4 0 －

自然言語処理学特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

メディア創生学特論 1･2･3③ 2 ○ 1

メディア表現論特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

情報メディア環境学特論 1･2･3③ 2 ○ 1 1 オムニバス

ネットワークシステム特論 1･2･3③ 2 ○ 1 1 オムニバス

ワイヤレス伝送・環境電磁特論 1･2･3①② 2 ○ 1

フォトニックネットワーク特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

適応コミュニケーション特論 1･2･3④ 2 ○ 1 1 オムニバス

ユビキタスネットワーク学特論 1･2･3② 2 ○ 4 オムニバス

メディアネットワーク社会学特論 1･2･3③④ 2 ○ 1

メディアネットワーク特別講義第一 1･2･3通 1 ○ 1 1 オムニバス

メディアネットワーク特別講義第二 1･2･3通 1 ○ 兼1

－ 0 22 0 12 7 0 0 0 兼1 －

プロジェクトマネジメント特論 1･2･3①② 2 ○ 兼4 オムニバス

パーソナルスキル特論 1･2･3①② 2 ○ 兼4 オムニバス

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8 －

合計（15科目） － 2 26 0 12 8 0 4 0 兼9 －

研
究
科

共
通
科
目 小計（2科目） －

－

学位又は称号 博士(情報科学)，博士(工学) 学位又は学科の分野 工学関係

必
修

科
目 小計（1科目） －

選
択
科
目

小計（12科目） －

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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（別添２－２）

（既設　情報科学研究科　システム情報科学専攻　修士課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

システム情報科学特別演習Ⅰ 1①② 2 ○ 8 7 3 共同

システム情報科学特別演習Ⅱ 1～2通 8 ○ 12 12 2 共同

－ 10 0 0 12 12 0 3 0 －

システム制御理論特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

ディジタル幾何処理工学特論 1･2① 2 ○ 1 1 オムニバス

ヒューマンセントリックシステム特論 1･2④ 2 ○ 1 1 オムニバス

システム環境情報学特論 1･2④ 2 ○ 1 1 オムニバス

電気エネルギー変換特論 1･2② 2 ○ 1 1 オムニバス

電力システム特論 1･2② 2 ○ 1 1 オムニバス

電磁工学特論 1･2③ 2 ○ 1 1 オムニバス

知能システム特論 1･2③ 2 ○ 1

システム展開情報学特論 1･2② 2 ○ 2 1 オムニバス

リモートセンシング情報学特論 1･2④ 2 ○ 1 2 オムニバス

デジタルヒューマン情報学特論 1･2③ 2 ○ 1 2 オムニバス

システム創成学特論 1･2② 2 ○ 4 4 オムニバス

システム融合学特論 1･2④ 2 ○ 4 3 オムニバス

－ 0 26 0 12 12 0 0 0 －

プロジェクトマネジメント特論 1･2①② 2 ○ 兼4 オムニバス

パーソナルスキル特論 1･2①② 2 ○ 兼4 オムニバス

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8 －

合計（17科目） － 10 30 0 12 12 0 3 0 兼8 －

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

学位又は称号 修士(情報科学)，修士(工学) 学位又は学科の分野 工学関係

必
修
科
目 小計（2科目） －

－

選
択
科
目

小計（13科目） －

小計（2科目） －

研
究
科

共
通
科
目
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（別添２－２）

（既設　情報科学研究科　システム情報科学専攻　博士後期課程）

必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

システム情報科学特別研究 1～3通 2 ○ 12 12 兼9 共同

－ 2 0 0 12 12 0 3 0 兼9 －

システム制御理論特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

ディジタル幾何処理工学特論 1･2･3① 2 ○ 1 1 オムニバス

ヒューマンセントリックシステム特論 1･2･3④ 2 ○ 1 1 オムニバス

システム環境情報学特論 1･2･3④ 2 ○ 1 1 オムニバス

電気エネルギー変換特論 1･2･3② 2 ○ 1 1 オムニバス

電力システム特論 1･2･3② 2 ○ 1 1 オムニバス

電磁工学特論 1･2･3③ 2 ○ 1 1 オムニバス

知能システム特論 1･2･3③ 2 ○ 1

システム展開情報学特論 1･2･3② 2 ○ 2 1 オムニバス

リモートセンシング情報学特論 1･2･3④ 2 ○ 1 2 オムニバス

デジタルヒューマン情報学特論 1･2･3③ 2 ○ 1 2 オムニバス

システム創成学特論 1･2･3② 2 ○ 4 4 オムニバス

システム融合学特論 1･2･3④ 2 ○ 4 3 オムニバス

－ 0 26 0 12 12 0 0 0 －

プロジェクトマネジメント特論 1･2･3①② 2 ○ 兼4 オムニバス

パーソナルスキル特論 1･2･3①② 2 ○ 兼4 オムニバス

－ 0 4 0 0 0 0 0 0 兼8 －

合計（16科目） － 2 30 0 12 12 0 3 0 兼8 －

研
究
科

共
通
科
目 小計（2科目） －

－

学位又は称号 博士(情報科学)，博士(工学) 学位又は学科の分野 工学関係

必
修

科
目 小計（1科目） －

選
択
科
目

小計（13科目） －

教 育 課 程 等 の 概 要

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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(別添２－３)

授業科目の名称 講義等の内容 備考
情報理工学特別演習 （概要）本演習では，複合情報工学，知識ソフトウェア科学，数理

科学，及び大規模情報システム学の各分野に関する知識を活用し，
また，自ら問題を発見し解決する過程において，関連する研究分野
の知識も吸収しながら専門知識の理解をより深化させることで，情
報を収集する力，情報を分析する力，問題を発見する力，問題を解
決する力，情報を発信するためのプレゼンテーションの技術を向上
させることを目標として，文献購読，研究の実践，指導を行う。

共同

（2 栗原　正仁）
　人工知能とソフトウェア科学の知見と手法を用いた知能ソフト
ウェアシステムの課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（82 小山　聡）
　人工知能とデータサイエンスの知見と手法を用いた知能ソフト
ウェアシステムの課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（32 山本　雅人）
　自律系工学，人工生命／人工知能，進化的計算に関する研究課題
の文献購読，実験，研究指導を行う。
（93 飯塚　博幸）
　複雑系，人工生命／人工知能，機械学習に関する課題の文献購
読，実験，研究指導を行う。
（38 川村　秀憲）
　ディープラーニング，機械学習，最適化などの人工知能の手法と
その実践的応用について，文献購読，実験，研究指導を行う。
（86 山下　倫央）
　ディープラーニング，機械学習，最適化などの人工知能の手法と
その実践的応用について，文献購読，実験，研究指導を行う。
（138 横山　想一郎）
　ディープラーニング，機械学習，最適化などの人工知能の手法と
その実践的応用について，文献購読，実験，研究指導を行う。
（11 小野　哲雄）
　人間と知的システム（ロボットやエージェント）とのインタラク
ションにおける構成原理や構成方法，機械学習やモデル化の理論と
応用に関する文献購読，実験，研究指導を行う。
（100 坂本　大介）
　ヒューマンコンピュータインタラクションにおけるデザイン手
法，実験手法，評価手法の理論と応用に関する文献購読，実験，研
究指導を行う。

（94 瀧川　一学）
　大規模知識処理，離散構造を伴う機械学習やパターンマイニン
グ，および，科学データの解析に関する研究課題の文献購読，実
験，研究指導を行う。
（35 吉岡　真治）
　知識ベース，データマイニング・テキストマイニング，情報検索
の基本技術を習得するとともに，様々な分野で生成された大規模
データからの知識発見，知識ベース構築に関する文献購読，実験，
研究指導を行う。
 (129 大久保　好章）
　知識ベース，データマイニング，情報検索の基本技術を習得する
とともに，様々な分野で生成された大規模データからの知識発見，
知識ベース構築に関する文献購読，実験，研究指導を行う。
（26 有村　博紀）
　データマイニングと機械学習に関するアルゴリズムの課題の文献
購読，実験，研究指導を行う。
（88 喜田　拓也）
　情報検索とデータ圧縮に関するアルゴリズムの課題の文献購読，
実験，研究指導を行う。
（4 ZEUGMANN　THOMAS）
　アルゴリズム，暗号学，機械学習，計算理論，計算量理論，クラ
スタリングやデータマイニングにおける理論と応用，計算機科学に
関する文献購読，実験，研究指導を行う。
（134 JORDAN Ⅳ CHARLES HAROLD）
　形式論理の理論と応用，充足可能性などの論理ソルバ，並列計算
と並列列挙に関する文献購読，実験，研究指導を行う。

（用紙　日本工業規格A4縦型）

授 業 科 目 の 概 要
（情報科学院　情報科学専攻　修士課程）

科目区分
必
修
科
目
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（37 田中　章）
　標本化理論，及び，ディジタル信号処理，機械学習理論に関する
課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（73 河口　万由香）
　数理論理に関する理論やソフトコンピューティングに関する課題
の文献購読，実験，研究指導を行う。
（7 工藤　峰一）
　パターン認識の基礎あるいは応用に関する文献購読，実験，研究
指導を行う。さらにこれらに関して論文作成指導を行う。
（74 中村　篤祥）
　機械学習の基礎あるいは応用に関する文献購読，実験，研究指導
を行う。さらにこれらに関して論文作成指導を行う。
（30 杉本　雅則）
　高度知能情報環境の実現とその課題についての知識と理解を深め
るための文献購読，実験，研究指導を行う。
（140 渡邉　拓貴）
　実世界メディア情報処理とその課題についての知識と理解を深め
るための文献購読，実験，研究指導を行う。
（19 今井　英幸）
　回帰分析や判別分析，クラスタリング手法等の多変量解析学の手
法を用い，情報量規準の理論と応用，計算機統計学の課題の文献購
読，実験，研究指導を行う。
（102 廣瀬　善大）
　ベイズ統計学の手法を用いた統計的モデリングと統計的決定理
論，情報幾何学等，統計学に基づく理論と応用に関する文献購読，
実験，研究指導を行う。

（50 大宮　学）
　スーパーコンピュータに代表される大規模並列計算機システムの
アーキテクチャ，プログラミングおよびプログラムチューニングに
関する文献購読，実験，研究指導を行う。
（54 岩下　武史）
　線形代数や並列処理の手法を用い，高性能計算，数値解析，並列
プログラミングに関する課題の文献講読，実験，研究指導を行う。
（150 深谷　猛）
　行列計算等の分野における，高性能計算のためのアルゴリズムと
その実装方法に関する文献購読，実験，研究指導を行う。
（53 棟朝　雅晴）
　メタヒューリスティックスや進化計算など最適化の手法を用い，
クラウドコンピューティングなどのシステム設計に関する課題の文
献講読，実験，研究指導を行う。
（113 杉木　章義）
　クラウドコンピューティング，大規模データ処理における課題解
決を目標として，システムソフトウェア・オペレーティングシステ
ムに関する文献講読，実験，研究指導を行う。
（51 髙井　昌彰）
　知識ネットワーク社会の基盤となる大規模コンピュータネット
ワークとコンピュータグラフィックスを応用したバーチャルリアリ
ティ（仮想現実）・オーグメンテッドリアリティ（拡張現実）に関
する研究課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（112 飯田　勝吉）
　知識ネットワーク社会の基盤となる大規模コンピュータネット
ワークにおける通信品質提供及び高度ネットワーク・セキュリティ
に関する研究課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（49 水田　正弘）
　数理モデルおよび実際的課題を用い，先端データ科学および多次
元データ解析法における理論・アルゴリズム・適用方法に関する文
献購読，実験，研究指導を行う。
（52 南　弘征）
　計算機統計学の技法に基づき，先端データ科学および多次元デー
タ解析法におけるアルゴリズムとその実装論，ならびに，主として
サイバーセキュリティ関連の実データへの適用に関する文献講読，
実験，研究指導を行う。

 (64 James Allan）
　テキストマイニング，情報検索の基本技術を習得するとともに，
様々な分野で生成された大規模データからの有用な知識発見・検索
技術に関する文献購読，実験，研究指導を行う。
（65 Shlomo Zilberstein, 116 Mark D. Corner）
　ビッグデータ解析，データサイエンスの基本技術を習得するとと
もに，様々な分野で生成された大規模データからの知識発見に関す
る文献購読，実験，研究指導を行う。
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（55 大本　亨）
　幾何学，トポロジー，特異点理論の情報科学への応用をテーマ
に，課題の文献購読，研究指導，論文作成指導を行う。
（151 TORIELLI　MICHELE）
　代数学，計算代数，超平面配置理論の情報科学への応用をテーマ
に，課題の文献購読，研究指導，論文作成指導を行う。

情報エレクトロニクス特
別演習

（概要）電子材料物性科学，半導体デバイス工学，量子物性工学，
光情報システム科学，先端デバイス工学，電子材料工学，半導体工
学，先端集積回路工学，情報処理アーキテクチャ，高周波デバイス
工学，エネルギー変換デバイス工学，高度集積デバイス工学，ナノ
材料・ナノ計測工学，量子情報通信工学および量子情報処理工学に
関して，文献購読，研究の実践，指導を行う。

共同

（18 本村　真人）
　アルゴリズムレイヤと連携した新しいハードウェアアーキテク
チャ研究に関する課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（36 浅井　哲也）
　回路・デバイス工学の革新的融合技術とそれらを利活用する集積
ナノシステムに関する課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（22 本久　順一）
　結晶成長を利用した半導体ナノ構造の形成と応用に関する課題の
文献講読，実験，研究指導を行う。
（15 村山　明宏）
　半導体ナノ材料の電子物性と光電情報変換機能に関する課題の文
献講読，研究の実践，指導を行う。

（103 高前田　伸也）
　ハードウェアを活用するソフトウェアおよびアルゴリズムに関す
る課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（98 冨岡　克広）
　半導体薄膜結晶成長と半導体ナノ材料作製技術・応用展開に関す
る研究に関する課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（75 菅原　広剛）
　エレクトロニクス材料加工用プロセスプラズマの理論，モデリン
グ，シミュレーションに関する課題の文献講読，研究の実践，指導
を行う。
（139 樋浦　諭志）
　ナノ電子材料の量子構造と光スピン機能性に関する課題の文献講
読，研究の実践，指導を行う。

（25 植村　哲也）
　電子スピンを活用したエレクトロニクス素子開発に関する課題の
文献購読，実験，研究指導を行う。
（24 末岡　和久）
　ナノ表面物性計測およびナノセンサー素子に関する課題の文献購
読，実験，研究指導を行う。
（9 富田　章久）
　量子情報技術，特に量子通信・量子暗号・量子情報処理に関する
課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（1 髙橋　庸夫，69 有田　正志，133 福地　厚）
　※2020.3（高橋康夫）退職
　ナノ電子デバイスの作製とその特性解析に関する課題の文献購
読，実験，研究指導を行う。

（77 古賀　貴亮）
　低次元材料系における電子・スピン輸送効果に関する課題の文献
購読，実験，研究指導を行う。
（71 岡本　淳）
　空間光制御を用いた光情報処理および情報フォトニクスに関する
課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（69 有田　正志）
　金属，半導体，絶縁体を用いたナノデバイス開発に関する課題の
文献購読，実験，研究指導を行う。
（125 八田　英嗣）
　単分子膜の構造とダイナミクスに関する課題の文献購読，実験，
研究指導を行う。
（137 小川　和久）
　量子情報技術，特に光量子計測に関する課題の文献講読，実験，
研究指導を行う。
（133 福地　厚）
　機能性無機材料の電子デバイス応用に関する課題の文献購読，実
験，研究指導を行う。
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（40 橋詰　保）
　半導体材料の表面・界面物性と先端デバイス動作機構に関する課
題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（41 葛西　誠也）
　自然・生体機能電子デバイスおよび半導体・単分子デバイスと応
用に関する課題の文献講読，実験，研究指導を行う。
（47 太田　裕道）
　薄膜機能デバイス及び熱電変換材料に関する課題の文献講読，実
験，研究指導を行う。
（44 笹木　敬司）
　光マニピュレーション手法を用いたナノ物質操作に関する課題の
文献購読，実験，研究指導を行う。
（42 池辺　将之）
　センシング技術と連携する新規デバイス・回路・信号処理に関す
る課題の文献購読，実験，研究指導を行う。

（105 原　真二郎）
　異種材料接合ナノ構造作製及びナノデバイス工学に関する課題の
文献購読，実験，研究指導を行う。
（106 佐藤　威友）
　電気化学反応を利用した半導体加工プロセスと機能デバイス応用
に関する課題の文献講読，実験，研究指導を行う。
（104 赤澤　正道）
　半導体表面・界面物性および半導体デバイスプロセスに関する課
題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（108 山ノ内　路彦）
　スピン現象及びそれを利用したスピントロニクスデバイスに関す
る課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（107 藤原　英樹）
　マイクロ・ナノ構造内の光局在場制御と新規光反応誘起に関する
課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（141 酒井　恭輔）
　ナノ空間に局在するプラズモン反応場の角運動量状態制御に関す
る課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（147 CHO, Hai Jun）
　熱伝導を制御するためのサーマルマネジメント材料・デバイスに
関する課題の文献講読，実験，研究指導を行う。

生体情報工学特別演習 （概要）バイオインフォマティクス，バイオエンジニアリング，先
端生命機能工学，及び先端医工学の以下の課題に関し，各教員によ
り，それぞれの専門分野における文献講読，研究の実践，指導を行
う。

共同

（20 渡邉　日出海）
　ゲノム配列決定ならびにゲノム配列比較解析を用いた生物機能・
生物進化過程の解明に関する文献購読，研究及び実験の指導を行
う。
（84 小柳　香奈子）
　ゲノムデータに基づく遺伝子機能，個体発生及びゲノム進化過程
の解明に関する文献購読，研究及び実験の指導を行う。
（31 遠藤　俊徳）遺伝子機能予測，比較ゲノム解析，分子系統及
び生物情報に関する文献購読，研究及び実験の指導を行う。
（89 長田　直樹）
　ゲノムデータ解析，集団遺伝・分子進化解析及び生命データベー
ス解析に関する文献購読，研究及び実験の指導を行う。

（34 岡嶋　孝治）
　バイオナノテクノロジーを用いた細胞生物情報工学に関する文献
購読，研究及び実験の指導を行う。
（23 平田　拓）
　電子常磁性共鳴分光を用いた小動物の機能的情報イメージングに
関する文献購読，研究及び実験の指導を行う。
（96 松元　慎吾）
　核偏極により生体分子をセンシングし，疾患の診断に繋げる核磁
気共鳴画像の解析に関する文献購読，研究及び実験の指導を行う。
（126 西村　生哉）
　人工関節に関する課題をとりあげ，その最適設計法や臨床におけ
る疼痛の原因解明に関する文献購読，研究及び実験の指導を行う。
（33 舘野　高）
　微細加工技術を用いた聴覚補償技術開発，機械による聴覚中枢系
機能拡張，音声知覚の神経機構の理解及び物理的信号を利用した脳
刺激法に関する文献購読，研究及び実験の指導を行う。
（91 西川　淳）
　多点電極による神経活動計測，聴覚神経系における音情報処理機
構の解明，聴疾患の神経機序解明，動物の行動解析及び多点電気刺
激による脳機能補償技術の開発に関する文献購読，研究及び実験の
指導を行う。
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（28 橋本　守）
　非線形ラマン散乱を用いた無染色イメージングによる生体計測及
び医用計測システムの開発と応用に関する文献購読，研究及び実験
の指導を行う。
（70 工藤　信樹）
　超音波を用いた画像診断技術，ドラッグデリバリー，最小侵襲治
療技術，診断と治療の融合技術及び光学技術を用いた診断技術に関
する文献購読，研究及び実験の指導を行う。
（127 加藤　祐次）
　近赤外光を用いた生体透視イメージング，光断層撮影技術，位相
共役光の生体応用及び無侵襲生体光学計測に関する文献購読，研究
及び実験の指導を行う。

（48 雲林院　宏）
　単一分子計測及びラマン顕微鏡を用いたナノ材料評価に関する文
献購読，研究及び実験の指導を行う。
（109 平井　健二）
　無機化学を利用した新たなナノ材料作成に関する文献購読，研究
及び実験の指導を行う。
（149 猪瀬　朋子）
　ナノ材料の細胞実験への応用に関する文献購読，研究及び実験の
指導を行う。
（43 三澤　弘明）
　プラズモニック化学に関する文献購読，研究及び実験の指導を行
う。
（111 上野　貢生）
　ナノ加工・計測，赤外プラズモニクス及び強結合系に関する文献
購読，研究及び実験の指導を行う。
（144 押切　友也）
　種々のプラズモン誘起還元反応及び全固体太陽電池に関する文献
購読，研究及び実験の指導を行う。
（142 孫　泉）
　時間分解光電子顕微鏡計測によるプラズモンの近接場特性に関す
る文献購読，研究及び実験の指導を行う。
（146 石　旭）
　プラズモン誘起水分解系に関する文献購読，研究及び実験の指導
を行う。

（46 西野　吉則）
　コヒーレントＸ線を用いた生物試料等のイメージングに関する文
献購読，研究及び実験の指導を行う。
（145 木村　隆志）
　Ｘ線を利用したイメージング技術の開発に関する文献購読，研究
及び実験の指導を行う。
（148 鈴木　明大）
　放射光を利用した新規イメージング手法に関する文献購読，研究
及び実験の指導を行う。
（45 根本　知己）
　非線形光学及びバイオイメージングの手法を用いた神経・分泌機
能に関する文献購読，研究及び実験の指導を行う。
（110 榎木　亮介）
　バイオイメージング及び遺伝子工学の手法を用いた概日性リズム
形成に関する文献購読，研究及び実験の指導を行う。
（143 大友　康平）
　生体分子分光学，バイオイメージングの手法を用いた2光子顕微
鏡及び超解像顕微鏡法の高度化に関する文献購読，研究及び実験の
指導を行う。
（56 菊池　正紀）
　バイオセラミックスおよび複合材料の合成，およびそれら合成し
た材料の生物学的特性の検討，また生体由来材料を出発物質とした
人工骨などの機能性材料の創成に関する文献購読，研究及び実験の
指導を行う。

メディアネットワーク特
別演習

（概要）情報メディア学，情報通信システム学に関して，文献講
読，研究の実践，指導を行う。

共同

（8 荒木　健治，83 伊藤　敏彦，131 RZEPKA RAFAL）
　言語メディア学に関する課題の文献講読，実験，研究指導を行
う。
（13 坂本　雄児，128 姜　錫）
　メディア創生学に関する課題の文献講読，実験，研究指導を行
う。
（21 長谷山　美紀，99 小川　貴弘）
　メディアダイナミクスに関する課題の文献講読，実験，研究指導
を行う。
（5 宮永　喜一，95 筒井　弘，101 CONVERTINO MATTEO）
　情報通信ネットワークに関する課題の文献講読，実験，研究指導
を行う。
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（39 齊藤　晋聖，97 藤澤　剛）
　情報通信フォトニクスに関する課題の文献講読，実験，研究指導
を行う。
（17 大鐘　武雄，78 西村　寿彦）
　インテリジェント情報通信に関する課題の文献講読，実験，研究
指導を行う。
（76 土橋　宜典，130 青木　直史）
　情報メディア環境学に関する課題の文献講読，実験，研究指導を
行う。
（79 山本　学，132 日景　隆）
　ワイヤレス情報通信に関する課題の文献講読，実験，研究指導を
行う。

（57 可児　淳一，58 古敷谷　優介，59 藤野　昭典，60 川西　隆
仁）
　ユビキタスネットワーク学に関する課題の文献講読，実験，研究
指導を行う。
（61 萩原　淳一郎）
　メディアネットワーク社会学に関する課題の文献講読，実験，研
究指導を行う。

（66 Eryk Dutkiewicz，122 Negin Shariati Moghadam）
　無線センサーネットワークと，そのIoTへの応用に関する課題の
実験と研究指導を行う。研究指導は一部インターネットを利用した
遠隔教育を併せて実施する。
（67 Ren Ping Liu，119 Priyadarsi Nanda，121 Beeshanga
Abewardana Jayawickrama，123 Ying He）
　ブロックチェインと，そのサイバーセキュリティへの応用に関す
る課題の実験と研究指導を行う。研究指導は一部インターネットを
利用した遠隔教育を併せて実施する。
（68 Xiaojing Huang，120 Mehran Abolhasan）
　ソフトウエアデファインドネットワーク（SDN）と，その応用に
関する課題の実験と研究指導を行う。研究指導は一部インターネッ
トを利用した遠隔教育を併せて実施する。

システム情報科学特別演
習Ⅰ

（概要）配属研究室以外の他研究室での文献購読・実験を行い，
修士論文研究以外の技術研究分野のみに偏らない幅広いシステム情
報科学，情報科学，工学の知識を身につけ，エンジニアとしての視
野を広げる。

共同

（16 山下　裕，92 小林　孝一）
　システム制御理論に関する基礎的課題の文献購読，実験を行う。
（12 金井　理，90 伊達　宏昭）
　ディジタル幾何処理工学に関する基礎的課題の文献購読，実験を
行う。
（3 金子　俊一，81 田中　孝之，124 松下　昭彦）
　ヒューマンセントリック工学に関する基礎的課題の文献購読，実
験を行う。
（14 小野里　雅彦，72 田中　文基）
　システム環境情報学に関する基礎的課題の文献購読，実験を行
う。
（6 小笠原　悟司，85 竹本　真紹，136 折川　幸司）
　電気エネルギー変換工学に関する基礎的課題の文献購読，実験を
行う。
（29 北　裕幸，87 原　亮一）
　電力システム工学に関する基礎的課題の文献購読，実験を行う。
（10 五十嵐　一，80 野口　聡）
　電磁工学に関する基礎的課題の文献購読，実験を行う。
（27 近野　敦，135 小水内　俊介）
　知能ロボットシステム工学に関する基礎的課題の文献購読，実験
を行う。

システム情報科学特別演
習Ⅱ

（概要）システム創成学，システム融合学，リモートセンシング情
報学，及びディジタルヒューマン情報学に関して，文献購読，研究
の実践，指導を行う。

共同

（16 山下　裕）
　非線形制御，ロバスト制御，適応制御に関する課題の文献購読，
実験，研究指導を行う。
（92 小林　孝一）
　分散制御，ハイブリッドシステムの制御，サイバーフィジカルシ
ステムの制御に関する課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（12 金井　理）
　三次元ディジタル幾何処理技術とその工学・医療等への応用技術
に関する課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
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（90 伊達　宏昭）
　三次元形状処理と三次元計測データ処理に関する課題の文献購
読，実験，研究指導を行う。
（3 金子　俊一）
　ロバスト画像パターン計測の課題の文献購読，実験，研究指導を
行う。
（81 田中　孝之）
　人間の運動制御のモデリングと生体情報計測に基づくアシスト技
術の制御の課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（14 小野里　雅彦）
　サイバーフィールドの構築技術と応用に関する課題の文献購読，
システム構築，研究指導を行う。
（72 田中　文基）
　実システムの情報モデリングによる高度化に関する課題の文献購
読，システム構築，研究指導を行う。

（6 小笠原　悟司）
　パワーエレクトロニクス，電力変換器，エレクトロニクス機器の
EMCに関する課題の文献購読，システム構築，研究指導を行う。
（85 竹本　真紹）
　電気・ハイブリッド自動車用モータ，ベアリングレスモータに関
する課題の文献購読，システム構築，研究指導を行う。
（136 折川　幸司）
　半導体電力変換器に関する課題の文献購読，システム構築，研究
指導を行う。
（29 北　裕幸）
　電力システムにおける静的および動的解析手法並びに最適制御手
法に関する文献購読，研究指導を行う。
（87 原　亮一）
　電力システムにおける最適計画・運用手法並びに電力自由化，分
散電源に関する文献購読，研究指導を行う。
（10 五十嵐　一）
　電磁界解析法および電磁界解析を用いた最適設計の課題の文献購
読，実験，研究指導を行う。
（80 野口　聡）
　電磁界解析および超電導工学に関する課題の文献購読，実験，研
究指導を行う。
（27 近野　敦）
　ヒューマノイドロボット，無人航空機，手術シミュレーションに
関する課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（135 小水内　俊介）
　バーチャルリアリティ（仮想現実），オーグメンテッドリアリ
ティ（拡張現実），複合現実とその応用に関する課題の文献購読，
実験，研究指導を行う。

（63 田殿　武雄）
　機械学習を用いた衛星画像の自動判読に関する課題の文献購読，
実験，研究指導を行う。
（117 堀　雅裕）
　全天画像からの雲量・大気混濁度推定手法に関する課題の文献購
読，実験，研究指導を行う。
（118 塩見　慶）
　温室効果ガス排出源の地上観測に関する課題の文献購読，実験，
研究指導を行う。
（62 持丸　正明）
　ディジタルヒューマン情報学の基本的概念に関する課題の文献購
読，実験，研究指導を行う。
（114 宮田　なつき）
　ディジタルヒューマンモデル構築のための，形状・動作・心理の
取得活用に関する課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（115 多田　充徳）
　ディジタルヒューマンモデル構築のための，解剖学，力学，並び
に統計学に関する課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
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大規模知識処理特論
(Large-scale Knowledge
Processing)

（概要）大規模知識処理のための基本的な概念として論理に基づく
方法論，および，不確かさを伴う実際の問題やデータを扱うための
確率に基づく方法論の基本的考え方を説明する。
　まず，論理に基づく知識処理の方法として二分決定グラフに基づ
く論理関数の表現とその利用について説明する。その後，論理では
表現困難な不確かさを伴う現実のデータの知識処理として，階層的
ベイズ推論に基づく確率的プログラミングとその方法について説明
する。

知識ベース特論 （概要）計算機（網）上に知識を蓄積し，再利用を支援する知識
ベースについて，データ・情報・知識の関係について整理するとと
もに，知識ベース構築，利用方法についても説明する。
（オムニバス形式／全15回）
（35 吉岡　真治／10回）
　データベースやオントロジ─といった知識ベースに関する基盤技
術について説明する。さらに，Linked Open Data，Semantic Webに
代表されるWeb上の情報・知識を組織化する手法やテキストマイニ
ングなどの応用事例についても説明する。
（35 吉岡　真治・64 James Allan／5回）
　Web上の知識の組織化のプリプロセスとして有用である情報検索
について，その理論や応用事例について説明する。

オムニバス方式・
共同（一部）

情報知識ネットワーク特
論

（概要）ウェブデータやテキストデータなどの大規模非定型データ
処理のための基礎技術として，情報検索やデータマイニングに焦点
をあて，説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（26 有村　博紀／8回）
　データマイニングとは何か，データマイニングの歴史，データマ
イニングと機械学習・統計との関係，データマイニングの応用など
を取り上げ説明する。
（88 喜田　拓也／7回）
　情報検索の基礎技術であるパターン照合アルゴリズムについて系
統的に説明する。

オムニバス方式

アルゴリズム特論(Theory
and Practice of
Algorithms)

（概要）ある計算問題を効率的に解くため，様々なアルゴリズム設
計手法とアルゴリズム理論について学ぶ。特に決定的アルゴリズ
ム，乱択アルゴリズム，並列アルゴリズム，分散アルゴリズムの設
計とそれぞれの長所および短所について学ぶ。学生はある計算問題
を解くための最適な設計手法が選べるようになる。講義は離散数学
と有限体の基礎から始まり，それぞれのアルゴリズム設計手法を講
義する。この分野の最近のブレークスルー結果についても学ぶ。

計算量と暗号理論特論
(Complexity and
Cryptography)

（概要）近代暗号学における必要なアルゴリズムとその計算量につ
いて学ぶ。計算量の概念と公開鍵暗号において計算量の高い問題の
重要性を学ぶ。暗号の基本と歴史（ワンタイムパッドなど）を学
ぶ。学生は近代暗号学と広く使われる公開鍵暗号，およびそのセ
キュリティと安全性の基礎知識を習得する。同様に秘密鍵暗号の
AESとそのセキュリティと安全性の基礎知識を習得する。暗号プロ
トコルの必要性とそのセキュリティを保証することの複雑さを学
ぶ。講義の半分程度は計算量と基礎に，残りの半分程度を暗号にあ
てる。

情報数理学特論 （概要）情報数理に関わる種々の問題において重要な道具立てとな
る，代数学的方法論，解析学的方法論について説明する。
代数学的方法論としては，主に束論に基礎を置く数理論理学の諸体
系について，解析学的方法論としては，最適化や摂動解析を題材に
多変数関数の微分の理論について学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（37 田中　章／7回）
　多変数関数の微分で重要となる線形代数の知見について説明する
とともに，それを用いたヤコビ行列，ヘッセ行列の算法，及び，そ
の応用事例について説明する。
（73 河口　万由香／8回）
　束論の基礎的な事項について説明するとともに，その代数構造に
立脚する種々の多値論理の体系について説明する。

オムニバス方式

情報認識学特論(Pattern
Recognition and Machine
Learning)

（概要）機械学習の方法論として，予測や分類を行うための確率的
な方法を扱う。特に，ベイズ流の扱いを重点的に説明する。
（オムニバス形式／全15回）
（7 工藤　峰一／8回）
　最初にベイズ規則をはじめとする確率論の基礎，離散分布や連続
分布に対するベイズ流のパラメータ推定法に関して説明する。続い
て，分類に関する基本的方法論を扱う。
（74 中村　篤祥／7回）
　予測の基本的方法論である線形回帰モデルおよびロジスティック
回帰モデル，それらのパラメータの推定法と確率的評価を説明す
る。時間が許せば，それらの発展形として各種非線形手法やグラ
フィカルモデルについて説明する。

オムニバス方式
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知能情報学特論
(Intelligent
Information Systems)

（概要）実世界環境を認識するためのセンシング技術，センサーに
より収集されたデータを処理し，意味ある情報を抽出するための理
論とアルゴリズムについて理解する。さらに，それらの手法に基づ
いて人間の判断や行動を支援するための賢いシステムや安全かつ安
心な環境の設計を行う能力を獲得する。
　安全，安心に関わる実世界環境設計の考え方や環境センシングに
関わる技術について，測距・測位の原理・アルゴリズム・システ
ム，イメージングの手法・システム・応用を中心に解説し，各々の
技術の課題と今後の展望について議論する。

情報解析学特論 （概要）確率的な現象を解析するための基本的な方法論の一つであ
る多変量データ解析学の基本的な考え方を理解するととともに，線
形回帰分析などにおいてモデル選択が必要とされる理由や，モデル
選択の具体的な手法を学習することを通して理論的な解析および適
用方法について理解を深める。また，機械学習等で用いられている
ベイズ統計学について，その基本原理からアルゴリズム，応用例に
ついて説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（19 今井　英幸／8回）
　線形回帰モデルおよび非線形回帰モデルのモデル選択理論を取り
上げ，情報量規準などの理論的な解析，幾何学的な解釈，および適
用方法について説明する。
（102 廣瀬　善大／7回）
　ベイズ統計学に基づくデータ解析手法について，統計モデリン
グ，モデル選択，統計的決定理論の考え方と，機械学習への応用に
ついて説明する。

オムニバス方式

知能ソフトウェア特論 （概要）人工知能，データサイエンス，ソフトウェア科学の知見を
踏まえて，知能的なソフトウェアを知能的に開発するための基本的
な考え方とそれに基づく方法論を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（2 栗原　正仁／8回）
　人工知能とソフトウェア科学の知見を踏まえて，知能的なソフト
ウェアを知能的に開発するための基本的な考え方とそれに基づく方
法論を説明する。
（82 小山　聡／7回）
　人工知能とデータサイエンスの知見を踏まえて，知能的なソフト
ウェアを知能的に開発するための基本的な考え方とそれに基づく方
法論を説明する。

オムニバス方式

自律系工学特論 （概要）人工物や生物の置かれた変動する環境とは何か，その中で
の人工物（生物）の存続とは，自律機能とは何か等に関わる基本的
概念，およびいかにこれらを工学的に実現するのかに関するこれま
での理論的，技術的研究の総括，自律システムである人の認知機構
と脳科学等を中心に学ぶ。特に，自律系工学の概説，人工生命と複
雑系，複雑系をモデル化するための離散力学系と解析方法，複雑系
をモデル化するための連続力学系と解析方法，分岐とカオス，生命
システムへの力学系モデルの応用，生命に対する進化的手法と学習
について理解を深める。
（オムニバス方式／全15回）
（32 山本　雅人／5回）
　生命を例とする自律システムについて，自律系工学の概説から，
複雑系と進化的手法，人工生命の基礎について説明する。
（93 飯塚　博幸／10回）
　複雑系をモデル化するための連続力学系と解析方法，分岐とカオ
ス，生命に対する進化的手法と学習について説明する。

オムニバス方式

調和系工学特論
(Harmonious Systems
Engineering)

（概要）社会と調和した情報システムを構築するための計算パラダ
イムとして，マルチエージェントシステムを取り上げ，問題解決に
向けて用いる際の基礎となる理論を中心に講義を行う。特に，分散
人工知能に基づくマルチエージェントシステムやその応用について
の基礎となるゲーム理論を背景に，その理論の理解とアルゴリズム
の習得を目的とする。
（オムニバス方式／全15回）
（38 川村　秀憲／7回）
　マルチエージェントシステムの応用領域，分散制約充足問題に対
するマルチエージェントによる解法アルゴリズム，マルチエージェ
ントによる分散最適化手法を説明する。
（86 山下　倫央／8回）
　非協力ゲーム理論，ベイジアンゲーム，混雑ゲームの理論，提携
ゲーム理論を説明する

オムニバス方式
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ヒューマンコンピュータ
インタラクション特論

（概要）本講義では，人間とコンピュータのインタラクションを設
計するための方法論を学ぶ。具体的には，人間と知的システム（ロ
ボットやエージェントなど）とのインタラクションの仕組みを理解
するために，そのシステムの構成原理や構成方法，機械学習とモデ
ル化の手法，ユーザの認知特性，システムの評価方法について学
ぶ。さらに発展的なテーマとして，次世代インタラクション技術で
あるバーチャルリアリティ（仮想現実）やオーグメンテッドリアリ
ティ（拡張現実）について学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（11 小野　哲雄／12回）
　ヒューマンコンピュータインタラクションの構成原理と構成方
法，機械学習とモデル化の手法，ヒューマンロボットインタラク
ション，ユーザの認知特性，次世代インタラクション技術，バー
チャルリアリティ，オーグメンテッドリアリティ。
（100 坂本　大介／3回）
　ヒューマンコンピュータインタラクションにおけるデザイン手
法，実験手法，評価手法。

オムニバス方式

ハイパフォーマンスコン
ピューティング特論

（概要）スーパーコンピュータに代表される大規模計算機システム
のアーキテクチャについて説明する。また，MPIやOpenMPを用いた
マルチプロセス，マルチスレッドプログラミングや大規模・高精
度・高速なシミュレーションを実現するためのチューニング技術，
解法技術および最適化技術について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（50 大宮　学／8回）
　スーパーコンピュータのアーキテクチャ，マルチプロセスプログ
ラミングについて説明する。
（54 岩下　武史／7回）
　マルチスレッドプログラミング，高性能シミュレーションのため
のチューニング技術，解法技術について説明する。

オムニバス方式

情報システム設計学特論 （概要）情報システムの設計に必要となる最適化アルゴリズムにつ
いて, 特に，人工的な進化を行う計算モデルとして自律的なイノ
ベーションを実現する進化計算や，広範囲の問題に対応できるメタ
ヒューリスティクスを取り扱う。具体的には，それぞれのアルゴリ
ズムの概要，パラメータ設定やオペレータ設計の理論，および先端
的な手法の導入，それらのシステム設計，最適化への応用について
講義する。
（オムニバス方式／全15回）
（53 棟朝　雅晴／12回）
　最適化アルゴリズムの基礎，メタヒューリスティックの基礎，遺
伝的アルゴリズムの概要および改良手法，進化計算の設計及びパラ
メータ設定理論，リンケージ同定や確率モデル構築に基づく先端的
な手法について説明する。
（113 杉木　章義／3回）
　遺伝的アルゴリズムなど進化計算の大規模並列化および他のメタ
ヒューリスティックスと進化計算のハイブリッド実装，システム設
計などの応用事例について説明する。

オムニバス方式

先端ネットワーク特論 （概要）知識ネットワーク社会の基礎となるコンピュータネット
ワークアーキテクチャの基本から，インターネットに代表される地
球規模の情報ネットワークの中に見られる創発的現象までを，プロ
トコルの体系とネットワーク管理運用の側面から講義するととも
に，ユビキタスな情報ネットワーク上での情報拡散や知識形成の振
る舞いを高度自律分散システムとして理解させ，情報ネットワーク
基盤の理論とその応用技術を修得させる。
（オムニバス方式／全15回）
（51 髙井　昌彰／8回）
　プロトコル階層化の概念に基づいて，データリンク層，インター
ネット層，トランスポート層のそれぞれにおける代表的プロトコル
の機能と，自律分散的な経路形成の仕組みについて講義する。
（112 飯田　勝吉／7回）
　SSL・VPNなどのネットワーク・セキュリティ，通信品質提供，
ネットワーク資源の最適制御技術に加え，SDN・NFV・エッジコン
ピューティングなどの最先端の情報ネットワーク技術について講義
する。

オムニバス方式

先端データ科学特論 （概要）探索的データ解析やデータマイニングにおける基盤概念の
１つである計算機統計学に関し，基礎的な知識や統計ソフトウェア
の概説に加え，多次元データ解析法において計算機指向とされてい
る手法を具体的に講義する。
（オムニバス方式／全15回）
（49 水田　正弘／8回）
　射影追跡法，関数データ解析法，シンボリックデータ解析法につ
いての理論的な背景ならびに実際の適用方法について説明する。
（52 南　弘征／7回）
　重回帰分析などに代表される基本的な多次元データ解析法，およ
び主成分分析やクラスター分析等の探索的データ解析法について，
理論的な背景および計算機上の実装などを中心に概説する。

オムニバス方式

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 55



応用代数学特論 （概要）多項式の代数系を扱う代数幾何学の入門とその応用を紹介
する。まず多項式環から入り，グレブナー理論（多項式の割り
算），代数多様体，特異点，超平面配置などのテーマを選んでその
初歩を学ぶ。 応用として，計算代数（COCOA等），代数統計，学習
理論，コンピュータビジョンなどのトピックスを講じる。

応用幾何学特論 （概要）高次の図形を扱う現代幾何学の入門とその応用を紹介す
る。まず多様体の考え方から入り，ホモロジー論，微分幾何学，特
異点論などのテーマを選んで初歩を学ぶ。応用として，学習理論，
統計多様体， パーシステント・ホモロジー，構造デザインなどの
トピックスを講じる。

集積システム学特論
(Integrated Systems)

（概要）現代の情報処理システムの大規模集積化動向とニーズの本
質を理解し，それに応じる重要技術（ソフトウェア，アーキテク
チャ，回路，デバイス），およびそれらの相互関係を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（18 本村　真人／5回）
　社会潮流から見た集積システム（システムLSI）の課題と展望，
特にその経済的側面，および今後期待されるアーキテクチャ研究の
新展開について説明する。
（36 浅井　哲也／5回）
　新規材料・デバイスの本質を理解して有効活用するデバイスア
ウェアな回路・情報処理システムを説明する。
（103 高前田　伸也／5回）
　ハードウェアを最大限活用するソフトウェアおよびアルゴリズム
技術の展望について説明する。

オムニバス方式

半導体デバイス物理学特
論(Semiconductor Device
Physics)

（概要）半導体電子・光デバイスの動作を理解するうえで基礎とな
る固体物性，半導体物性，および量子力学について説明し，基本理
解を深める。
（オムニバス方式／全15回）
（22 本久　順一／8回）
　固体のバンド理論や物性物理学，電子輸送現象など，半導体のデ
バイス応用に関わる基本的事項について説明する。
（98 冨岡　克広／7回）
　半導体量子構造中の電子の波動性やトンネル現象などの量子物性
とその制御技術や半導体中の量子現象に立脚した次世代デバイスの
原理を説明する。

オムニバス方式

集積プロセス学特論
(Integrated Material
Processing)

（概要）電子ナノ材料の合成と電子・光デバイスの集積化プロセス
技術を概観し，その物理化学過程について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（15 村山　明宏／8回）
　半導体ナノ材料と量子構造の基礎と作製プロセスについて取り上
げ，電子や光の機能性を利用するデバイスの集積化技術について説
明する。
（75 菅原　広剛／7回）
　プロセスプラズマ中およびプラズマ－材料表面間における原子分
子過程について取り上げ，プラズマ諸反応の基礎と応用について説
明する。

オムニバス方式

固体物性学特論(Solid
State Physics for
Electronics)

（概要）初等量子力学では十分に学習しきれなかった量子力学の基
本的な考え方・記述方法の学習に重点を置きながら，電子デバイス
の動作原理を理解するための基礎となる固定中の電子の振る舞いに
ついて説明する。ヒルベルト空間での状態ベクトルの考え方，不確
定性関係と交換関係の等価性の数学的導出，交換関係とシュレー
ディンガー方程式の表示の関係，対称性と保存則，多粒子系と交換
相互作用，摂動論・変分原理等の近似方法を理解し，バンド理論，
分子間力，トンネル効果を始めスピントロニクスの基礎，量子情報
処理の基礎的な概念について説明する。

電子デバイス学特論
(Physics of electron
device)

（概要）情報エレクトロニクスの根幹をなす電子デバイスについ
て，その基礎物理から最先端の応用まで幅広く説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（1 髙橋　庸夫／4回）※2020.3退職
　集積回路の進化に重要なデバイス微細化について概観するととも
に，微細ナノ構造体に出現する量子効果やメソスコピック系の物理
とそれらのデバイス応用について説明する。
（25 植村　哲也／4回）※2020.4より担当
　集積回路の進化に重要なデバイス微細化について概観するととも
に，微細ナノ構造体に出現する量子効果やメソスコピック系の物理
とそれらのデバイス応用について説明する。
（69 有田　正志／7回）
　電子デバイスに広く用いられる磁性体について取り上げ，その性
質を電磁気学，量子力学，バンド構造という側面から説明する。
（25 植村　哲也／4回）
　半導体や金属における電子スピンの物理とそれを活用した次世代
メモリー，センサー技術について説明する。

オムニバス方式
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光エレクトロニクス特論
(Advanced
Optoelectronics)

（概要）光の波動的，量子的な性質を活用した情報の伝送と処理を
行うためのデバイスとシステムの技術を解説する。また，波長変
換，光スイッチ，分光，イメージング，光・量子情報処理などに幅
広く応用されている非線形光学について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（9 富田　章久／7回）
光の性質と光を発生・制御・検出するためのデバイス技術，さらに
それらを応用したシステム技術の相互の関連を，主に光通信を例と
して説明する。
（71 岡本　淳／8回）
光第二高調波発生，光パラメトリック増幅・発振などについて，非
線形応答のモデル化および結合波動方程式を用いた理論的解析につ
いて説明する。

オムニバス方式

光情報システム学特論
(Photonic Information
System)

（概要）光の波動性と量子性の概念，光情報処理の基礎知識，量子
光学の基礎，について説明した後，情報処理に欠かせない物質との
相互作用を利用した半導体受光素子などのデバイスについて説明す
る。
（オムニバス方式／全15回）
（44 笹木　敬司／5回）
　波動光学の基礎から光学フィルタリング，コヒーレント光学処
理，インコヒーレント光学処理などのアナログ光情報処理について
解説する。
（107 藤原　英樹／5回）
　電磁場の量子化の概念を説明し，量子的なヤングの干渉を取り上
げ，量子光学に基づく光情報処理量・計測技術について概説する。
（104 赤澤　正道／5回）
　物質の光学的性質について概要を説明した後，電気光学効果・音
響光学効果を応用した光スイッチ，ならびに，半導体受光素子，半
導体発光素子について説明する。

オムニバス方式

応用デバイス回路学特論
(Advanced Electronic
Devices and Circuits)

（概要）無線通信やセンサーに不可欠な高速動作電子デバイスとア
ナログ電子回路をとりあげ，その原理，設計，性能および応用につ
いて説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（106 佐藤　威友／5回）
　高速半導体トランジスタの動作原理と素子構造設計の考え方を説
明する。
（41 葛西　誠也／5回）
　高速電子デバイスの動作特性および雑音について説明する。
（42 池辺　将之／5回）
　デバイス特性に基づいた回路設計と応用回路（センシング，高周
波回路，A/D・D/A変換器など）について説明する。

オムニバス方式

電子材料学特論(Advanced
Electronic Materials)

（概要）情報エレクトロニクスに新しい展開をもたらしつつある新
電子材料の基礎物性とデバイス応用について学習する。各種半導
体，異種接合半導体，半導体量子構造，磁性半導体，磁性金属等の
先端的電子材料について，基礎物性，特色およびデバイス応用の観
点から，その研究開発について理解を深める。
（オムニバス方式／全15回）
（47 太田　裕道／5回）
　半導体量子構造およびそれを用いた半導体電子デバイスやフォト
ニックデバイスなどの実例を挙げて解説する。
（105 原　真二郎／5回）
　電子材料の結晶学的な分類や物性の評価手法を解説するととも
に，これまで確立された代表的な作製手法や電子産業の発展に寄与
した異種材料接合構造の基礎について解説する。
（108 山ノ内　路彦／5回）
　強磁性金属を中心とした磁性材料の基礎物性，それを利用したス
ピントロニクスデバイスについて説明する。

オムニバス方式

情報エレクトロニクス数
学力学特論(Physics and
Mathematics for
Electrical Engineering)

（概要）情報エレクトロニクスの基礎をなす物理や数学についての
基礎的なトピックスを選択的に学ぶ。トピックスは，基礎数学，解
析力学，量子力学，統計力学などの中から選ばれる。中でも，古典
解析力学に特に重点を置き，ダイナミカル・システム，運動量保存
の条件，エネルギー保存の条件，最小作用の原理，ラグランジュア
ン・フォーミュレーション（オイラー・ラグランジュ方程式），ハ
ミルトニアン・フォーミュレーション（ハミルトンの方程式），対
称性と保存量，ポアソン括弧などの基礎概念を解説する。

情報エレクトロニクス特
別講義(Frontiers of
Electronics)

（概要）先進情報工学分野の基盤となるエレクトロニクス技術に関
して，先端電子材料，超高速電子デバイス，高効率エネルギー変換
デバイス，先進光・磁気デバイス，高度集積化技術等の基本原理と
動作原理，先進技術応用について説明する。
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ゲノム情報科学特論
(Genome Informatics)

（概要）生物学・医学を始めとする様々な分野で利用されているゲ
ノムについて，その生物学的性質から生物学的医学的利用について
説明する。具体的には，ゲノムの構造と機能の基礎を説明し，大量
ゲノムデータの産生と処理のために用いられている生物学的・情報
科学的戦略や，疾患を含む様々な表現型の責任ゲノム領域を明らか
にするための解析や医療応用，ゲノム比較解析法，ならびに，それ
らの応用によって得られた重要な成果について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（20 渡邉　日出海／7回）
　分子生物学の基礎(ゲノム複製，セントラルドグマ等）およびゲ
ノム解析法（実験手法，分子進化解析）について説明し，最新の重
要な研究成果を紹介する。
（84 小柳　香奈子／6回）
　ゲノム配列比較方法，遺伝子発現に関連したゲノム配列解析方法
等について説明し，これらの方法に基づく最新の重要な研究成果を
紹介する。
（152 佐藤　典宏／1回）
　Precision Medicineを含む最新の医療技術開発に関する説明と将
来展望を概観する。
（155 遠藤　晃／1回）
　先端医療情報システムの概要とその実装について説明する。

オムニバス方式

情報生物学特論
(Information Biology)

（概要）爆発的増加を続ける生物学的情報のビッグデータから，生
命システムの仕組みを明らかにするために必要な，生物の知識と情
報科学的技術の習得を目指す。
（オムニバス方式／全15回）
（31 遠藤　俊徳／8回）
　遺伝子・タンパク質の構造・機能予測，分子進化，機械学習等に
関する研究方法を説明する。
（89 長田　直樹／7回）
　ゲノム配列の解析やゲノム配列の進化に関する科学論文を各自で
読み，プレゼンテーションを行う。

オムニバス方式

情報医科学特論(Medical
Information Science)

（概要）医学と薬学の分野でさまざまに活用されるバイオインフォ
マティクスについての講義である。ゲノム，トランスクリプトー
ム，プロテオーム，メタボロームなどのオミックスデータに対して
計算機を使った情報解析を行い，生命現象の本質を明らかにしよう
とする研究手法を学ぶ。これにより基本的なバイオインフォマティ
クス解析の技術を修得するとともに，ヒト疾患の分子機構と医薬品
開発について理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（156 今西　規／8回）
　ゲノム配列からの機能性因子の発見をめざした情報解析手法，疾
患や個体差の原因となるゲノム多様性の分子機構，遺伝子やタンパ
ク質の機能予測手法，医学・生物学文献情報の機械的処理技術など
を学ぶ。さらに，各種の有用な生物情報データベースについての基
礎知識を習得する。
（157 福西　快文／7回）
　生物情報利用の最終目標である医薬品の開発について紹介する。
医薬品の元となる物質を発見し，評価し，設計する手法を学ぶ。医
薬品は究極のナノテクである。人の運命を左右する医薬品の開発に
人類はあらゆる努力を払ってきたが，その多用な手法を学ぶ。

オムニバス方式

細胞生物工学特論(Cell
and Tissue Engineering)

（概要）細胞・組織の生物物理現象と数理モデルについて論じる。
まず，細胞の力学物性の基礎と理論を説明し，細胞運動，細胞接
着，細胞周期に関する生物物理現象を説明する。次に，細胞物性の
揺らぎ，および組織形態形成の生物物理現象とそれらの数理モデル
を説明する。

バイオイメージング特論
(Bioimaging)

（概要）生体の機能情報・形態情報のイメージングに大きな役割を
果たしている磁気共鳴イメージングを中心に，計測原理と特長を学
ぶ。磁気共鳴イメージング法に加え，最新のバイオイメージングの
動向と応用例を紹介する。特に，ヒトを対象とする計測では非侵襲
性が求められ，これをいかに実現するかを考えながら原理と応用に
関し理解を深めていく。
（オムニバス方式／全15回）
（23 平田　拓／8回）
　核磁気共鳴現象を理解することからスタートし，計測原理，イ
メージング装置，画像再構成法について理解を深めていく。磁気共
鳴イメージングに必要な回路技術についても解説する。
（96 松元　慎吾／7回）
　ヒトを対象とした磁気共鳴イメージングおよび分子イメージング
の適用例と最新のバイオイメージングの動向を説明する。また，代
謝に関わる分子を可視化する代謝イメージングについても解説す
る。

オムニバス方式
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ナノマテリアル特論
(Nanomaterials)

（概要）ナノマテリアルは，バイオテクノロジー，医学，化学，触
媒，センサーなど科学・産業に重要な技術である。人類は，ローマ
ンカップにみられるようにナノマテリアルの特性をローマ時代から
うまく利用してきた。本講義では，ナノマテリアルの基本的特性を
理解し，さらに最新の技術にどのように応用されるかを学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（48 雲林院　宏／10回）
　ナノマテリアルの概要，金属ナノマテリアルの光学特性，（光）
触媒などに用いられるナノマテリアルの概要について説明する。
（109 平井　健二／3回）
　有機金属化合物を中心としたナノマテリアルの概要と化学・生物
応用例について説明する。
（149 猪瀬　朋子／2回）
　生物・医学応用を志向したナノマテリアルの応用例の紹介する。

オムニバス方式

医用システム工学特論
(Medical Systems
Engineering)

（概要）医用工学の一分野として，臨床医学で利用される種々の医
用システムに関しその概要と意義を理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（28 橋本　守／7回）
　医用システムを構成するハードウェア・ソフトウェアの基礎技術
について解説する。特に医用システムの基礎，臨床検査システム，
光医用計測システム等を説明する。
（70 工藤　信樹／8回）
　現在実用化されている医用システムについて解説する。特に医用
計測システム，医用画像システム，治療・制御システム，手術機器
システム，手術支援システム，集中治療システム，人工臓器システ
ム，医用システムの安全性について説明する。

オムニバス方式

神経制御工学特論(Neural
Control Engineering)

（概要）脳・神経系は生体の情報を伝達，処理，記憶する。人工的
な情報処理システムと異なり，脳・神経系は生命体特有の構造と処
理機構をもつ。本講義では，神経細胞の構造，活動電位，シナプス
伝達，可塑性等の神経科学における基礎的事項を説明した上で，感
覚情報処理，運動制御，学習と記憶，情動等について，その神経機
構を学ぶ。また，それらを基にして，神経活動の制御に必要な技術
や理論の応用例を具体的に述べる。
（オムニバス方式／全15回）
（33 舘野　高／8回）
　ヒトの脳・神経系の構造と機能の基礎的な内容を説明した上で，
神経活動を制御するために現在利用されている様々な方法や技術を
その背景から解説する。
（91 西川　淳／7回）
　神経活動の大規模計測技術および制御技術について説明した上
で，脳における情報処理原理を探る計算論的神経科学について述べ
る。最後に，学習・情動・言語等の高次脳機能を司る神経機構に迫
るための具体的な研究例を示す。

オムニバス方式

脳神経科学特論
(Neuroscience and brain
function)

（概要）脳神経系の機能やその可視化技術を理解するため，分子細
胞生物学や生理学，生体計測学の基本的な考え方を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（110 榎木　亮介／8回）
　神経細胞・脳の構造と進化，機能の局在，生体リズム，脳の疾患
を取り上げ，生理学的な基礎および実験解析法について説明する。
（45 根本　知己／7回）
　非線形光学，機能イメージング，ニューラルネット，臨床応用を
取り上げ，生理学的な基礎および実験解析方法について説明する。

オムニバス方式

ナノイメージング特論
(Nanoimaging)

（概要）Ｘ線等を用いてナノ・原子構造をイメージングする際の基
礎となるＸ線の相互作用や発生原理の概要，および各種のＸ線イ
メージング手法の基礎とその応用例を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（46 西野　吉則／7回）
　Ｘ線の粒子性と波動性および電子や原子による散乱，結晶による
回折，吸収などの相互作用や，Ｘ線の発生原理の基礎について説明
する。
（145 木村　隆志／4回）
　Ｘ線を利用したイメージングを行う上で重要となるＸ線光学素子
の基礎について，可視光領域との類似点・相違点を踏まえながら概
説を行う。
（148 鈴木　明大／4回）
　Ｘ線イメージング法を概観した後，吸収コントラスト，位相コン
トラスト，トモグラフィに関して，その背景にある物理法則から説
明する。

オムニバス方式
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ナノフォトニクス特論
(Nanophotonics)

（概要）金属ナノ微粒子などのナノ構造体への光照射に基づく光と
物質の相互作用，およびナノフォトニクス技術を用いたナノ加工・
計測技術，光エネルギー変換や分子操作に関して講義する。
（オムニバス方式／全15回）
（43 三澤　弘明／7回）
　光化学の基礎や光と物質の相互作用に関する学理，およびナノ
フォトニクス技術を用いた光エネルギー変換などの応用技術に関し
て説明する。
（111 上野　貢生／7回）
　光の反射と散乱，光の伝搬と吸収，誘電体・金属中の光の伝搬，
およびその計測法に関するナノフォトニクスの基礎的な学理を説明
する。
（144 押切　友也／1回）
　ナノフォトニクス材料を創製するナノ加工技術において不可欠な
フォトレジストなど，材料の観点からナノフォトニクスの学理を説
明する。

オムニバス方式

先端医工学特論 （概要）生体材料工学，生体材料学を中心に，再生医工学，細胞工
学など，次世代医療産業の創成に直結する先端医工学の研究の中か
らいくつかのトピックスを取り上げ，これらの分野の現状と将来に
ついて講義する。

自然言語処理学特論
(Natural Language
Processing)

（概要）人間が言語を理解する仕組みをコンピュータ上に実現し，
工学的に応用する方法について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（8 荒木　健治／8回）
　応用技術として対話処理，言語獲得，機械翻訳，質問応答につい
て説明する。
（83 伊藤　敏彦／7回）
　音声言語処理の基礎技術として音声の特徴抽出法，応用技術とし
て計算機と人間のように会話することを目指す音声対話処理手法に
ついて説明する。

オムニバス方式

メディア創生学特論
(Media Creation
Methodology)

（概要）メディアを創生するための方法論や技術を学ぶ。テキスト
メディア，映像・画像メディア，音声・音響メディアなどの多様な
メディアの基礎知識を学ぶとともに，インターネットを介してのメ
ディアの配信やコンテンツの特徴についても理解を深める。特に，
メディアの歴史，メールをはじめチャットやハイパーテキストなど
のテキストメディア，コンピュータグラフィックスの基礎技術，イ
ンターネットでの画像・オーディオメディアの配信と圧縮技法，応
用例として人工現実感，複合現実感，アニメーション，コンピュー
タビジョン，三次元表示技術など，最新の応用技術を学ぶ。

メディア表現論特論
(Media Representation
Theory)

（概要）情報媒体として重要な画像，動画像，音声，音響等の表現
法について学ぶ。各種情報メディアの表現法についてその基礎を学
び，情報の抽出及びネットワークなどを介した情報交換に適した表
現への変換法を理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（99 小川　貴弘／11回）
　情報の形態と変換法，情報の符号化，メディア表現法の基礎とそ
の処理技術を説明する。
（21 長谷山　美紀／4回）
　画像・映像処理の最近の動向，メディア処理に関する研究の動向
を説明する。

オムニバス方式

コンピュータグラフィッ
クス特論(Computer
Graphics)

（概要）実社会, 周辺環境と関連して機能する情報メディア技術を
取り上げ，情報メディア技術の応用分野で中核となっている要素技
術に関して基礎となる理論と応用技術を学ぶ。特に，仮想空間の情
報を現実世界に反映させるコンピュータグラフィックス技術を学
ぶ。仮想世界を画像化するシミュレーション技術，レンダリング技
術，映像表現技術，また，実世界をコンピュータ上で取り扱うため
の処理技術，可視化技術， 応用システム技術などを理解する。

ネットワークシステム特
論(Network Systems)

（概要）現在の情報化社会を支える情報ネットワークシステムに関
する各種基盤技術に関する理解を深める。情報理論，符号理論，通
信方式の基礎理論を学び，情報ネットワークや無線通信システムの
応用技術ならびにネットワーク・セキュリティに関する知識を習得
する。本講義では同時に，情報圧縮技術，画像符号化/復号技術な
どの基本的なメディア処理を学び，それを実現するための半導体集
積回路技術に関しての知識も習得する。
（オムニバス方式／全15回）
（95 筒井　弘／14回）
　ネットワークシステムに関する基本的な考え方を説明するととも
に，基本的なメディア処理ならびにそれを実現するための半導体集
積回路技術に関して説明する。
（5 宮永　喜一／1回）
　メディア処理に関する先端的な内容を説明する。

オムニバス方式
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ワイヤレス伝送・環境電
磁特論(Wireless
Transmission and EMC)

（概要）携帯電話などのワイヤレス伝送システムの基本となるハー
ドウェア技術ならびに電波の環境適合性に関する技術について，発
展の歴史と最新の技術動向を理解することを目標とする。移動通信
を中心に，アンテナや高効率マイクロ波増幅器などのハードウェア
技術と実用化のための知識を習得することができる。また，電波と
生体との相互作用と両立性について理論と具体的対策の基礎から実
用までを理解することができる。

フォトニックネットワー
ク特論(Photonic
Network)

（概要）インターネットやモバイルコミュニケーションなどの通信
サービスを提供しているフォトニックネットワークについて学ぶ。
送信，受信，伝送線路に関する要素技術，そして，それらを組み合
わせた光通信システムの全体像を理解することを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（97 藤澤　剛／12回）
　光通信に必要な，送信，受信伝送線路の要素技術について説明す
る。
（39 齊藤　晋聖／3回）
　要素技術を用いて組み上げたフォトニックネットワーク，及び，
最新の光通信技術を説明する。

オムニバス方式

適応コミュニケーション
特論(Adaptive
Communications)

（概要）モバイルコミュニケーションのように環境が変化する場
合，通信システムもダイナミックに適応していく必要がある。時
間・周波数・空間・符号の各領域に渡る適応信号処理は最も重要な
技術であり，現在多くのシステムで実装されている。本講義では，
いくつかの適応信号処理技術に触れ，その役割について理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（78 西村　寿彦／14回）
　4G LTEおよび将来の5G携帯電話で用いられる適応信号処理につい
て，その原理や応用例を説明する。
（17 大鐘　武雄／1回）
　4G LTEおよび将来の5G携帯電話で用いられる適応信号処理につい
て，最新の適用例を解説する。

オムニバス方式

ユビキタスネットワーク
学特論

（概要）情報ネットワークの遍在化を支える光や無線のネットワー
ク基盤技術と，その上で展開される音声，音響，映像などのメディ
ア表現技術および生活との関連について理解する。また，今後発現
するであろう新技術への対処や次世代技術の提言のための基礎と最
新話題の両面を学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（57 可児　淳一／4回）
　ブロードバンドアクセス技術について解説する。
（58 古敷谷　優介／4回）
　アクセスメディア保守運用技術について解説する。
（59 藤野　昭典／4回）
　機械学習によるデータ解析について解説する。
（60 川西　隆仁／3回）
　メディア処理とメディア認識技術とその応用について解説する。

オムニバス方式

メディアネットワーク社
会学特論

（概要）メディアネットワーク社会の普及・定着に向け，情報およ
び通信に関する先端分野の技術研究はもとより，それらが社会，生
活，企業に与える影響を知り，多面的に考える方法，視点について
学ぶ。

Complex Systems
Modeling

（英文）The course highlights the fundamentals of complex
networks and more recent metrics used to characterize these
networks. Structural and functional networks will be
explained as well as the patterns associated to each
networks. The course will introduce fractal analysis and
ontogenetic models of form and network growth. Network-based
data visualization techniques will be also presented.
（和訳）複雑ネットワークの基礎と，その特徴解析に利用する最新
のメトリックを学ぶ。また，構造的および機能的ネットワークなら
びにそれらに関連付けられたパターン，フラクタル解析と個体発生
モデル，およびネットワークベースのデータ視覚化技術を学ぶ。
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システム制御理論特論
(Systems Control
Theory)

（概要）動的システムの解析・制御問題を数学的に扱う方法を説明
する。
（オムニバス方式／全15回）
（16 山下　裕／8回）
　非線形システムの制御問題に関し，基本的な厳密線形化手法か
ら，リアプノフ関数を用いた受動性，制御リアプノフ関数手法につ
いて説明する。
（92 小林　孝一／7回）
　不連続な振る舞いをもつハイブリッドシステムの制御問題に関
し，混合論理動的システムモデル，モデル予測制御について説明す
る。

オムニバス方式

ディジタル幾何処理工学
特論(Digital Geometry
Processing)

（概要）CAD/CAM/CAEやロボッティクス，コンピュータビジョンな
どで広く利用されているディジタル幾何処理工学や計算幾何学の基
本的な考え方を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（12 金井　理／7回）
　三次元ディジタル幾何処理で必要なグラフ理論の基礎，ならびに
異常値が含まれる三次元計測データに対するロバストなモデル
フィッティングの考え方を説明する。
（90 伊達　宏昭／8回）
　計算幾何学の基礎と応用，ならびに三次元計測技術の現状と計測
データ処理について説明する。

オムニバス方式

ヒューマンセントリック
システム特論(Human-
centric Systems)

（概要）人間の生体活動の計測と制御のための，数理モデルの設計
および実装技術について，その基本的な考え方を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（3 金子　俊一／8回）
　ロバスト信号処理および画像照合理論を取り上げ，理論的な解析
および適用方法について説明する。
（81 田中　孝之／7回）
　人間の運動制御のモデリングと生体情報計測に基づくアシスト技
術の制御を取り上げ，理論的な解析および適用方法について説明す
る。

オムニバス方式

システム環境情報学特論 （概要）実システムに対するディジタルモデルを用いた事前検証
と，システム運用環境の情報技術による高度化に関する手法を講義
する。
（オムニバス方式／全15回）
（14 小野里　雅彦／8回）
　システム／情報／環境の相互関係，システムにおける実と仮想の
概念，空間と時間の表現手法，災害情報と技術支援について説明す
る。
（72 田中　文基／7回）
　アクティビティモデリング，プロダクトモデリング，
IDEF0/EXPRESS/UMLを用いたシステム開発，オブジェクト指向モデ
リングについて説明する。

オムニバス方式

電気エネルギー変換特論 （概要）パワーエレクトロニクス技術を用いたエネルギー変換装置
の制御方法や，その基礎となっている瞬時空間ベクトル理論，交流
機のベクトル制御の基本的な考え方を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（6 小笠原　悟司／8回）
　パワーエレクトロニクス技術を用いたエネルギー変換装置の制御
の基礎となる，座標変換，交流モータの電圧電流方程式，インバー
タのPWM制御，瞬時電力の考え方について説明する。
（85 竹本　真紹／7回）
　パワーエレクトロニクス技術の応用例として，永久磁石同期モー
タ，位相制御，電流制御の考え方について説明する。

オムニバス方式

電力システム特論
(Electric Power
Systems)

（概要）大規模電力ネットワークの静的および動的特性を解析する
ための手法を講義するとともに，公益性と競争とを両立させなが
ら，電力システム全体の信頼性，経済性，環境適合性，等を最適に
維持するための情報学的な制御・運用・計画手法を講義する。
（オムニバス方式／全15回）
（29 北　裕幸／7回）
　電力システムの静的及び動的な特性を講義するとともに，それら
の特性を考慮した，電力システムの状態解析手法並びに最適制御手
法について講義する。
（87 原　亮一／8回）
　電力システムの運用計画問題を大規模システムの最適化問題と捉
え，電力自由化や分散電源が大量に導入された電力システムにおい
て，全体の信頼性，経済性，環境適合性を最適に維持するための手
法について講義する。

オムニバス方式
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電磁工学特論(Advanced
Applied
Electromagnetics)

（概要）場の数値解析の基礎および差分法，有限要素法，FDTD法な
どの解析手法およびメッシュジェネレーション，電磁界解析を用い
た最適化法について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（10 五十嵐　一／8回）
　偏微分方程式の数値解析，差分法，有限要素法，FDTD法を用いた
電磁界解析について説明する。
（80 野口　聡／7回）
　有限要素解析のためのメッシュジェネレーション，アダプティブ
有限要素法，電磁界解析を用いた最適化について説明する。

オムニバス方式

知能システム特論
(Intelligent Systems)

（概要）国際宇宙ステーション建設用ロボット，惑星探査ロー
バー，ヒューマノイドロボットなど，最先端のロボットを紹介す
る。その後，ヒューマノイドロボットを題材に，運動学，動力学，
2足歩行技術，動力学シミュレーション技術など，最先端ロボット
技術について講義する。最後に，ロボットが実世界で行動するため
の知能を実現する情報科学の基礎，特に行動型AI，脳の計算理論と
そのロボット工学への応用について講義する。

リモートセンシング情報
学特論

（概要）地球観測衛星に代表されるような，地球を対象に多種多様
なデータを広領域でかつ詳細にセンシングするシステム技術につい
て説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（63 田殿　武雄／5回）
　宇宙開発総論を講義する。具体的には，宇宙開発とは，日本の宇
宙開発，人工衛星，衛星軌道，地球観測衛星の種類，衛星情報の受
信・処理，高分解能衛星データの校正検証，科学研究例，実利用例
について詳しく説明する。
（117 堀　雅裕／5回）
　中分解能衛星データの利用について講義する。具体的には，衛星
データの3要素，センサーの種類と特徴，データ解析事例，放射量
補正と輝度較正，観測対象物の分光情報の特徴と利用，大気の吸
収・散乱と大気補正の考え方，地球物理量抽出の流れ，衛星データ
の応用，データフォーマット，将来計画について詳しく説明する。
（118 塩見　慶／5回）
　大気入門，大気観測衛星データの利用，衛星ミッションの企画に
ついて講義する。具体的には，大気の構造，光の吸収と散乱，温室
効果ガス，オゾン層，大気汚染，大気リモートセンシングの基礎，
センサーの種類と特徴，大気観測事例，ミッションの企画・フェー
ズ・衛星センサー開発，フィージビリティ検討について詳しく説明
する。

オムニバス方式

ディジタルヒューマン情
報学特論

（概要）身体機能の計算機モデルを構築し，製品設計やサービス設
計へと応用するためのディジタルヒューマンモデリング技術，なら
びに身体機能の基礎，身体機能の計測方法，モデル化に必要な数理
学，およびディジタルヒューマンモデリングの応用事例について体
系的に説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（62 持丸　正明／1回）
　ディジタルヒューマン情報学に関する基本的な概念について説明
する。
（115 多田　充徳／7回）
　身体機能の基礎とその計測方法，身体形状のモデル化に必要な数
理学を説明する。
（114 宮田　なつき／7回）
　ディジタルヒューマンモデリングの具体的な事例や，ディジタル
ヒューマンモデリングの応用事例を説明する。

オムニバス方式
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システム創成学特論
(Frontiers of System
Creation Technologies)

（概要）システム創成学の基礎となるH∞制御，人間センシング，
ディジタル幾何処理，サイバーフィールド構築技術の基本的な考え
方をそれぞれ説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（16 山下　裕／2回）
　スモールゲイン定理, ロバスト制御の基礎について説明する。
（92 小林　孝一／1回）
　線形行列不等式（LMI）の基礎について説明する。
（12 金井　理／2回）
　三次元幾何データ表現の基本となる自由曲線・曲面，ソリッドモ
デリングの基礎について説明する。
（90 伊達　宏昭／2回）
　三次元計測技術と離散形状表現，三次元物体認識とモデリング技
術の基礎について説明する。
（3 金子　俊一／4回）
　人間個体の基本特性，個人差の扱い，位置計測の基礎，動作計測
の基礎，位置計測の応用事例，動作計測の基礎について説明する。
（14 小野里　雅彦／2回）
　サイバーフィールドの応用分野である仮想生産システム，がれき
工学の基礎について説明する。
（72 田中　文基／2回）
　サイバーフィールドの基礎となるシステム定義の基礎とSysMLに
よるシステム記述について説明する。

オムニバス方式

国
際
連
携
情
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科
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Introduction to
Artificial
Intelligence, Big Data,
and Cybersecurity for
Graduate Students

（概要）近年急速に発展するとともにその重要度が増している人工
知能，ビッグデータ，サイバーセキュリティ分野におけるトピック
について，その基本から発展的な課題について説明し，大規模情報
の処理に関する知識を得る機会を提供する。
（オムニバス方式／全8回）
（93 飯塚　博幸・26 有村　博紀／2回）
　人工知能についてその基礎的な技術だけでなく，近年注目を浴び
ているDeepLearningといった最新のトピックについても説明する。
（35 吉岡　真治・64 James Allan／2回)
　文書データベースから有用な文献を検索する情報検索の基礎とそ
の検索結果を用いたマイニング技術について説明する。
（82 小山　聡／1回）
　クラウドソーシングなどの集団が持つ知識を活用してビッグデー
タを解析する手法について説明する。
（4 ZEUGMANN　THOMAS／3回)
　インターネット上のセキュリティ確保に用いられる理論と技術に
ついて，その基礎から説明する。

オムニバス方式・
共同（一部）

Introduction to
Wireless Sensor
Networks and IoT

（概要）ワイヤレスセンサーネットワークとは，センサーを利用す
ることで，環境から得られる様々な情報を，ネットワークを経由し
て集積し，社会活動や経済活動などに応用する技術である。IoT
は，そのセンサーが，いたるところに存在する社会を意味する。本
講義では，無線センサーネットワーク・IoTの基本システム構成に
ついて説明する。
（オムニバス方式／全8回）
（66 Eryk Dutkiewicz／1回）
　センサーネットワークに関する基本構成について説明する。
（122 Negin Shariati Moghadam／7回）
　無線センサーナットワークの設計やIoTシステムの基本設計論に
ついて説明する。

オムニバス方式

Wireless Sensor
Networks and IoT

（概要）ワイヤレスセンサーネットワークとは，センサーを利用す
ることで，環境から得られる様々な情報を，ネットワークを経由し
て集積し，社会活動や経済活動などに応用する技術である。IoT
は，そのセンサーが，いたるところに存在する社会を意味する。本
講義では，無線センサーネットワーク・IoTの設計論について説明
し，代表的な応用例についても解説する。
（オムニバス方式／全8回）
（66 Eryk Dutkiewicz／1回）
　IoTシステムを活用した応用例について解説する。
（122 Negin Shariati Moghadam／7回）
　IoTシステム設計論について説明し，具体的な応用例に基づくシ
ステム構成例について解説する。

オムニバス方式

Cyber Security
Fundamentals

（概要）サイバーセキュリティの基本事項について説明する。主要
なキーワードとしては，WEBサービスセキュリティ，TPC/IPセキュ
リティ，セキュアOS，アクセスポイントセキュリティなど。
（オムニバス方式／全8回）
（67 Ren Ping Liu／1回）
　サイバーセキュリティの基本分類について解説する。
（119 Priyadarsi Nanda／7回）
　各種セキュリティ技術に関する基本事項について説明する。

オムニバス方式

共
通
科
目
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Cyber Security （概要）サイバーセキュリティの設計論について説明する。様々な
ネットワーク上におけるセキュリティシステムの設計手法について
解説する。例えば，WEBサービスセキュリティ設計，TPC/IPセキュ
リティ設計，OSのセキュリティ設計，アクセスポイントセキュリ
ティ設計など。
（オムニバス方式／全8回）
（67 Ren Ping Liu／1回）
　最近のサイバーセキュリティに関する話題と，今後の展望につい
て解説する。
（123 Ying He／7回）
　各種セキュリティシステムの設計論について説明する。

オムニバス方式

Software Defined
Networks

（概要）世界を網羅するインターネット，クラウドシステムなど，
大規模なネットワークとその上で実現される各種サービスに対する
柔軟な設計やネットワークの高速化を目的として，ソフトウエアデ
ファインドネットワーク（SDN）が導入されている。本講義では，
SDNの歴史，基本構成，応用例などについて説明する。
（オムニバス方式／全8回）
（68 Xiaojing Huang／1回）
　SDNの基本構成と最新状況について解説する。
（120 Mehran Abolhasan／7回）
　SDNの具体的な応用例やシステム設計例について説明する。

オムニバス方式

Blockchain （概要）ブロックチェインとは，グローバルネットワーク上に分散
設計・管理・運用される方式であり，例えば悪意のある情報書き換
えに対して耐性を有する技術である。本講義では，ブロックチェイ
ンの基本概念から設計論を説明し，仮想通貨を代表とした応用例な
どについて解説する。
（オムニバス方式／全8回）
（67 Ren Ping Liu／1回）
　ブロックチェインの基本概念と最新動向について解説する。
（121 Beeshanga Abewardana Jayawickrama／7回）
　ブロックチェインの設計法，具体的な応用例などについて解説す
る。

オムニバス方式

プロジェクトマネジメン
ト特論(Project
Management Basis)

（概要）プロジェクトマネジメントの基本的な考え方や用語を理解
し，実社会におけるプロジェクトの実例から，プロジェクトマネジ
メントの重要性や実態を理解する。また，プロジェクトマネジメン
トの計画・実行段階において，ツールや技法を実際に適用してその
使い方を体得する。
（オムニバス方式／全15回）
（158 辻角　精二／5回）
　プロジェクトマネジメントのコース概要について説明した後，立
ち上げプロセス，監視・コントロール・終結プロセスにおけるツー
ルや技法を解説し，ミニプロジェクトの実践とプロジェクト教訓の
獲得を行う。
（161 上甲　哲也／3回）
　プロジェクトマネジメントにおける計画プロセスについて解説す
る。
（160 今仁　武臣／4回）
　プロジェクトマネジメントにおける計画プロセスについて解説す
るとともに，クイズにより理解度の確認を行う。
（159 谷口　篤／3回）
　プロジェクトマネジメントにおける実行プロセスについて解説
し，ミニプロジェクトを実践する。また，プロジェクト事例研究を
行う。

オムニバス方式実
践
型
科
目
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パーソナルスキル特論
(Personal Skills for
Project Management)

（概要）プロジェクトマネジャーとして，プロジェクトをリードす
る際に必要とされるリーダーシップについて理解する。ステークホ
ルダーやチームメンバーと適切にコミュニケーションを図るために
必要となるスキルを取得する。プロジェクトマネジャーとして，プ
ロジェクトをリードする際に必要とされるリーダーシップについて
理解する。ステークホルダーやチームメンバーと適切にコミュニ
ケーションを図るために必要となる人間関係スキル（コミュニケー
ション，リーダーシップ，チーム・ビルディング，ファシリテー
ション，コンフリクトマネジメント，プレゼンテーション）を取得
して，実践できるようになる。
（オムニバス方式／全15回）
（162 永谷　裕子／5回）
　プロジェクトにおけるコミュニケーションとステークホルダーマ
ネジメントスキルに関して説明する。
（165 Robert K.T Chu／2回）
　リーダーシップの定義とリーダーシップスタイルについて説明す
る。
（164 Kenji HAGA／4回）
　プロジェクトチーム・ビルディング，コンフリクトマネジメント
と交渉術について説明する。
（163 塩田　宏治／4回）
　プロジェクトファシリテーションとアジャイル開発手法およびグ
ローバルプロジェクトマネジメントコミュニケーションについて説
明する。

オムニバス方式

倫理学特殊講義 （概要）パーフィットの『理由と人格』を素材として，現代倫理学
において人格概念がどのように評価され，それが功利主義理論とど
のように関わるかを理解する。また，またパーフィットの議論が生
命倫理学・環境倫理学にどのような影響を与えているのかを理解す
る。

「理系のための」知って
おきたい特許制度

（概要）理系の大学院生・PDが，研究の遂行にあたって最低限知っ
ておくべき特許制度について，「いずれ必要になる知識」を，専門
的な法律用語を用いることはできるだけ避け，できるだけ平易に解
説する。著作権・不正競争に関しても，1～2回を割いて解説する。
また，弁理士という資格や弁理士試験についても説明する。

文
理
融
合
科
目
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(別添２－３)

授業科目の名称 講義等の内容 備考
情報理工学特別研究 （概要）本研究では，複合情報工学，知識ソフトウェア科学，数理

科学，及び大規模情報システム学の各分野に関する知識を活用し，
また，自ら問題を発見し解決する過程において，関連する研究分野
の知識も吸収しながら専門知識の理解をより深化させることで，情
報を収集する力，情報を分析する力，問題を発見する力，問題を解
決する力，情報を発信するためのプレゼンテーションの技術を向上
させることを目標として，文献購読，研究の実践，および論文作成
指導を行う。

共同

（2 栗原　正仁，82 小山　聡）※2021.3（栗原　正仁）退職
　人工知能とソフトウェア科学の知見と手法を用いた知能ソフト
ウェアシステムの課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（32 山本　雅人）
　自律系工学，人工生命／人工知能，進化的計算に関する研究課題
の文献購読，実験，研究指導を行う。
（93 飯塚　博幸）
　複雑系，人工生命／人工知能，機械学習に関する課題の文献購
読，実験，研究指導を行う。

（38 川村　秀憲）
　ディープラーニング，機械学習，最適化などの人工知能の手法と
その実践的応用について，文献購読，実験，研究指導，論文作成指
導を行う。
（86 山下　倫央）
　ディープラーニング，機械学習，最適化などの人工知能の手法と
その実践的応用について，文献購読，実験，研究指導，論文作成指
導を行う。
（138 横山　想一郎）
　ディープラーニング，機械学習，最適化などの人工知能の手法と
その実践的応用について，文献購読，実験，研究指導，論文作成指
導を行う。
（11 小野　哲雄）
　人間と知的システム（ロボットやエージェント）とのインタラク
ションにおける構成原理や構成方法，機械学習やモデル化の理論と
応用に関する文献購読，実験，研究指導，論文作成指導を行う。
（100 坂本　大介）
　ヒューマンコンピュータインタラクションにおけるデザイン手
法，実験手法，評価手法の理論と応用に関する文献購読，実験，研
究指導，論文作成指導を行う。

（94 瀧川　一学）
　大規模知識処理，離散構造を伴う機械学習やパターンマイニン
グ，および，科学データの解析に関する研究課題の研究指導及び論
文作成指導を行う。
（35 吉岡　真治）
　知識ベース，データマイニング・テキストマイニング，情報検索
の基本技術を習得するとともに，様々な分野で生成された大規模
データからの知識発見，知識ベース構築に関する文献購読，実験，
研究指導，論文作成指導を行う。
（129 大久保　好章）
　知識ベース，データマイニング，情報検索の基本技術を習得する
とともに，様々な分野で生成された大規模データからの知識発見，
知識ベース構築に関する文献購，実験，研究指導，論文作成指導を
行う。

（26 有村　博紀）
　データマイニングと機械学習に関するアルゴリズムの課題の研究
指導及び論文作成指導を行う。
（88 喜田　拓也）
　情報検索とデータ圧縮に関するアルゴリズムの課題の研究指導及
び論文作成指導を行う。
（4 ZEUGMANN　THOMAS，134 JORDAN Ⅳ CHARLES HAROLD）
　※2021.3（ZEUGMANN　THOMAS）退職
　アルゴリズム，暗号学，機械学習，計算理論，計算量理論，クラ
スタリングやデータマイニングにおける理論と応用，計算機科学に
関する文献購読，実験，研究指導を行う。
（134 JORDAN Ⅳ CHARLES HAROLD）
　形式論理の理論と応用，充足可能性などの論理ソルバ，並列計算
と並列列挙に関する文献購読，実験，研究指導を行う。

（用紙　日本工業規格A4縦型）

授 業 科 目 の 概 要
（情報科学院　情報科学専攻　博士後期課程）
科目区分

必
修
科
目
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（37 田中　章）
　標本化理論，及び，ディジタル信号処理，機械学習理論に関する
課題の文献購読，実験，研究指導を行う。
（73 河口　万由香）
　数理論理に関する理論やソフトコンピューティングに関する課題
の文献購読，実験，研究指導を行う。
（7 工藤　峰一）
　パターン認識の基礎あるいは応用に関して，研究指導及び論文作
成指導を行う。
（74 中村　篤祥）
　機械学習の基礎あるいは応用に関して，研究指導及び論文作成指
導を行う。

（30 杉本　雅則）
　高度知能情報環境の実現とその課題についての知識と理解を深め
るための研究指導及び論文作成指導を行う。
（140 渡邉　拓貴）
　実世界メディア情報処理とその課題についての知識と理解を深め
るための研究指導及び論文作成指導を行う。
（19 今井　英幸）
　回帰分析や判別分析，クラスタリング手法等の多変量解析学の手
法を用い，情報量規準の理論と応用，計算機統計学の課題の文献購
読，実験，研究指導，論文作成指導を行う。
（102 廣瀬　善大）
　ベイズ統計学の手法を用いた統計的モデリングと統計的決定理
論，情報幾何学等，統計学に基づく理論と応用に関する文献購読，
実験，研究指導，論文作成指導を行う。

（50 大宮　学）
　物理現象の解明および問題解決のための数学モデルの開発と大規
模並列計算機システムを応用した計算機シミュレーションによる予
測・推定に関する文献購読，実験，研究指導および論文作成指導を
行う。
（54 岩下　武史）
　線形代数や並列処理の手法を用い，高性能計算，数値解析，並列
プログラミングに関する課題の文献講読，実験，研究指導，論文作
成指導を行う。
（150 深谷　猛）
　行列計算等の分野における，高性能計算のためのアルゴリズムと
その実装方法に関する文献購読，実験，研究指導，論文作成指導を
行う。
（53 棟朝　雅晴）
　メタヒューリスティックスや進化計算など最適化の手法を用い，
クラウドコンピューティングなどのシステム設計に関する課題の文
献講読，実験，研究指導，論文作成指導を行う。
（113 杉木　章義）
　クラウドコンピューティング，大規模データ処理における課題解
決を目標として，システムソフトウェア・オペレーティングシステ
ムに関する文献講読，実験，研究指導，論文作成指導を行う。

（51 髙井　昌彰）
　知識ネットワーク社会の基盤となる大規模コンピュータネット
ワークとコンピュータグラフィックスを応用したバーチャルリアリ
ティ（仮想現実）・オーグメンテッドリアリティ（拡張現実）に関
する研究課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（112 飯田　勝吉）
　知識ネットワーク社会の基盤となる大規模コンピュータネット
ワークにおける通信品質提供及び高度ネットワーク・セキュリティ
に関する研究課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（49 水田　正弘）
　数理モデルおよび実際的課題を用い，先端データ科学および多次
元データ解析法における理論・アルゴリズム・適用方法に関する文
献購読，実験，研究指導，論文作成指導を行う。
（52 南　弘征）
　計算機統計学の技法に基づき，先端データ科学および多次元デー
タ解析法におけるアルゴリズムとその実装論，ならびに，主として
サイバーセキュリティ関連の実データへの適用に関する文献講読，
実験，研究指導，論文作成指導を行う。

（64 James Allan）
　テキストマイニング，情報検索の基本技術を習得するとともに，
様々な分野で生成された大規模データからの有用な知識発見・検索
技術に関する文献購読，実験，研究指導，論文作成指導を行う。
（65 Shlomo Zilberstein，116 Mark D. Corner）
　ビッグデータ解析，データサイエンスの基本技術を習得するとと
もに，様々な分野で生成された大規模データからの知識発見に関す
る文献購読，実験，研究指導，論文作成指導を行う。
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（55 大本　亨）
幾何学，トポロジー，特異点理論の情報科学への応用をテーマに，
課題の文献購読，研究指導，論文作成指導を行う。
（151 TORIELLI　MICHELE）
代数学，計算代数，超平面配置理論の情報科学への応用をテーマ
に，課題の文献購読，研究指導，論文作成指導を行う。

情報エレクトロニクス特
別研究

（概要）電子材料物性科学，半導体デバイス工学，量子物性工学，
光情報システム科学，先端デバイス工学，電子材料工学，半導体工
学，先端集積回路工学，情報処理アーキテクチャ，高周波デバイス
工学，エネルギー変換デバイス工学，高度集積デバイス工学，ナノ
材料・ナノ計測工学，量子情報通信工学および量子情報処理工学に
関して，文献購読，研究指導，実験指導，論文作成指導，プレゼン
テーション指導を行う。

共同

（18 本村　真人）
　アルゴリズムレイヤと連携した新しいハードウェアアーキテク
チャ研究に関する課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（36 浅井　哲也）
　回路・デバイス工学の革新的融合技術とそれらを利活用する集積
ナノシステムに関する課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（22 本久　順一）
　結晶成長を利用した半導体ナノ構造の形成と応用に関する課題の
研究指導及び論文作成指導を行う。
（15 村山　明宏）
　半導体ナノ材料の電子物性と光電情報変換機能に関する課題の研
究指導及び論文作成指導を行う。

（103 高前田　伸也）
　ハードウェアを活用するソフトウェアおよびアルゴリズムに関す
る課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（98 冨岡　克広）
　半導体薄膜結晶成長と半導体ナノ材料作製技術・応用展開に関す
る課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（75 菅原　広剛）
　エレクトロニクス材料加工用プロセスプラズマの理論，モデリン
グ，シミュレーションに関する課題の研究指導及び論文作成指導を
行う。
（139 樋浦　諭志）
　ナノ電子材料の量子構造と光スピン機能性に関する課題の研究指
導及び論文作成指導を行う。

（25 植村　哲也）
　電子スピンを活用したエレクトロニクス素子開発に関する課題の
研究指導及び論文作成指導を行う。
（24 末岡　和久）
　ナノ表面物性計測およびナノセンサー素子に関する課題の研究指
導及び論文作成指導を行う。
（9 富田　章久）
　量子情報技術，特に量子通信・量子暗号・量子情報処理に関する
課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（1 髙橋　庸夫，69 有田　正志，133 福地　厚）
　※2020.3（高橋康夫）退職
　ナノ電子デバイスの作製とその特性解析に関する課題の研究指導
及び論文作成指導を行う。

（77 古賀　貴亮）
　低次元材料系における電子・スピン輸送効果に関する課題の研究
指導及び論文作成指導を行う。
（71 岡本　淳）
　空間光制御を用いた光情報処理および情報フォトニクスに関する
課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（69 有田　正志）
　金属，半導体，絶縁体を用いたナノデバイス開発に関する課題の
研究指導及び論文作成指導を行う。
（125 八田　英嗣）
　単分子膜の構造とダイナミクスに関する課題の研究指導及び論文
作成指導を行う。
（137 小川　和久）
　量子情報技術，特に光量子計測に関する課題の研究指導及び論文
作成指導を行う。
（133 福地　厚）
　機能性無機材料の電子デバイス応用に関する課題の研究指導及び
論文作成指導を行う。
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（40 橋詰　保）
　半導体材料の表面・界面物性と先端デバイス動作機構に関する課
題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（41 葛西　誠也）
　自然・生体機能電子デバイスおよび半導体・単分子デバイスと応
用に関する課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（47 太田　裕道）
　薄膜機能デバイス及び熱電変換材料に関する課題の研究指導及び
論文作成指導を行う。
（44 笹木　敬司）
　光マニピュレーション手法を用いたナノ物質操作に関する課題の
研究指導及び論文作成指導を行う。
（42 池辺　将之）
　センシング技術と連携する新規デバイス・回路・信号処理に関す
る課題の研究指導及び論文作成指導を行う。

（105 原　真二郎）
　異種材料接合ナノ構造作製及びナノデバイス工学に関する課題の
研究指導及び論文作成指導を行う。
（106 佐藤　威友）
　電気化学反応を利用した半導体加工プロセスと機能デバイス応用
に関する課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（104 赤澤　正道）
　半導体表面・界面物性および半導体デバイスプロセスに関する課
題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（108 山ノ内　路彦）
　スピン現象及びそれを利用したスピントロニクスデバイスに関す
る課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（107 藤原　英樹）
　マイクロ・ナノ構造内の光局在場制御と新規光反応誘起に関する
課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（141 酒井　恭輔）
　ナノ空間に局在するプラズモン反応場の角運動量状態制御に関す
る課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（147 CHO, Hai Jun）
　熱伝導を制御するためのサーマルマネジメント材料・デバイスに
関する課題の研究指導及び論文作成指導を行う。

生体情報工学特別研究 （概要）バイオインフォマティクス，バイオエンジニアリング，先
端生命機能工学，及び先端医工学の以下の課題に関し，各教員によ
り，それぞれの専門分野における研究の実践，指導，及び，論文指
導を行う。

共同

（20 渡邉　日出海）
　ゲノム配列決定ならびにゲノム配列比較解析を用いた生物機能・
生物進化過程の解明に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（84 小柳　香奈子）
　ゲノムデータに基づく遺伝子機能，個体発生及びゲノム進化過程
の解明に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（31 遠藤　俊徳）
　遺伝子機能予測，比較ゲノム解析，分子系統及び生物情報に関す
る機械学習に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（89 長田　直樹）
　ゲノムデータ解析，集団遺伝・分子進化解析及び生命データベー
ス解析に関する研究指導及び論文作成指導を行う。

（34 岡嶋　孝治）
　バイオナノテクノロジーを用いた細胞生物情報工学に関する研究
指導及び論文作成指導を行う。
（23 平田　拓）
　電子常磁性共鳴分光を用いた小動物の機能的情報イメージングに
関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（96 松元　慎吾）
  核偏極により生体分子をセンシングし，疾患の診断に繋げる核磁
気共鳴画像の解析に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（126 西村　生哉）
　人工関節に関する課題をとりあげ，その最適設計法や臨床におけ
る疼痛の原因解明に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（33 舘野　高）
　微細加工技術を用いた聴覚補償技術開発，機械による聴覚中枢系
機能拡張，音声知覚の神経機構の理解及び物理的信号を利用した脳
刺激法に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（91 西川　淳）
  多点電極による神経活動計測，聴覚神経系における音情報処理機
構の解明，聴疾患の神経機序解明，動物の行動解析及び多点電気刺
激による脳機能補償技術の開発に関する研究指導及び論文作成指導
を行う。
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（28 橋本　守）
　非線形ラマン散乱を用いた無染色イメージングによる生体計測及
び医用計測システムの開発と応用に関する研究指導及び論文作成指
導を行う。
（70 工藤　信樹）
　超音波を用いた画像診断技術，ドラッグデリバリー，最小侵襲治
療技術，診断と治療の融合技術及び光学技術を用いた診断技術に関
する研究指導及び論文作成指導を行う。
（127 加藤　祐次）
　近赤外光を用いた生体透視イメージング，光断層撮影技術，位相
共役光の生体応用及び無侵襲生体光学計測に関する研究指導及び論
文作成指導を行う。

（48 雲林院　宏）
　単一分子計測及びラマン顕微鏡を用いたナノ材料評価に関する研
究指導及び論文作成指導を行う。
（109 平井　健二）
　無機化学を利用した新たなナノ材料作成に関する研究指導及び論
文作成指導を行う。
（149 猪瀬　朋子）
　ナノ材料の細胞実験への応用に関する研究指導及び論文作成指導
を行う。
（43 三澤　弘明，111 上野　貢生，144 押切　友也）
　※2021.3（三澤　弘明）退職
　プラズモニック化学に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（111 上野　貢生）
　ナノ加工・計測，赤外プラズモニクス及び強結合系に関する研究
指導及び論文作成指導を行う。
（144 押切　友也）
　種々のプラズモン誘起還元反応及び全固体太陽電池に関する研究
指導及び論文作成指導を行う。
（142 孫　泉）
　時間分解光電子顕微鏡計測によるプラズモンの近接場特性に関す
る研究指導及び論文作成指導を行う。

（146 石　旭）
　プラズモン誘起水分解系の構築に関する研究指導及び論文作成指
導を行う。
（46 西野　吉則）
　コヒーレントＸ線を用いた生物試料等のイメージングに関する研
究指導及び論文作成指導を行う。
（145 木村　隆志）
　Ｘ線を利用したイメージング技術の開発に関する研究指導及び論
文作成指導を行う。
（148 鈴木　明大）
　放射光を利用した新規イメージング手法に関する研究指導及び論
文作成指導を行う。
（45 根本　知己）
　非線形光学，バイオイメージングの手法を用いた神経・分泌機能
に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（110 榎木　亮介）
　バイオイメージング及び遺伝子工学の手法を用いた生体時計概日
性リズム形成に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（143 大友　康平）
　生体分子分光学，バイオイメージングの手法を用いた2光子顕微
鏡及び超解像顕微鏡法の高度化に関する研究指導及び論文作成指導
を行う。
（56 菊池　正紀）
　バイオセラミックスおよび複合材料の合成及びそれら合成した材
料の生物学的特性の検討，また生体由来材料を出発物質とした人工
骨などの機能性材料の創成に関する研究指導及び論文作成指導を行
う。

メディアネットワーク特
別研究

（概要）情報メディア学，情報通信システム学に関して，研究の実
践，指導を行い，各専門分野における論文指導を行う。

共同

（8 荒木　健治，83 伊藤　敏彦，131 RZEPKA RAFAL）
　言語メディア学に関する課題の文献講読，実験，研究指導及び論
文作成指導を行う。
（13 坂本　雄児，128 姜　錫）
　メディア創生学に関する課題の文献講読，実験，研究指導及び論
文作成指導を行う。
（21 長谷山　美紀，99 小川　貴弘）
　メディアダイナミクスに関する課題の文献講読，実験，研究指導
及び論文作成指導を行う。
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（5 宮永　喜一，95 筒井　弘，101 CONVERTINO MATTEO）
　※2021.3（CONVERTINO MATTEO）退職
　情報通信ネットワークに関する課題の文献講読，実験，研究指導
及び論文作成指導を行う。
（39 齊藤　晋聖，97 藤澤　剛）
　情報通信フォトニクスに関する課題の文献講読，実験，研究指導
及び論文作成指導を行う。
（17 大鐘　武雄，78 西村　寿彦）
　インテリジェント情報通信に関する課題の文献講読，実験，研究
指導及び論文作成指導を行う。
（76 土橋　宜典，130 青木　直史）
　情報メディア環境学に関する課題の文献講読，実験，研究指導及
び論文作成指導を行う。
（79 山本　学，132 日景　隆）
　ワイヤレス情報通信に関する課題の文献講読，実験，研究指導及
び論文作成指導を行う。

（57 可児　淳一，58 古敷谷　優介，59 藤野　昭典，60 川西　隆
仁）
　ユビキタスネットワーク学に関する課題の文献講読，実験，研究
指導及び論文作成指導を行う。
（61 萩原　淳一郎）
　メディアネットワーク社会学に関する課題の文献講読，実験，研
究指導及び論文作成指導を行う。

（66 Eryk Dutkiewicz，122 Negin Shariati Moghadam）
　無線センサーネットワークと，そのIoTへの応用に関する課題の
実験，研究指導及び論文作成指導を行う。研究指導は一部インター
ネットを利用した遠隔教育を併せて実施する。
（67 Ren Ping Liu，119 Priyadarsi Nanda，121 Beeshanga
Abewardana Jayawickrama，123 Ying He）
　ブロックチェインと，そのサイバーセキュリティへの応用に関す
る課題の実験，研究指導及び論文作成指導を行う。研究指導は一部
インターネットを利用した遠隔教育を併せて実施する。
（68 Xiaojing Huang，120 Mehran Abolhasan）
　ソフトウエアデファインドネットワーク（SDN）と，その応用に
関する課題の実験，研究指導及び論文作成指導を行う。研究指導は
一部インターネットを利用した遠隔教育を併せて実施する。

システム情報科学特別研
究

（概要）システム創成学，システム融合学，リモートセンシング情
報学，及びディジタルヒューマン情報学に関して，研究の実践，指
導を行い，各専門分野における論文指導を行う。

共同

（16 山下　裕）
　非線形制御，ロバスト制御，適応制御に関する課題の研究指導及
び論文作成指導を行う。
（92 小林　孝一）
　分散制御，ハイブリッドシステムの制御，サイバーフィジカルシ
ステムの制御に関する課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（12 金井　理）
　三次元ディジタル幾何処理技術とその工学・医療等への応用技術
に関する課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（90 伊達　宏昭）
　三次元形状処理と三次元計測データ処理に関する課題の研究指導
及び論文作成指導を行う。

（3 金子　俊一，81 田中　孝之，124 松下　昭彦）
※2021.3（金子　俊一）退職
　ロバスト画像パターン計測の課題の研究指導及び論文作成指導を
行う。
（81 田中　孝之）
　人間の運動制御のモデリングと生体情報計測に基づくアシスト技
術の制御の課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（14 小野里　雅彦）
　サイバーフィールドの構築技術と応用に関する課題の研究指導及
び論文作成指導を行う。
（72 田中　文基）
　実システムの情報モデリングによる高度化に関する課題の研究指
導及び論文作成指導を行う。
（6 小笠原　悟司）
　パワーエレクトロニクス，電力変換器，エレクトロニクス機器の
EMCに関する課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（85 竹本　真紹）
　電気・ハイブリッド自動車用モータ，ベアリングレスモータに関
する課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（136 折川　幸司）
　半導体電力変換器に関する課題の研究指導及び論文作成指導を行
う。
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（29 北　裕幸）
　電力システムにおける静的および動的解析手法並びに最適制御手
法に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（87 原　亮一）
　電力システムにおける最適計画・運用手法並びに電力自由化，分
散電源に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（10 五十嵐　一）
　電磁界解析法および電磁界解析を用いた最適設計の課題の研究指
導及び論文作成指導を行う。
（80 野口　聡）
　電磁界解析および超電導工学に関する課題の研究指導及び論文作
成指導を行う。
（27 近野　敦）
　ヒューマノイドロボット，無人航空機，手術シミュレーションに
関する課題の研究指導及び論文作成指導を行う。
（135 小水内　俊介）
　バーチャルリアリティ（仮想現実），オーグメンテッドリアリ
ティ（拡張現実），複合現実とその応用に関する課題の研究指導及
び論文作成指導を行う。
（63 田殿　武雄）
　機械学習を用いた衛星画像の自動判読に関する課題の研究指導及
び論文作成指導を行う。
（117 堀　雅裕）
　全天画像からの雲量・大気混濁度推定手法に関する課題の研究指
導及び論文作成指導を行う。
（118 塩見　慶）
　温室効果ガス排出源の地上観測に関する課題の研究指導及び論文
作成指導を行う。
（62 持丸　正明）
　ディジタルヒューマン情報学の基本的概念に関する課題の文献購
読，実験，研究指導を行う。
（114 宮田　なつき）
　ディジタルヒューマンモデル構築のための，形状・動作・心理の
取得活用に関する研究指導及び論文作成指導を行う。
（115 多田　充徳）
　ディジタルヒューマンモデル構築のための，解剖学，力学，並び
に統計学に関する研究指導及び論文作成指導を行う。

大規模知識処理特論
(Large-scale Knowledge
Processing)

（概要）大規模知識処理のための基本的な概念として論理に基づく
方法論，および，不確かさを伴う実際の問題やデータを扱うための
確率に基づく方法論の基本的考え方を説明する。
　まず，論理に基づく知識処理の方法として二分決定グラフに基づ
く論理関数の表現とその利用について説明する。その後，論理では
表現困難な不確かさを伴う現実のデータの知識処理として，階層的
ベイズ推論に基づく確率的プログラミングとその方法について説明
する。

知識ベース特論 （概要）計算機（網）上に知識を蓄積し，再利用を支援する知識
ベースについて，データ・情報・知識の関係について整理するとと
もに，知識ベース構築，利用方法についても説明する。
（オムニバス形式／全15回）
（35 吉岡　真治／10回）
　データベースやオントロジ─といった知識ベースに関する基盤技
術について説明する。さらに，Linked Open Data，Semantic Webに
代表されるWeb上の情報・知識を組織化する手法やテキストマイニ
ングなどの応用事例についても説明する。
（35 吉岡　真治・64 James Allan／5回）
　Web上の知識の組織化のプリプロセスとして有用である情報検索
について，その理論や応用事例について説明する。

オムニバス方式・
共同（一部）

情報知識ネットワーク特
論

（概要）ウェブデータやテキストデータなどの大規模非定型データ
処理のための基礎技術として，情報検索やデータマイニングに焦点
をあて，説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（26 有村　博紀／8回）
　データマイニングとは何か，データマイニングの歴史，データマ
イニングと機械学習・統計との関係，データマイニングの応用など
を取り上げ説明する。
（88 喜田　拓也／7回）
　情報検索の基礎技術であるパターン照合アルゴリズムについて系
統的に説明する。

オムニバス方式
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目
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アルゴリズム特論(Theory
and Practice of
Algorithms)

（概要）ある計算問題を効率的に解くため，様々なアルゴリズム設
計手法とアルゴリズム理論について学ぶ。特に決定的アルゴリズ
ム，乱択アルゴリズム，並列アルゴリズム，分散アルゴリズムの設
計とそれぞれの長所および短所について学ぶ。学生はある計算問題
を解くための最適な設計手法が選べるようになる。講義は離散数学
と有限体の基礎から始まり，それぞれのアルゴリズム設計手法を講
義する。この分野の最近のブレークスルー結果についても学ぶ。
（4 ZEUGMANN　THOMAS）※2021.3退職
（35 吉岡　真治）※2021.4から担当

情報数理学特論 （概要）情報数理に関わる種々の問題において重要な道具立てとな
る，代数学的方法論，解析学的方法論について説明する。
代数学的方法論としては，主に束論に基礎を置く数理論理学の諸体
系について，解析学的方法論としては，最適化や摂動解析を題材に
多変数関数の微分の理論について学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（37 田中　章／7回）
　多変数関数の微分で重要となる線形代数の知見について説明する
とともに，それを用いたヤコビ行列，ヘッセ行列の算法，及び，そ
の応用事例について説明する。
（73 河口　万由香／8回）
　束論の基礎的な事項について説明するとともに，その代数構造に
立脚する種々の多値論理の体系について説明する。

オムニバス方式

情報認識学特論(Pattern
Recognition and Machine
Learning)

（概要）機械学習の方法論として，予測や分類を行うための確率的
な方法を扱う。特に，ベイズ流の扱いを重点的に説明する。
（オムニバス形式／全15回）
（7 工藤　峰一／8回）
　最初にベイズ規則をはじめとする確率論の基礎，離散分布や連続
分布に対するベイズ流のパラメータ推定法に関して説明する。続い
て，分類に関する基本的方法論を扱う。
（74 中村　篤祥／7回）
　予測の基本的方法論である線形回帰モデルおよびロジスティック
回帰モデル，それらのパラメータの推定法と確率的評価を説明す
る。時間が許せば，それらの発展形として各種非線形手法やグラ
フィカルモデルについて説明する。

オムニバス方式

知能情報学特論
(Intelligent
Information Systems)

（概要）実世界環境を認識するためのセンシング技術，センサーに
より収集されたデータを処理し，意味ある情報を抽出するための理
論とアルゴリズムについて理解する。さらに，それらの手法に基づ
いて人間の判断や行動を支援するための賢いシステムや安全かつ安
心な環境の設計を行う能力を獲得する。
　安全，安心に関わる実世界環境設計の考え方や環境センシングに
関わる技術について，測距・測位の原理・アルゴリズム・システ
ム，イメージングの手法・システム・応用を中心に解説し，各々の
技術の課題と今後の展望について議論する。

情報解析学特論 （概要）確率的な現象を解析するための基本的な方法論の一つであ
る多変量データ解析学の基本的な考え方を理解するととともに，線
形回帰分析などにおいてモデル選択が必要とされる理由や，モデル
選択の具体的な手法を学習することを通して理論的な解析および適
用方法について理解を深める。また，機械学習等で用いられている
ベイズ統計学について，その基本原理からアルゴリズム，応用例に
ついて説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（19 今井　英幸／8回）
　線形回帰モデルおよび非線形回帰モデルのモデル選択理論を取り
上げ，情報量規準などの理論的な解析，幾何学的な解釈，および適
用方法について説明する。
（102 廣瀬　善大／7回）
　ベイズ統計学に基づくデータ解析手法について，統計モデリン
グ，モデル選択，統計的決定理論の考え方と，機械学習への応用に
ついて説明する。

オムニバス方式

知能ソフトウェア特論 （概要）人工知能，データサイエンス，ソフトウェア科学の知見を
踏まえて，知能的なソフトウェアを知能的に開発するための基本的
な考え方とそれに基づく方法論を説明する。
（オムニバス方式／全15回）※2021.3まで
（2 栗原　正仁／8回）※2021.3退職
　人工知能とソフトウェア科学の知見を踏まえて，知能的なソフト
ウェアを知能的に開発するための基本的な考え方とそれに基づく方
法論を説明する。
（82 小山　聡／8回）※2021.4より担当
　人工知能とソフトウェア科学の知見を踏まえて，知能的なソフト
ウェアを知能的に開発するための基本的な考え方とそれに基づく方
法論を説明する。
（82 小山　聡／7回）人工知能とデータサイエンスの知見を踏まえ
て，知能的なソフトウェアを知能的に開発するための基本的な考え
方とそれに基づく方法論を説明する。

オムニバス方式
※2021.3まで
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自律系工学特論 （概要）人工物や生物の置かれた変動する環境とは何か，その中で
の人工物（生物）の存続とは，自律機能とは何か等に関わる基本的
概念，およびいかにこれらを工学的に実現するのかに関するこれま
での理論的，技術的研究の総括，自律システムである人の認知機構
と脳科学等を中心に学ぶ。特に，自律系工学の概説，人工生命と複
雑系，複雑系をモデル化するための離散力学系と解析方法，複雑系
をモデル化するための連続力学系と解析方法，分岐とカオス，生命
システムへの力学系モデルの応用，生命に対する進化的手法と学習
について理解を深める。
（オムニバス方式／全15回）
（32 山本　雅人／5回）
　生命を例とする自律システムについて，自律系工学の概説から，
複雑系と進化的手法，人工生命の基礎について説明する。
（93 飯塚　博幸／10回）
　複雑系をモデル化するための連続力学系と解析方法，分岐とカオ
ス，生命に対する進化的手法と学習について説明する。

オムニバス方式

調和系工学特論
(Harmonious Systems
Engineering)

（概要）社会と調和した情報システムを構築するための計算パラダ
イムとして，マルチエージェントシステムを取り上げ，問題解決に
向けて用いる際の基礎となる理論を中心に講義を行う。特に，分散
人工知能に基づくマルチエージェントシステムやその応用について
の基礎となるゲーム理論を背景に，その理論の理解とアルゴリズム
の習得を目的とする。
（オムニバス方式／全15回）
（38 川村　秀憲／7回）
　マルチエージェントシステムの応用領域，分散制約充足問題に対
するマルチエージェントによる解法アルゴリズム，マルチエージェ
ントによる分散最適化手法を説明する。
（86 山下　倫央／8回）
　非協力ゲーム理論，ベイジアンゲーム，混雑ゲームの理論，提携
ゲーム理論を説明する

オムニバス方式

ヒューマンコンピュータ
インタラクション特論

（概要）本講義では，人間とコンピュータのインタラクションを設
計するための方法論を学ぶ。具体的には，人間と知的システム（ロ
ボットやエージェントなど）とのインタラクションの仕組みを理解
するために，そのシステムの構成原理や構成方法，機械学習とモデ
ル化の手法，ユーザの認知特性，システムの評価方法について学
ぶ。さらに発展的なテーマとして，次世代インタラクション技術で
あるバーチャルリアリティ（仮想現実）やオーグメンテッドリアリ
ティ（拡張現実）について学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（11 小野　哲雄／12回）
　ヒューマンコンピュータインタラクションの構成原理と構成方
法，機械学習とモデル化の手法，ヒューマンロボットインタラク
ション，ユーザの認知特性，次世代インタラクション技術，バー
チャルリアリティ，オーグメンテッドリアリティ。
（100 坂本　大介／3回）
　ヒューマンコンピュータインタラクションにおけるデザイン手
法，実験手法，評価手法。

オムニバス方式

ハイパフォーマンスコン
ピューティング特論

（概要）スーパーコンピュータに代表される大規模計算機システム
のアーキテクチャについて説明する。また，MPIやOpenMPを用いた
マルチプロセス，マルチスレッドプログラミングや大規模・高精
度・高速なシミュレーションを実現するためのチューニング技術，
解法技術および最適化技術について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（50 大宮　学／8回）
　スーパーコンピュータのアーキテクチャ，マルチプロセスプログ
ラミングについて説明する。
（54 岩下　武史／7回）
　マルチスレッドプログラミング，高性能シミュレーションのため
のチューニング技術，解法技術について説明する。

オムニバス方式
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情報システム設計学特論 （概要）情報システムの設計に必要となる最適化アルゴリズムにつ
いて, 特に，人工的な進化を行う計算モデルとして自律的なイノ
ベーションを実現する進化計算や，広範囲の問題に対応できるメタ
ヒューリスティクスを取り扱う。具体的には，それぞれのアルゴリ
ズムの概要，パラメータ設定やオペレータ設計の理論，および先端
的な手法の導入，それらのシステム設計，最適化への応用について
講義する。
（オムニバス方式／全15回）
（53 棟朝　雅晴／12回）
　最適化アルゴリズムの基礎，メタヒューリスティックの基礎，遺
伝的アルゴリズムの概要および改良手法，進化計算の設計及びパラ
メータ設定理論，リンケージ同定や確率モデル構築に基づく先端的
な手法について説明する。
（113 杉木　章義／3回）
　遺伝的アルゴリズムなど進化計算の大規模並列化および他のメタ
ヒューリスティックスと進化計算のハイブリッド実装，システム設
計などの応用事例について説明する。

オムニバス方式

先端ネットワーク特論 （概要）知識ネットワーク社会の基礎となるコンピュータネット
ワークアーキテクチャの基本から，インターネットに代表される地
球規模の情報ネットワークの中に見られる創発的現象までを，プロ
トコルの体系とネットワーク管理運用の側面から講義するととも
に，ユビキタスな情報ネットワーク上での情報拡散や知識形成の振
る舞いを高度自律分散システムとして理解させ，情報ネットワーク
基盤の理論とその応用技術を修得させる。
（オムニバス方式／全15回）
（51 髙井　昌彰／8回）
　プロトコル階層化の概念に基づいて，データリンク層，インター
ネット層，トランスポート層のそれぞれにおける代表的プロトコル
の機能と，自律分散的な経路形成の仕組みについて講義する。
（112 飯田　勝吉／7回）
　SSL・VPNなどのネットワーク・セキュリティ，通信品質提供，
ネットワーク資源の最適制御技術に加え，SDN・NFV・エッジコン
ピューティングなどの最先端の情報ネットワーク技術について講義
する。

オムニバス方式

先端データ科学特論 （概要）探索的データ解析やデータマイニングにおける基盤概念の
１つである計算機統計学に関し，基礎的な知識や統計ソフトウェア
の概説に加え，多次元データ解析法において計算機指向とされてい
る手法を具体的に講義する。
（オムニバス方式／全15回）
（49 水田　正弘／8回）
　射影追跡法，関数データ解析法，シンボリックデータ解析法につ
いての理論的な背景ならびに実際の適用方法について説明する。
（52 南　弘征／7回）
　重回帰分析などに代表される基本的な多次元データ解析法，およ
び主成分分析やクラスター分析等の探索的データ解析法について，
理論的な背景および計算機上の実装などを中心に概説する。

オムニバス方式

応用代数学特論 （概要）多項式の代数系を扱う代数幾何学の入門とその応用を紹介
する。まず多項式環から入り，グレブナー理論（多項式の割り
算），代数多様体，特異点，超平面配置などのテーマを選んでその
初歩を学ぶ。 応用として，計算代数（COCOA等），代数統計，学習
理論，コンピュータビジョンなどのトピックスを講じる。

応用幾何学特論 （概要）高次の図形を扱う現代幾何学の入門とその応用を紹介す
る。まず多様体の考え方から入り，ホモロジー論，微分幾何学，特
異点論などのテーマを選んで初歩を学ぶ。応用として，学習理論，
統計多様体， パーシステント・ホモロジー，構造デザインなどの
トピックスを講じる。
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集積システム学特論
(Integrated Systems)

（概要）現代の情報処理システムの大規模集積化動向とニーズの本
質を理解し，それに応じる重要技術（ソフトウェア，アーキテク
チャ，回路，デバイス），およびそれらの相互関係を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（18 本村　真人／5回）
　社会潮流から見た集積システム（システムLSI）の課題と展望，
特にその経済的側面，および今後期待されるアーキテクチャ研究の
新展開について説明する。
（36 浅井　哲也／5回）
　新規材料・デバイスの本質を理解して有効活用するデバイスア
ウェアな回路・情報処理システムを説明する。
（103 高前田　伸也／5回）
　ハードウェアを最大限活用するソフトウェアおよびアルゴリズム
技術の展望について説明する。

オムニバス方式

半導体デバイス物理学特
論(Semiconductor Device
Physics)

（概要）半導体電子・光デバイスの動作を理解するうえで基礎とな
る固体物性，半導体物性，および量子力学について説明し，基本理
解を深める。
（オムニバス方式／全15回）
（22 本久　順一／8回）
　固体のバンド理論や物性物理学，電子輸送現象など，半導体のデ
バイス応用に関わる基本的事項について説明する。
（98 冨岡　克広／7回）
　半導体量子構造中の電子の波動性やトンネル現象などの量子物性
とその制御技術や半導体中の量子現象に立脚した次世代デバイスの
原理を説明する。

オムニバス方式

集積プロセス学特論
(Integrated Material
Processing)

（概要）電子ナノ材料の合成と電子・光デバイスの集積化プロセス
技術を概観し，その物理化学過程について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（15 村山　明宏／8回）
　半導体ナノ材料と量子構造の基礎と作製プロセスについて取り上
げ，電子や光の機能性を利用するデバイスの集積化技術について説
明する。
（75 菅原　広剛／7回）
　プロセスプラズマ中およびプラズマ－材料表面間における原子分
子過程について取り上げ，プラズマ諸反応の基礎と応用について説
明する。

オムニバス方式

固体物性学特論(Solid
State Physics for
Electronics)

（概要）初等量子力学では十分に学習しきれなかった量子力学の基
本的な考え方・記述方法の学習に重点を置きながら，電子デバイス
の動作原理を理解するための基礎となる固定中の電子の振る舞いに
ついて説明する。ヒルベルト空間での状態ベクトルの考え方，不確
定性関係と交換関係の等価性の数学的導出，交換関係とシュレー
ディンガー方程式の表示の関係，対称性と保存則，多粒子系と交換
相互作用，摂動論・変分原理等の近似方法を理解し，バンド理論，
分子間力，トンネル効果を始めスピントロニクスの基礎，量子情報
処理の基礎的な概念について説明する。

電子デバイス学特論
(Physics of electron
device)

（概要）情報エレクトロニクスの根幹をなす電子デバイスについ
て，その基礎物理から最先端の応用まで幅広く説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（1 髙橋　庸夫／4回）※2020.3退職
　集積回路の進化に重要なデバイス微細化について概観するととも
に，微細ナノ構造体に出現する量子効果やメソスコピック系の物理
とそれらのデバイス応用について説明する。
（25 植村　哲也／4回）※2020.4より担当
　集積回路の進化に重要なデバイス微細化について概観するととも
に，微細ナノ構造体に出現する量子効果やメソスコピック系の物理
とそれらのデバイス応用について説明する。
（69 有田　正志／7回）
　電子デバイスに広く用いられる磁性体について取り上げ，その性
質を電磁気学，量子力学，バンド構造という側面から説明する。
（25 植村　哲也／4回）
　半導体や金属における電子スピンの物理とそれを活用した次世代
メモリー，センサー技術について説明する。

オムニバス方式

光エレクトロニクス特論
(Advanced
Optoelectronics)

（概要）光の波動的，量子的な性質を活用した情報の伝送と処理を
行うためのデバイスとシステムの技術を解説する。また，波長変
換，光スイッチ，分光，イメージング，光・量子情報処理などに幅
広く応用されている非線形光学について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（9 富田　章久／7回）
光の性質と光を発生・制御・検出するためのデバイス技術，さらに
それらを応用したシステム技術の相互の関連を，主に光通信を例と
して説明する。
（71 岡本　淳／8回）
光第二高調波発生，光パラメトリック増幅・発振などについて，非
線形応答のモデル化および結合波動方程式を用いた理論的解析につ
いて説明する。

オムニバス方式
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光情報システム学特論
(Photonic Information
System)

（概要）光の波動性と量子性の概念，光情報処理の基礎知識，量子
光学の基礎，について説明した後，情報処理に欠かせない物質との
相互作用を利用した半導体受光素子などのデバイスについて説明す
る。
（オムニバス方式／全15回）
（44 笹木　敬司／5回）
　波動光学の基礎から光学フィルタリング，コヒーレント光学処
理，インコヒーレント光学処理などのアナログ光情報処理について
解説する。
（107 藤原　英樹／5回）
　電磁場の量子化の概念を説明し，量子的なヤングの干渉を取り上
げ，量子光学に基づく光情報処理量・計測技術について概説する。
（104 赤澤　正道／5回）
　物質の光学的性質について概要を説明した後，電気光学効果・音
響光学効果を応用した光スイッチ，ならびに，半導体受光素子，半
導体発光素子について説明する。

オムニバス方式

応用デバイス回路学特論
(Advanced Electronic
Devices and Circuits)

（概要）無線通信やセンサーに不可欠な高速動作電子デバイスとア
ナログ電子回路をとりあげ，その原理，設計，性能および応用につ
いて説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（106 佐藤　威友／5回）
　高速半導体トランジスタの動作原理と素子構造設計の考え方を説
明する。
（41 葛西　誠也／5回）
　高速電子デバイスの動作特性および雑音について説明する。
（42 池辺　将之／5回）
　デバイス特性に基づいた回路設計と応用回路（センシング，高周
波回路，A/D・D/A変換器など）について説明する。

オムニバス方式

電子材料学特論(Advanced
Electronic Materials)

（概要）情報エレクトロニクスに新しい展開をもたらしつつある新
電子材料の基礎物性とデバイス応用について学習する。各種半導
体，異種接合半導体，半導体量子構造，磁性半導体，磁性金属等の
先端的電子材料について，基礎物性，特色およびデバイス応用の観
点から，その研究開発について理解を深める。
（オムニバス方式／全15回）
（47 太田　裕道／5回）
　半導体量子構造およびそれを用いた半導体電子デバイスやフォト
ニックデバイスなどの実例を挙げて解説する。
（105 原　真二郎／5回）
　電子材料の結晶学的な分類や物性の評価手法を解説するととも
に，これまで確立された代表的な作製手法や電子産業の発展に寄与
した異種材料接合構造の基礎について解説する。
（108 山ノ内　路彦／5回）
　強磁性金属を中心とした磁性材料の基礎物性，それを利用したス
ピントロニクスデバイスについて説明する。

オムニバス方式

情報エレクトロニクス数
学力学特論(Physics and
Mathematics for
Electrical Engineering)

（概要）情報エレクトロニクスの基礎をなす物理や数学についての
基礎的なトピックスを選択的に学ぶ。トピックスは，基礎数学，解
析力学，量子力学，統計力学などの中から選ばれる。中でも，古典
解析力学に特に重点を置き，ダイナミカル・システム，運動量保存
の条件，エネルギー保存の条件，最小作用の原理，ラグランジュア
ン・フォーミュレーション（オイラー・ラグランジュ方程式），ハ
ミルトニアン・フォーミュレーション（ハミルトンの方程式），対
称性と保存量，ポアソン括弧などの基礎概念を解説する。

情報エレクトロニクス特
別講義(Frontiers of
Electronics)

（概要）先進情報工学分野の基盤となるエレクトロニクス技術に関
して，先端電子材料，超高速電子デバイス，高効率エネルギー変換
デバイス，先進光・磁気デバイス，高度集積化技術等の基本原理と
動作原理，先進技術応用について説明する。
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ゲノム情報科学特論
(Genome Informatics)

（概要）生物学・医学を始めとする様々な分野で利用されているゲ
ノムについて，その生物学的性質から生物学的医学的利用について
説明する。具体的には，ゲノムの構造と機能の基礎を説明し，大量
ゲノムデータの産生と処理のために用いられている生物学的・情報
科学的戦略や，疾患を含む様々な表現型の責任ゲノム領域を明らか
にするための解析や医療応用，ゲノム比較解析法，ならびに，それ
らの応用によって得られた重要な成果について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（20 渡邉　日出海／7回）
　分子生物学の基礎(ゲノム複製，セントラルドグマ等）およびゲ
ノム解析法（実験手法，分子進化解析）について説明し，最新の重
要な研究成果を紹介する。
（84 小柳　香奈子／6回）
　ゲノム配列比較方法，遺伝子発現に関連したゲノム配列解析方法
等について説明し，これらの方法に基づく最新の重要な研究成果を
紹介する。
（152 佐藤　典宏／1回）
　Precision Medicineを含む最新の医療技術開発に関する説明と将
来展望を概観する。
（155 遠藤　晃／1回）
　先端医療情報システムの概要とその実装について説明する。

オムニバス方式

情報生物学特論
(Information Biology)

（概要）爆発的増加を続ける生物学的情報のビッグデータから，生
命システムの仕組みを明らかにするために必要な，生物の知識と情
報科学的技術の習得を目指す。
（オムニバス方式／全15回）
（31 遠藤　俊徳／8回）
　遺伝子・タンパク質の構造・機能予測，分子進化，機械学習等に
関する研究方法を説明する。
（89 長田　直樹／7回）
　ゲノム配列の解析やゲノム配列の進化に関する科学論文を各自で
読み，プレゼンテーションを行う。

オムニバス方式

情報医科学特論(Medical
Information Science)

（概要）医学と薬学の分野でさまざまに活用されるバイオインフォ
マティクスについての講義である。ゲノム，トランスクリプトー
ム，プロテオーム，メタボロームなどのオミックスデータに対して
計算機を使った情報解析を行い，生命現象の本質を明らかにしよう
とする研究手法を学ぶ。これにより基本的なバイオインフォマティ
クス解析の技術を修得するとともに，ヒト疾患の分子機構と医薬品
開発について理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（156 今西　規／8回）
　ゲノム配列からの機能性因子の発見をめざした情報解析手法，疾
患や個体差の原因となるゲノム多様性の分子機構，遺伝子やタンパ
ク質の機能予測手法，医学・生物学文献情報の機械的処理技術など
を学ぶ。さらに，各種の有用な生物情報データベースについての基
礎知識を習得する。
（157 福西　快文／7回）
　生物情報利用の最終目標である医薬品の開発について紹介する。
医薬品の元となる物質を発見し，評価し，設計する手法を学ぶ。医
薬品は究極のナノテクである。人の運命を左右する医薬品の開発に
人類はあらゆる努力を払ってきたが，その多用な手法を学ぶ。

オムニバス方式

細胞生物工学特論(Cell
and Tissue Engineering)

（概要）細胞・組織の生物物理現象と数理モデルについて論じる。
まず，細胞の力学物性の基礎と理論を説明し，細胞運動，細胞接
着，細胞周期に関する生物物理現象を説明する。次に，細胞物性の
揺らぎ，および組織形態形成の生物物理現象とそれらの数理モデル
を説明する。

バイオイメージング特論
(Bioimaging)

（概要）生体の機能情報・形態情報のイメージングに大きな役割を
果たしている磁気共鳴イメージングを中心に，計測原理と特長を学
ぶ。磁気共鳴イメージング法に加え，最新のバイオイメージングの
動向と応用例を紹介する。特に，ヒトを対象とする計測では非侵襲
性が求められ，これをいかに実現するかを考えながら原理と応用に
関し理解を深めていく。
（オムニバス方式／全15回）
（23 平田　拓／8回）
　核磁気共鳴現象を理解することからスタートし，計測原理，イ
メージング装置，画像再構成法について理解を深めていく。磁気共
鳴イメージングに必要な回路技術についても解説する。
（96 松元　慎吾／7回）
　ヒトを対象とした磁気共鳴イメージングおよび分子イメージング
の適用例と最新のバイオイメージングの動向を説明する。また，代
謝に関わる分子を可視化する代謝イメージングについても解説す
る。

オムニバス方式
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ナノマテリアル特論
(Nanomaterials)

（概要）ナノマテリアルは，バイオテクノロジー，医学，化学，触
媒，センサーなど科学・産業に重要な技術である。人類は，ローマ
ンカップにみられるようにナノマテリアルの特性をローマ時代から
うまく利用してきた。本講義では，ナノマテリアルの基本的特性を
理解し，さらに最新の技術にどのように応用されるかを学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（48 雲林院　宏／10回）
　ナノマテリアルの概要，金属ナノマテリアルの光学特性，（光）
触媒などに用いられるナノマテリアルの概要について説明する。
（109 平井　健二／3回）
　有機金属化合物を中心としたナノマテリアルの概要と化学・生物
応用例について説明する。
（149 猪瀬　朋子／2回）
　生物・医学応用を志向したナノマテリアルの応用例の紹介する。

オムニバス方式

医用システム工学特論
(Medical Systems
Engineering)

（概要）医用工学の一分野として，臨床医学で利用される種々の医
用システムに関しその概要と意義を理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（28 橋本　守／7回）
　医用システムを構成するハードウェア・ソフトウェアの基礎技術
について解説する。特に医用システムの基礎，臨床検査システム，
光医用計測システム等を説明する。
（70 工藤　信樹／8回）
　現在実用化されている医用システムについて解説する。特に医用
計測システム，医用画像システム，治療・制御システム，手術機器
システム，手術支援システム，集中治療システム，人工臓器システ
ム，医用システムの安全性について説明する。

オムニバス方式

神経制御工学特論(Neural
Control Engineering)

（概要）脳・神経系は生体の情報を伝達，処理，記憶する。人工的
な情報処理システムと異なり，脳・神経系は生命体特有の構造と処
理機構をもつ。本講義では，神経細胞の構造，活動電位，シナプス
伝達，可塑性等の神経科学における基礎的事項を説明した上で，感
覚情報処理，運動制御，学習と記憶，情動等について，その神経機
構を学ぶ。また，それらを基にして，神経活動の制御に必要な技術
や理論の応用例を具体的に述べる。
（オムニバス方式／全15回）
（33 舘野　高／8回）
　ヒトの脳・神経系の構造と機能の基礎的な内容を説明した上で，
神経活動を制御するために現在利用されている様々な方法や技術を
その背景から解説する。
（91 西川　淳／7回）
　神経活動の大規模計測技術および制御技術について説明した上
で，脳における情報処理原理を探る計算論的神経科学について述べ
る。最後に，学習・情動・言語等の高次脳機能を司る神経機構に迫
るための具体的な研究例を示す。

オムニバス方式

脳神経科学特論
(Neuroscience and brain
function)

（概要）脳神経系の機能やその可視化技術を理解するため，分子細
胞生物学や生理学，生体計測学の基本的な考え方を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（110 榎木　亮介／8回）
　神経細胞・脳の構造と進化，機能の局在，生体リズム，脳の疾患
を取り上げ，生理学的な基礎および実験解析法について説明する。
（45 根本　知己／7回）
　非線形光学，機能イメージング，ニューラルネット，臨床応用を
取り上げ，生理学的な基礎および実験解析方法について説明する。

オムニバス方式

ナノイメージング特論
(Nanoimaging)

（概要）Ｘ線等を用いてナノ・原子構造をイメージングする際の基
礎となるＸ線の相互作用や発生原理の概要，および各種のＸ線イ
メージング手法の基礎とその応用例を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（46 西野　吉則／7回）
　Ｘ線の粒子性と波動性および電子や原子による散乱，結晶による
回折，吸収などの相互作用や，Ｘ線の発生原理の基礎について説明
する。
（145 木村　隆志／4回）
　Ｘ線を利用したイメージングを行う上で重要となるＸ線光学素子
の基礎について，可視光領域との類似点・相違点を踏まえながら概
説を行う。
（148 鈴木　明大／4回）
　Ｘ線イメージング法を概観した後，吸収コントラスト，位相コン
トラスト，トモグラフィに関して，その背景にある物理法則から説
明する。

オムニバス方式
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ナノフォトニクス特論
(Nanophotonics)

（概要）金属ナノ微粒子などのナノ構造体への光照射に基づく光と
物質の相互作用，およびナノフォトニクス技術を用いたナノ加工・
計測技術，光エネルギー変換や分子操作に関して講義する。
（オムニバス方式／全15回）
（43 三澤　弘明／7回）※2021.3退職
　光化学の基礎や光と物質の相互作用に関する学理，およびナノ
フォトニクス技術を用いた光エネルギー変換などの応用技術に関し
て説明する。
（111 上野　貢生／7回）※2021.4から担当
　光化学の基礎や光と物質の相互作用に関する学理，およびナノ
フォトニクス技術を用いた光エネルギー変換などの応用技術に関し
て説明する。
（111 上野　貢生／7回）
　光の反射と散乱，光の伝搬と吸収，誘電体・金属中の光の伝搬，
およびその計測法に関するナノフォトニクスの基礎的な学理を説明
する。
（144 押切　友也／1回）
　ナノフォトニクス材料を創製するナノ加工技術において不可欠な
フォトレジストなど，材料の観点からナノフォトニクスの学理を説
明する。

オムニバス方式

先端医工学特論 （概要）生体材料工学，生体材料学を中心に，再生医工学，細胞工
学など，次世代医療産業の創成に直結する先端医工学の研究の中か
らいくつかのトピックスを取り上げ，これらの分野の現状と将来に
ついて講義する。

自然言語処理学特論
(Natural Language
Processing)

（概要）人間が言語を理解する仕組みをコンピュータ上に実現し，
工学的に応用する方法について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（8 荒木　健治／8回）
　応用技術として対話処理，言語獲得，機械翻訳，質問応答につい
て説明する。
（83 伊藤　敏彦／7回）
　音声言語処理の基礎技術として音声の特徴抽出法，応用技術とし
て計算機と人間のように会話することを目指す音声対話処理手法に
ついて説明する。

オムニバス方式

メディア創生学特論
(Media Creation
Methodology)

（概要）メディアを創生するための方法論や技術を学ぶ。テキスト
メディア，映像・画像メディア，音声・音響メディアなどの多様な
メディアの基礎知識を学ぶとともに，インターネットを介してのメ
ディアの配信やコンテンツの特徴についても理解を深める。特に，
メディアの歴史，メールをはじめチャットやハイパーテキストなど
のテキストメディア，コンピュータグラフィックスの基礎技術，イ
ンターネットでの画像・オーディオメディアの配信と圧縮技法，応
用例として人工現実感，複合現実感，アニメーション，コンピュー
タビジョン，三次元表示技術など，最新の応用技術を学ぶ。

メディア表現論特論
(Media Representation
Theory)

（概要）情報媒体として重要な画像，動画像，音声，音響等の表現
法について学ぶ。各種情報メディアの表現法についてその基礎を学
び，情報の抽出及びネットワークなどを介した情報交換に適した表
現への変換法を理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（99 小川　貴弘／11回）
　情報の形態と変換法，情報の符号化，メディア表現法の基礎とそ
の処理技術を説明する。
（21 長谷山　美紀／4回）
　画像・映像処理の最近の動向，メディア処理に関する研究の動向
を説明する。

オムニバス方式

コンピュータグラフィッ
クス特論(Computer
Graphics)

（概要）実社会, 周辺環境と関連して機能する情報メディア技術を
取り上げ，情報メディア技術の応用分野で中核となっている要素技
術に関して基礎となる理論と応用技術を学ぶ。特に，仮想空間の情
報を現実世界に反映させるコンピュータグラフィックス技術を学
ぶ。仮想世界を画像化するシミュレーション技術，レンダリング技
術，映像表現技術，また，実世界をコンピュータ上で取り扱うため
の処理技術，可視化技術， 応用システム技術などを理解する。
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ネットワークシステム特
論(Network Systems)

（概要）現在の情報化社会を支える情報ネットワークシステムに関
する各種基盤技術に関する理解を深める。情報理論，符号理論，通
信方式の基礎理論を学び，情報ネットワークや無線通信システムの
応用技術ならびにネットワーク・セキュリティに関する知識を習得
する。本講義では同時に，情報圧縮技術，画像符号化/復号技術な
どの基本的なメディア処理を学び，それを実現するための半導体集
積回路技術に関しての知識も習得する。
（オムニバス方式／全15回）
（95 筒井　弘／14回）
　ネットワークシステムに関する基本的な考え方を説明するととも
に，基本的なメディア処理ならびにそれを実現するための半導体集
積回路技術に関して説明する。
（5 宮永　喜一／1回）
　メディア処理に関する先端的な内容を説明する。

オムニバス方式

ワイヤレス伝送・環境電
磁特論(Wireless
Transmission and EMC)

（概要）携帯電話などのワイヤレス伝送システムの基本となるハー
ドウェア技術ならびに電波の環境適合性に関する技術について，発
展の歴史と最新の技術動向を理解することを目標とする。移動通信
を中心に，アンテナや高効率マイクロ波増幅器などのハードウェア
技術と実用化のための知識を習得することができる。また，電波と
生体との相互作用と両立性について理論と具体的対策の基礎から実
用までを理解することができる。

フォトニックネットワー
ク特論(Photonic
Network)

（概要）インターネットやモバイルコミュニケーションなどの通信
サービスを提供しているフォトニックネットワークについて学ぶ。
送信，受信，伝送線路に関する要素技術，そして，それらを組み合
わせた光通信システムの全体像を理解することを目標とする。
（オムニバス方式／全15回）
（97 藤澤　剛／12回）
　光通信に必要な，送信，受信伝送線路の要素技術について説明す
る。
（39 齊藤　晋聖／3回）
　要素技術を用いて組み上げたフォトニックネットワーク，及び，
最新の光通信技術を説明する。

オムニバス方式

適応コミュニケーション
特論(Adaptive
Communications)

（概要）モバイルコミュニケーションのように環境が変化する場
合，通信システムもダイナミックに適応していく必要がある。時
間・周波数・空間・符号の各領域に渡る適応信号処理は最も重要な
技術であり，現在多くのシステムで実装されている。本講義では，
いくつかの適応信号処理技術に触れ，その役割について理解する。
（オムニバス方式／全15回）
（78 西村　寿彦／14回）
　4G LTEおよび将来の5G携帯電話で用いられる適応信号処理につい
て，その原理や応用例を説明する。
（17 大鐘　武雄／1回）
　4G LTEおよび将来の5G携帯電話で用いられる適応信号処理につい
て，最新の適用例を解説する。

オムニバス方式

ユビキタスネットワーク
学特論

（概要）情報ネットワークの遍在化を支える光や無線のネットワー
ク基盤技術と，その上で展開される音声，音響，映像などのメディ
ア表現技術および生活との関連について理解する。また，今後発現
するであろう新技術への対処や次世代技術の提言のための基礎と最
新話題の両面を学ぶ。
（オムニバス方式／全15回）
（57 可児　淳一／4回）
　ブロードバンドアクセス技術について解説する。
（58 古敷谷　優介／4回）
　アクセスメディア保守運用技術について解説する。
（59 藤野　昭典／4回）
　機械学習によるデータ解析について解説する。
（60 川西　隆仁／3回）
　メディア処理とメディア認識技術とその応用について解説する。

オムニバス方式

メディアネットワーク社
会学特論

（概要）メディアネットワーク社会の普及・定着に向け，情報およ
び通信に関する先端分野の技術研究はもとより，それらが社会，生
活，企業に与える影響を知り，多面的に考える方法，視点について
学ぶ。
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Complex Systems
Modeling

（英文）The course highlights the fundamentals of complex
networks and more recent metrics used to characterize these
networks. Structural and functional networks will be
explained as well as the patterns associated to each
networks. The course will introduce fractal analysis and
ontogenetic models of form and network growth. Network-based
data visualization techniques will be also presented.
（和訳）複雑ネットワークの基礎と，その特徴解析に利用する最新
のメトリックを学ぶ。また，構造的および機能的ネットワークなら
びにそれらに関連付けられたパターン，フラクタル解析と個体発生
モデル，およびネットワークベースのデータ視覚化技術を学ぶ。
（101 CONVERTINO MATTEO）※2021.3退職
（5 宮永　喜一）※2021.4より担当

システム制御理論特論
(Systems Control
Theory)

（概要）動的システムの解析・制御問題を数学的に扱う方法を説明
する。
（オムニバス方式／全15回）
（16 山下　裕／8回）
　非線形システムの制御問題に関し，基本的な厳密線形化手法か
ら，リアプノフ関数を用いた受動性，制御リアプノフ関数手法につ
いて説明する。
（92 小林　孝一／7回）
　不連続な振る舞いをもつハイブリッドシステムの制御問題に関
し，混合論理動的システムモデル，モデル予測制御について説明す
る。

オムニバス方式

ディジタル幾何処理工学
特論(Digital Geometry
Processing)

（概要）CAD/CAM/CAEやロボッティクス，コンピュータビジョンな
どで広く利用されているディジタル幾何処理工学や計算幾何学の基
本的な考え方を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（12 金井　理／7回）
　三次元ディジタル幾何処理で必要なグラフ理論の基礎，ならびに
異常値が含まれる三次元計測データに対するロバストなモデル
フィッティングの考え方を説明する。
（90 伊達　宏昭／8回）
　計算幾何学の基礎と応用，ならびに三次元計測技術の現状と計測
データ処理について説明する。

オムニバス方式

ヒューマンセントリック
システム特論(Human-
centric Systems)

（概要）人間の生体活動の計測と制御のための，数理モデルの設計
および実装技術について，その基本的な考え方を説明する。
（オムニバス方式／全15回）※2021.3まで
（3 金子　俊一／8回）※2021.3退職
　ロバスト信号処理および画像照合理論を取り上げ，理論的な解析
および適用方法について説明する。
（81 田中　孝之／8回）※2021.4から担当
　ロバスト信号処理および画像照合理論を取り上げ，理論的な解析
および適用方法について説明する。
（81 田中　孝之／7回）
　人間の運動制御のモデリングと生体情報計測に基づくアシスト技
術の制御を取り上げ，理論的な解析および適用方法について説明す
る。

オムニバス方式
※2021.3まで

システム環境情報学特論 （概要）実システムに対するディジタルモデルを用いた事前検証
と，システム運用環境の情報技術による高度化に関する手法を講義
する。
（オムニバス方式／全15回）
（14 小野里　雅彦／8回）
　システム／情報／環境の相互関係，システムにおける実と仮想の
概念，空間と時間の表現手法，災害情報と技術支援について説明す
る。
（72 田中　文基／7回）
　アクティビティモデリング，プロダクトモデリング，
IDEF0/EXPRESS/UMLを用いたシステム開発，オブジェクト指向モデ
リングについて説明する。

オムニバス方式

電気エネルギー変換特論 （概要）パワーエレクトロニクス技術を用いたエネルギー変換装置
の制御方法や，その基礎となっている瞬時空間ベクトル理論，交流
機のベクトル制御の基本的な考え方を説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（6 小笠原　悟司／8回）
　パワーエレクトロニクス技術を用いたエネルギー変換装置の制御
の基礎となる，座標変換，交流モータの電圧電流方程式，インバー
タのPWM制御，瞬時電力の考え方について説明する。
（85 竹本　真紹／7回）
　パワーエレクトロニクス技術の応用例として，永久磁石同期モー
タ，位相制御，電流制御の考え方について説明する。

オムニバス方式
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電力システム特論
(Electric Power
Systems)

（概要）大規模電力ネットワークの静的および動的特性を解析する
ための手法を講義するとともに，公益性と競争とを両立させなが
ら，電力システム全体の信頼性，経済性，環境適合性，等を最適に
維持するための情報学的な制御・運用・計画手法を講義する。
（オムニバス方式／全15回）
（29 北　裕幸／7回）
　電力システムの静的及び動的な特性を講義するとともに，それら
の特性を考慮した，電力システムの状態解析手法並びに最適制御手
法について講義する。
（87 原　亮一／8回）
　電力システムの運用計画問題を大規模システムの最適化問題と捉
え，電力自由化や分散電源が大量に導入された電力システムにおい
て，全体の信頼性，経済性，環境適合性を最適に維持するための手
法について講義する。

オムニバス方式

電磁工学特論(Advanced
Applied
Electromagnetics)

（概要）場の数値解析の基礎および差分法，有限要素法，FDTD法な
どの解析手法およびメッシュジェネレーション，電磁界解析を用い
た最適化法について説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（10 五十嵐　一／8回）
　偏微分方程式の数値解析，差分法，有限要素法，FDTD法を用いた
電磁界解析について説明する。
（80 野口　聡／7回）
　有限要素解析のためのメッシュジェネレーション，アダプティブ
有限要素法，電磁界解析を用いた最適化について説明する。

オムニバス方式

知能システム特論
(Intelligent Systems)

（概要）国際宇宙ステーション建設用ロボット，惑星探査ロー
バー，ヒューマノイドロボットなど，最先端のロボットを紹介す
る。その後，ヒューマノイドロボットを題材に，運動学，動力学，
2足歩行技術，動力学シミュレーション技術など，最先端ロボット
技術について講義する。最後に，ロボットが実世界で行動するため
の知能を実現する情報科学の基礎，特に行動型AI，脳の計算理論と
そのロボット工学への応用について講義する。

リモートセンシング情報
学特論

（概要）地球観測衛星に代表されるような，地球を対象に多種多様
なデータを広領域でかつ詳細にセンシングするシステム技術につい
て説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（63 田殿　武雄／5回）
　宇宙開発総論を講義する。具体的には，宇宙開発とは，日本の宇
宙開発，人工衛星，衛星軌道，地球観測衛星の種類，衛星情報の受
信・処理，高分解能衛星データの校正検証，科学研究例，実利用例
について詳しく説明する。
（117 堀　雅裕／5回）
　中分解能衛星データの利用について講義する。具体的には，衛星
データの3要素，センサーの種類と特徴，データ解析事例，放射量
補正と輝度較正，観測対象物の分光情報の特徴と利用，大気の吸
収・散乱と大気補正の考え方，地球物理量抽出の流れ，衛星データ
の応用，データフォーマット，将来計画について詳しく説明する。
（118 塩見　慶／5回）
　大気入門，大気観測衛星データの利用，衛星ミッションの企画に
ついて講義する。具体的には，大気の構造，光の吸収と散乱，温室
効果ガス，オゾン層，大気汚染，大気リモートセンシングの基礎，
センサーの種類と特徴，大気観測事例，ミッションの企画・フェー
ズ・衛星センサー開発，フィージビリティ検討について詳しく説明
する。

オムニバス方式

ディジタルヒューマン情
報学特論

（概要）身体機能の計算機モデルを構築し，製品設計やサービス設
計へと応用するためのディジタルヒューマンモデリング技術，なら
びに身体機能の基礎，身体機能の計測方法，モデル化に必要な数理
学，およびディジタルヒューマンモデリングの応用事例について体
系的に説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（62 持丸　正明／1回）
　ディジタルヒューマン情報学に関する基本的な概念について説明
する。
（115 多田　充徳／7回）
　身体機能の基礎とその計測方法，身体形状のモデル化に必要な数
理学を説明する。
（114 宮田　なつき／7回）
　ディジタルヒューマンモデリングの具体的な事例や，ディジタル
ヒューマンモデリングの応用事例を説明する。

オムニバス方式
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システム創成学特論
(Frontiers of System
Creation Technologies)

（概要）システム創成学の基礎となるH∞制御，人間センシング，
ディジタル幾何処理，サイバーフィールド構築技術の基本的な考え
方をそれぞれ説明する。
（オムニバス方式／全15回）
（16 山下　裕／2回）
　スモールゲイン定理, ロバスト制御の基礎について説明する。
（92 小林　孝一／1回）
　線形行列不等式（LMI）の基礎について説明する。
（12 金井　理／2回）
　三次元幾何データ表現の基本となる自由曲線・曲面，ソリッドモ
デリングの基礎について説明する。
（90 伊達　宏昭／2回）
　三次元計測技術と離散形状表現，三次元物体認識とモデリング技
術の基礎について説明する。
（3 金子　俊一／4回）※2021.3退職
　人間個体の基本特性，個人差の扱い，位置計測の基礎，動作計測
の基礎，位置計測の応用事例，動作計測の基礎について説明する。
（81 田中　孝之／4回）※2021.4から担当
　人間個体の基本特性，個人差の扱い，位置計測の基礎，動作計測
の基礎，位置計測の応用事例，動作計測の基礎について説明する。
（14 小野里　雅彦／2回）
　サイバーフィールドの応用分野である仮想生産システム，がれき
工学の基礎について説明する。
（72 田中　文基／2回）
　サイバーフィールドの基礎となるシステム定義の基礎とSysMLに
よるシステム記述について説明する。

オムニバス方式

Introduction to
Artificial
Intelligence, Big Data,
and Cybersecurity for
Graduate Students

（概要）近年急速に発展するとともにその重要度が増している人工
知能，ビッグデータ，サイバーセキュリティ分野におけるトピック
について，その基本から発展的な課題について説明し，大規模情報
の処理に関する知識を得る機会を提供する。
（オムニバス方式／全8回）
（93 飯塚　博幸・26 有村　博紀／2回）
　人工知能についてその基礎的な技術だけでなく，近年注目を浴び
ているDeepLearningといった最新のトピックについても説明する。
（35 吉岡　真治・64 James Allan／2回)
　文書データベースから有用な文献を検索する情報検索の基礎とそ
の検索結果を用いたマイニング技術について説明する。
（82 小山　聡／1回）
　クラウドソーシングなどの集団が持つ知識を活用してビッグデー
タを解析する手法について説明する。
（4 ZEUGMANN　THOMAS／3回）※2021.3退職
　インターネット上のセキュリティ確保に用いられる理論と技術に
ついて，その基礎から説明する。
（35 吉岡　真治／3回）※2021.4より担当
　インターネット上のセキュリティ確保に用いられる理論と技術に
ついて，その基礎から説明する。

オムニバス方式・
共同（一部）

Introduction to
Wireless Sensor
Networks and IoT

（概要）ワイヤレスセンサーネットワークとは，センサーを利用す
ることで，環境から得られる様々な情報を，ネットワークを経由し
て集積し，社会活動や経済活動などに応用する技術である。IoT
は，そのセンサーが，いたるところに存在する社会を意味する。本
講義では，無線センサーネットワーク・IoTの基本システム構成に
ついて説明する。
（オムニバス方式／全8回）
（66 Eryk Dutkiewicz／1回）
　センサーネットワークに関する基本構成について説明する。
（122 Negin Shariati Moghadam／7回）
　無線センサーナットワークの設計やIoTシステムの基本設計論に
ついて説明する。

オムニバス方式

Wireless Sensor
Networks and IoT

（概要）ワイヤレスセンサーネットワークとは，センサーを利用す
ることで，環境から得られる様々な情報を，ネットワークを経由し
て集積し，社会活動や経済活動などに応用する技術である。IoT
は，そのセンサーが，いたるところに存在する社会を意味する。本
講義では，無線センサーネットワーク・IoTの設計論について説明
し，代表的な応用例についても解説する。
（オムニバス方式／全8回）
（66 Eryk Dutkiewicz／1回）
　IoTシステムを活用した応用例について解説する。
（122 Negin Shariati Moghadam／7回）
　IoTシステム設計論について説明し，具体的な応用例に基づくシ
ステム構成例について解説する。

オムニバス方式

共
通
科
目

国
際
連
携
情
報
学
科
目
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Cyber Security
Fundamentals

（概要）サイバーセキュリティの基本事項について説明する。主要
なキーワードとしては，WEBサービスセキュリティ，TPC/IPセキュ
リティ，セキュアOS，アクセスポイントセキュリティなど。
（オムニバス方式／全8回）
（67 Ren Ping Liu／1回）
　サイバーセキュリティの基本分類について解説する。
（119 Priyadarsi Nanda／7回）
　各種セキュリティ技術に関する基本事項について説明する。

オムニバス方式

Cyber Security （概要）サイバーセキュリティの設計論について説明する。様々な
ネットワーク上におけるセキュリティシステムの設計手法について
解説する。例えば，WEBサービスセキュリティ設計，TPC/IPセキュ
リティ設計，OSのセキュリティ設計，アクセスポイントセキュリ
ティ設計など。
（オムニバス方式／全8回）
（67 Ren Ping Liu／1回）
　最近のサイバーセキュリティに関する話題と，今後の展望につい
て解説する。
（123 Ying He／7回）
　各種セキュリティシステムの設計論について説明する。

オムニバス方式

Software Defined
Networks

（概要）世界を網羅するインターネット，クラウドシステムなど，
大規模なネットワークとその上で実現される各種サービスに対する
柔軟な設計やネットワークの高速化を目的として，ソフトウエアデ
ファインドネットワーク（SDN）が導入されている。本講義では，
SDNの歴史，基本構成，応用例などについて説明する。
（オムニバス方式／全8回）
（68 Xiaojing Huang／1回）
　SDNの基本構成と最新状況について解説する。
（120 Mehran Abolhasan／7回）
　SDNの具体的な応用例やシステム設計例について説明する。

オムニバス方式

Blockchain （概要）ブロックチェインとは，グローバルネットワーク上に分散
設計・管理・運用される方式であり，例えば悪意のある情報書き換
えに対して耐性を有する技術である。本講義では，ブロックチェイ
ンの基本概念から設計論を説明し，仮想通貨を代表とした応用例な
どについて解説する。
（オムニバス方式／全8回）
（67 Ren Ping Liu／1回）
　ブロックチェインの基本概念と最新動向について解説する。
（121 Beeshanga Abewardana Jayawickrama／7回）
　ブロックチェインの設計法，具体的な応用例などについて解説す
る。

オムニバス方式

プロジェクトマネジメン
ト特論(Project
Management Basis)

（概要）プロジェクトマネジメントの基本的な考え方や用語を理解
し，実社会におけるプロジェクトの実例から，プロジェクトマネジ
メントの重要性や実態を理解する。また，プロジェクトマネジメン
トの計画・実行段階において，ツールや技法を実際に適用してその
使い方を体得する。
（オムニバス方式／全15回）
（158 辻角　精二／5回）
　プロジェクトマネジメントのコース概要について説明した後，立
ち上げプロセス，監視・コントロール・終結プロセスにおけるツー
ルや技法を解説し，ミニプロジェクトの実践とプロジェクト教訓の
獲得を行う。
（161 上甲　哲也／3回）
　プロジェクトマネジメントにおける計画プロセスについて解説す
る。
（160 今仁　武臣／4回）
　プロジェクトマネジメントにおける計画プロセスについて解説す
るとともに，クイズにより理解度の確認を行う。
（159 谷口　篤／3回）
　プロジェクトマネジメントにおける実行プロセスについて解説
し，ミニプロジェクトを実践する。また，プロジェクト事例研究を
行う。

オムニバス方式実
践
型
科
目
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パーソナルスキル特論
(Personal Skills for
Project Management)

（概要）プロジェクトマネジャーとして，プロジェクトをリードす
る際に必要とされるリーダーシップについて理解する。ステークホ
ルダーやチームメンバーと適切にコミュニケーションを図るために
必要となるスキルを取得する。プロジェクトマネジャーとして，プ
ロジェクトをリードする際に必要とされるリーダーシップについて
理解する。ステークホルダーやチームメンバーと適切にコミュニ
ケーションを図るために必要となる人間関係スキル（コミュニケー
ション，リーダーシップ，チーム・ビルディング，ファシリテー
ション，コンフリクトマネジメント，プレゼンテーション）を取得
して，実践できるようになる。
（オムニバス方式／全15回）
（162 永谷　裕子／5回）
　プロジェクトにおけるコミュニケーションとステークホルダーマ
ネジメントスキルに関して説明する。
（165 Robert K.T Chu／2回）
　リーダーシップの定義とリーダーシップスタイルについて説明す
る。
（164 Kenji HAGA／4回）
　プロジェクトチーム・ビルディング，コンフリクトマネジメント
と交渉術について説明する。
（163 塩田　宏治／4回）
　プロジェクトファシリテーションとアジャイル開発手法およびグ
ローバルプロジェクトマネジメントコミュニケーションについて説
明する。

オムニバス方式

倫理学特殊講義 （概要）パーフィットの『理由と人格』を素材として，現代倫理学
において人格概念がどのように評価され，それが功利主義理論とど
のように関わるかを理解する。また，またパーフィットの議論が生
命倫理学・環境倫理学にどのような影響を与えているのかを理解す
る。

「理系のための」知って
おきたい特許制度

（概要）理系の大学院生・PDが，研究の遂行にあたって最低限知っ
ておくべき特許制度について，「いずれ必要になる知識」を，専門
的な法律用語を用いることはできるだけ避け，できるだけ平易に解
説する。著作権・不正競争に関しても，1～2回を割いて解説する。
また，弁理士という資格や弁理士試験についても説明する。

文
理
融
合
科
目
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（別添２－４）

フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
髙橋
ﾀｶﾊｼ

　庸夫
ﾔｽｵ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習

電子デバイス学特論(Physics of
electron device) ※

1～2通

1･2①②

10
(-2019)

0.6
(-2019)

1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

2 専 教授
栗原
ｸﾘﾊﾗ

　正仁
ﾏｻﾋﾄ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
知能ソフトウェア特論 ※

1～2通
1･2①②

10
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平14.4)

5日

3 専 教授
金子
ｶﾈｺ

　俊一
ｼｭﾝｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
ヒューマンセントリックシステム特
論(Human-centric Systems) ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1①②
1～2通
1･2③④

1･2①②

2
8

1.1

0.9

1
1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平8.4)

5日

4 専 教授
ZEUGMANN
ﾂｵｲｸﾏﾝ

　THOMAS
ﾄｰﾏｽ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Mathematics
(ドイツ)

情報理工学特別演習
アルゴリズム特論(Theory and
Practice of Algorithms)
計算量と暗号理論特論(Complexity
and Cryptography)
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

1～2通
1･2①②

1･2③④

1･2②

10
2

2

0.5

1
1

1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

5 専 教授
宮永
ﾐﾔﾅｶﾞ

　喜一
ﾖｼｶｽﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
ネットワークシステム特論(Network
Systems) ※

1～2通
1･2③④

10
0.2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(昭58.4)

5日

6 専 教授
小笠原
ｵｶﾞｻﾜﾗ

　悟
ｻﾄ

司
ｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
電気エネルギー変換特論 ※

1①②
1～2通
1･2①②

2
8

1.1

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平19.4)

5日

7 専 教授
工藤
ｸﾄﾞｳ

　峰一
ﾐﾈｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
情報認識学特論(Pattern
Recognition and Machine Learning)
※

1～2通
1･2①②

10
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(昭63.4)

5日

8 専 教授
荒木
ｱﾗｷ

　健治
ｹﾝｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
自然言語処理学特論(Natural
Language Processing) ※

1～2通
1･2①②

10
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平10.10)

5日

9 専 教授
富田
ﾄﾐﾀ

　章久
ｱｷﾋｻ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
光エレクトロニクス特論(Advanced
Optoelectronics) ※

1～2通
1･2③④

10
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平22.4)

5日

10 専 教授
五十嵐
ｲｶﾞﾗｼ

　一
ﾊｼﾞﾒ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
電磁工学特論(Advanced Applied
Electromagnetics) ※

1①②
1～2通
1･2③④

2
8

1.1

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平13.4)

5日

11 専 教授
小野
ｵﾉ

　哲雄
ﾃﾂｵ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

情報理工学特別演習
ヒューマンコンピュータインタラク
ション特論 ※

1～2通
1･2③④

10
1.6

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平21.10)

5日

12 専 教授
金井
ｶﾅｲ

　理
ｻﾄｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
ディジタル幾何処理工学特論
(Digital Geometry Processing) ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1①②
1～2通
1･2①②

1･2①②

2
8
1

0.2

1
1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平7.4)

5日

13 専 教授
坂本
ｻｶﾓﾄ

　雄児
ﾕｳｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
メディア創生学特論(Media Creation
Methodology)

1～2通
1･2③④

10
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平12.4)

5日

14 専 教授
小野里
ｵﾉｻﾞﾄ

　雅彦
ﾏｻﾋｺ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
システム環境情報学特論 ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1①②
1～2通
1･2③④
1･2①②

2
8

1.1
0.2

1
1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平15.4)

5日

15 専 教授
村山
ﾑﾗﾔﾏ

　明宏
ｱｷﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
集積プロセス学特論(Integrated
Material Processing) ※

1～2通
1･2③④

10
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平20.10)

5日

16 専 教授
山下
ﾔﾏｼﾀ

　裕
ﾕｳ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
システム制御理論特論(Systems
Control Theory) ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1①②
1～2通
1･2①②

1･2①②

2
8

1.1

0.2

1
1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

17 専 教授
大鐘
ｵｵｶﾞﾈ

　武雄
ﾀｹｵ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
適応コミュニケーション特論
(Adaptive Communications) ※

1～2通
1･2③④

10
0.2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平7.4)

5日

18 専 教授
本村
ﾓﾄﾑﾗ

　真人
ﾏｻﾄ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
集積システム学特論(Integrated
Systems) ※

1～2通
1･2①②

10
0.8

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平23.4)

5日

19 専 教授
今井
ｲﾏｲ

　英幸
ﾋﾃﾞﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
情報解析学特論 ※

1～2通
1･2③④

10
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平1.4)

5日

20 専 教授
渡邉
ﾜﾀﾅﾍﾞ

　日出海
ﾋﾃﾞﾐ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
ゲノム情報科学特論(Genome
Informatics) ※

1～2通
1･2①②

10
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

申請に係る大
学等の職務に

従事する
週当たり平均

日数

別記様式第3号（その2の1）
（用紙　日本工業規格A4縦型）

教 　員 　の 　氏 　名 　等

（ 情報科学院　情報科学専攻　修士課程 ）

調書
番号

専任等
区　分

職位 年齢
保有

学位等

月　額
基本給
(千円)

担当授業科目の名称
配当
年次

担　当
単位数

年　間
開講数

現　職
（就任年月）
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21 専 教授
長谷山
ﾊｾﾔﾏ

　美紀
ﾐｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
メディア表現論特論(Media
Representation Theory) ※

1～2通
1･2①②

10
0.6

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平1.4)

5日

22 専 教授
本
ﾓﾄﾋｻ

久　順一
ｼﾞｭﾝｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
半導体デバイス物理学特論
(Semiconductor Device Physics) ※

1～2通
1･2①②

10
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平5.4)

5日

23 専 教授
平田
ﾋﾗﾀ

　拓
ﾋﾛｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別演習
バイオイメージング特論
(Bioimaging) ※

1～2通
1･2①②

10
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平20.10)

5日

24 専 教授
末岡
ｽｴｵｶ

　和久
ｶｽﾞﾋｻ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
固体物性学特論(Solid State
Physics for Electronics)

1～2通
1･2①②

10
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平5.4)

5日

25 専 教授
植村
ｳｴﾑﾗ

　哲也
ﾃﾂﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
電子デバイス学特論(Physics of
electron device) ※
電子デバイス学特論(Physics of
electron device) ※

1～2通
1･2①②

1･2①②

10
0.5

(-2019)

1.1
(2020-)

1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平14.1)

5日

26 専 教授
有村
ｱﾘﾑﾗ

　博紀
ﾋﾛｷ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報理工学特別演習
情報知識ネットワーク特論 ※
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

1～2通
1･2③④
1･2②

10
1.1
0.1

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

27 専 教授
近野
ｺﾝﾉ

　敦
ｱﾂｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
知能システム特論(Intelligent
Systems)

1①②
1～2通
1･2③④

2
8
2

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平24.4)

5日

28 専 教授
橋本
ﾊｼﾓﾄ

　守
ﾏﾓﾙ

＜平成31年4月＞

博士
(学術)

生体情報工学特別演習
医用システム工学特論(Medical
Systems Engineering) ※

1～2通
1･2①②

10
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平28.10)

5日

29 専
教授

(学院長)
北
ｷﾀ

　裕幸
ﾋﾛﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
電力システム特論(Electric Power
Systems) ※

1①②
1～2通
1･2①②

2
8
1

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平1.4)

5日

30 専 教授
杉本
ｽｷﾞﾓﾄ

　雅則
ﾏｻﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
知能情報学特論(Intelligent
Information Systems)

1～2通
1･2①②

10
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平24.10)

5日

31 専 教授
遠藤
ｴﾝﾄﾞｳ

　俊徳
ﾄｼﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
情報生物学特論(Information
Biology) ※

1～2通
1･2③④

10
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

32 専 教授
山本
ﾔﾏﾓﾄ

　雅人
ﾏｻﾋﾄ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
自律系工学特論 ※

1～2通
1･2①②

10
0.7

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平9.8)

5日

33 専 教授
舘野
ﾀﾃﾉ

　高
ﾀｶｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別演習
神経制御工学特論(Neural Control
Engineering) ※

1～2通
1･2③④

10
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平23.12)

5日

34 専 教授
岡嶋
ｵｶｼﾞﾏ

　孝治
ﾀｶﾊﾙ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
細胞生物工学特論(Cell and Tissue
Engineering)

1～2通
1･2③④

10
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平15.4)

5日

35 専 教授
吉岡
ﾖｼｵｶ

　真治
ﾏｻﾊﾙ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
知識ベース特論 ※
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

1～2通
1･2①②
1･2②

10
1.7
0.1

1
1
1

北海道大学　国際連携研究教
育局　及び
北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平13.6)

5日

36 専 教授
浅井
ｱｻｲ

　哲也
ﾃﾂﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
集積システム学特論(Integrated
Systems) ※

1～2通
1･2①②

10
0.6

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平11.4)

5日

37 専 教授
田中
ﾀﾅｶ

　章
ｱｷﾗ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
情報数理学特論 ※

1～2通
1･2①②

10
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平12.10)

5日

38 専 教授
川村
ｶﾜﾑﾗ

　秀憲
ﾋﾃﾞﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
調和系工学特論(Harmonious Systems
Engineering) ※

1～2通
1･2①②

10
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平12.4)

5日

39 専 教授
齊藤
ｻｲﾄｳ

　晋
ｸﾆﾏｻ

聖

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
フォトニックネットワーク特論
(Photonic Network) ※

1～2通
1･2①②

10
0.4

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平13.4)

5日

40 専 教授
橋詰
ﾊｼﾂﾞﾒ

　保
ﾀﾓﾂ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
情報エレクトロニクス特別講義
(Frontiers of Electronics)

1～2通
1･2③④

10
2

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
教授(センター長)
(平6.7)

5日

41 専 教授
葛西
ｶｻｲ

　誠也
ｾｲﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
応用デバイス回路学特論(Advanced
Electronic Devices and Circuits)
※

1～2通
1･2①②

10
0.8

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
教授
(平11.4)

5日

42 専 教授
池辺
ｲｹﾍﾞ

　将之
ﾏｻﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
応用デバイス回路学特論(Advanced
Electronic Devices and Circuits)
※

1～2通
1･2①②

10
0.6

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
(平16.4)

5日

43 専 教授
三澤
ﾐｻﾜ

　弘明
ﾋﾛｱｷ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
ナノフォトニクス特論
(Nanophotonics) ※

1～2通
1･2③④

10
1

1
1

北海道大学　電子科学研究所
附属グリーンナノテクノロ
ジー研究センター
教授
(平15.5)

5日

44 専 教授
笹木
ｻｻｷ

　敬司
ｹｲｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
光情報システム学特論(Photonic
Information System) ※

1～2通
1･2①②

10
0.8

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平9.11)

5日

45 専 教授
根本
ﾈﾓﾄ

　知己
ﾄﾓﾐ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
脳神経科学特論(Neuroscience and
brain function) ※

1～2通
1･2①②

10
1

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平21.9)

5日

46 専 教授
西野
ﾆｼﾉ

　吉則
ﾖｼﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
ナノイメージング特論(Nanoimaging)
※

1～2通
1･2①②

10
1

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平22.4)

5日
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47 専 教授
太田
ｵｵﾀ

　裕道
ﾋﾛﾐﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
電子材料学特論(Advanced
Electronic Materials) ※

1～2通
1･2③④

10
0.8

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平24.9)

5日

48 専 教授
雲林院
ｳｼﾞｲ

　宏
ﾋﾛｼ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
ナノマテリアル特論(Nanomaterials)
※

1～2通
1･2①②

10
1.4

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平27.7 )

5日

49 専 教授
水田
ﾐｽﾞﾀ

　正弘
ﾏｻﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
先端データ科学特論 ※

1～2通
1･2③④

10
1.1

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(昭59.6)

5日

50 専 教授
大宮
ｵｵﾐﾔ

　学
ﾏﾅﾌﾞ゛

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
ハイパフォーマンスコンピューティ
ング特論 ※

1～2通
1･2①②

10
1.1

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(昭58.4)

5日

51 専 教授
髙井
ﾀｶｲ

　昌彰
ﾖｼｱｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
先端ネットワーク特論 ※

1～2通
1･2①②

10
1.1

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(平1.10)

5日

52 専 教授
南
ﾐﾅﾐ

　弘征
ﾋﾛﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
先端データ科学特論 ※

1～2通
1･2③④

10
0.9

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(平12.4)

5日

53 専 教授
棟朝
ﾑﾈﾓﾄ

　雅晴
ﾏｻﾊﾙ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
情報システム設計学特論 ※

1～2通
1･2③④

10
1.6

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(平8.4)

5日

54 専 教授
岩下
ｲﾜｼﾀ

　武史
ﾀｹｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
ハイパフォーマンスコンピューティ
ング特論 ※

1～2通
1･2①②

10
0.9

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(平26.4)

5日

55 専 教授
大本
ｵｵﾓﾄ

　亨
ﾄｵﾙ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報理工学特別演習
応用代数学特論
応用幾何学特論

1～2通
1･2①
1･2②

10
1
1

1
1
1

北海道大学大学院　理学研究
院
教授
(平16.3)

5日

国立研究開発法人　物質・材
料研究機構 グループリー
ダー
(平19.1)

1日

国立研究開発法人　物質・材
料研究機構 グループリー
ダー
(平19.1)

5日

日本電信電話株式会社　アク
セスサービスシステム研究所
主幹研究員
(平25.10)

1日

日本電信電話株式会社　アク
セスサービスシステム研究所
主幹研究員
(平25.10)

5日

日本電信電話株式会社　アク
セスサービスシステム研究所
主任研究員
(平26.7)

1日

日本電信電話株式会社　アク
セスサービスシステム研究所
主任研究員
(平26.7)

5日

日本電信電話株式会社・コ
ミュニケーション科学基礎研
究所・主任研究員
(平23.7)

1日

日本電信電話株式会社・コ
ミュニケーション科学基礎研
究所・主任研究員
(平23.7)

5日

日本電信電話株式会社・コ
ミュニケーション科学基礎研
究所　主幹研究員
(平20.2)

1日

日本電信電話株式会社・コ
ミュニケーション科学基礎研
究所　主幹研究員
(平20.2)

5日

株式会社NTTドコモ　R&D戦略
部　技術広報担当部長
(平29.4)

1日

株式会社NTTドコモ　R&D戦略
部　技術広報担当部長
(平29.4)

5日

独立行政法人産業技術総合研
究所・人間情報研究部門・研
究部門長
(平27.4)

1日

独立行政法人産業技術総合研
究所・人間情報研究部門・研
究部門長
(平27.4)

5日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任研究員
(平19.10)

1日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任研究員
(平19.10)

5日

10
0.5

1
1

60 専 教授
川西
ｶﾜﾆｼ

　隆仁
ﾀｶﾋﾄ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
ユビキタスネットワーク学特論 ※

1～2通
1･2①②

10
0.4

1
1

59 専 教授
藤野
ﾌｼﾞﾉ

　昭典
ｱｷﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(情報学)

1
1

57 専 教授
可児
ｶﾆ

　淳一
ｼﾞｭﾝｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
ユビキタスネットワーク学特論 ※

1～2通
1･2①②

10
0.6

1
1

博士
(工学)

生体情報工学特別演習
先端医工学特論

1～2通
1･2①②

10
2

56 専 教授
菊池
ｷｸﾁ

　正紀
ﾏｻﾉﾘ

＜平成31年4月＞

1
1

61 専 教授
萩原
ﾊｷﾞﾜﾗ

　淳一郎
ｼﾞｭﾝｲﾁﾛｳ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
メディアネットワーク社会学特論

1～2通
1･2③④

10
2

1
1

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
ユビキタスネットワーク学特論 ※

1～2通
1･2①②

10
0.5

58 専 教授
古敷谷
ｺｼｷﾔ

　優介
ﾕｳｽｹ

＜平成31年4月＞

メディアネットワーク特別演習
ユビキタスネットワーク学特論 ※

1～2通
1･2①②

1
1

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅱ
ディジタルヒューマン情報学特論 ※

1～2通
1･2③④

8
0.1

62 専 教授
持丸
ﾓﾁﾏﾙ

　正明
ﾏｻｱｷ

＜平成31年4月＞

8
0.8

1
1

63 専 教授
田
ﾀ

殿
ﾄﾞﾉ

　武雄
ﾀｹｵ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅱ
リモートセンシング情報学特論 ※

1～2通
1･2③④
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ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
教授
(2008.9)
(情報計算機学部長)
(2015.9)

1日

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
教授
(2008.9)
(情報計算機学部長)
(2015.9)

5日

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
教授
(2005.9)
(ﾘｻｰﾁｱﾝﾄﾞｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ副学長)
(2015.7)

1日

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
教授
(2005.9)
(ﾘｻｰﾁｱﾝﾄﾞｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ副学長)
(2015.7)

5日

シドニー工科大学
教授(情報通信学科長)
(2015.11)

1日

シドニー工科大学
教授(情報通信学科長)
(2015.11)

5日

シドニー工科大学
教授
(2014.7)

1日

シドニー工科大学
教授
(2014.7)

5日

シドニー工科大学
教授
(2014.11)

1日

シドニー工科大学
教授
(2014.11)

5日

69 専 准教授
有田
ｱﾘﾀ

　正志
ﾏｻｼ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報エレクトロニクス特別演習
電子デバイス学特論(Physics of
electron device) ※

1～2通
1･2①②

10
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平9.4)

5日

70 専 准教授
工藤
ｸﾄﾞｳ

　信樹
ﾉﾌﾞｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別演習
医用システム工学特論(Medical
Systems Engineering) ※

1～2通
1･2①②

10
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平7.7)

5日

71 専 准教授
岡本
ｵｶﾓﾄ

　淳
ｱﾂｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
光エレクトロニクス特論(Advanced
Optoelectronics) ※

1～2通
1･2③④

10
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平2.4)

5日

72 専 准教授
田中
ﾀﾅｶ

　文基
ﾌﾐｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
システム環境情報学特論 ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1①②
1～2通
1･2③④
1･2①②

2
8

0.9
0.2

1
1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(昭63.4)

5日

73 専 准教授
河口
ｶﾜｸﾞﾁ

　万
ﾏﾕｶ

由香

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
情報数理学特論 ※

1～2通
1･2①②

10
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(昭63.10)

5日

74 専 准教授
中村
ﾅｶﾑﾗ

　篤
ｱﾂﾖｼ

祥

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報理工学特別演習
情報認識学特論(Pattern
Recognition and Machine Learning)
※

1～2通
1･2①②

10
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平14.7)

5日

75 専 准教授
菅原
ｽｶﾞﾜﾗ

　広
ﾋﾛ

剛
ﾀｹ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
集積プロセス学特論(Integrated
Material Processing) ※

1～2通
1･2③④

10
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平4.4)

5日

76 専 准教授
土橋
ﾄﾞﾊﾞｼ

　宜典
ﾖｼﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
コンピュータグラフィックス特論
(Computer Graphics)

1～2通
1･2③④

10
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平12.5)

5日

77 専 准教授
古賀
ｺｶﾞ

　貴
ﾀｶｱｷ

亮

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Physics
(米国)

情報エレクトロニクス特別演習
情報エレクトロニクス数学力学特論
(Physics and Mathematics for
Electrical Engineering)

1～2通
1･2③④

10
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.4)

5日

78 専 准教授
西村
ﾆｼﾑﾗ

　寿彦
ﾄｼﾋｺ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
適応コミュニケーション特論
(Adaptive Communications) ※

1～2通
1･2③④

10
1.8

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平10.1)

5日

79 専 准教授
山本
ﾔﾏﾓﾄ

　学
ﾏﾅﾌﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
ワイヤレス伝送・環境電磁特論
(Wireless Transmission and EMC)

1～2通
1･2①②

10
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平10.4)

5日

80 専 准教授
野口
ﾉｸﾞﾁ

　聡
ｿｳ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
電磁工学特論(Advanced Applied
Electromagnetics) ※

1①②
1～2通
1･2③④

2
8

0.9

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.4)

5日

81 専 准教授
田中
ﾀﾅｶ

　孝之
ﾀｶﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
ヒューマンセントリックシステム特
論(Human-centric Systems) ※

1①②
1～2通
1･2③④

2
8

0.9

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.4)

5日

82 専 准教授
小山
ｵﾔﾏ

　聡
ｻﾄｼ

＜平成31年4月＞

博士
(情報学)

情報理工学特別演習
知能ソフトウェア特論 ※
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

1～2通
1･2①②
1･2②

10
0.9
0.1

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平21.10)

5日

83 専 准教授
伊藤
ｲﾄｳ

　敏彦
ﾄｼﾋｺ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
自然言語処理学特論(Natural
Language Processing) ※

1～2通
1･2①②

10
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.3)

5日

84 専 准教授
小柳
ｺﾔﾅｷﾞ

　香奈子
ｶﾅｺ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
ゲノム情報科学特論(Genome
Informatics) ※

1～2通
1･2①②

10
0.8

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.4)

5日

Ren
ﾚﾝ

 Ping
ﾋﾟﾝ

 Liu
ﾘｳ

＜平成31年4月＞

67

10
0.1

0.1

1
1

1

情報理工学特別演習
知識ベース特論 ※
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

Ph.D.in
Electrical

and
Conputer

Engineering
(英国)

メディアネットワーク特別演習
Cyber Security Fundamentals ※
Cyber Security ※
Blockchain ※

1～2通
1･2②
1･2②
1･2②

10
0.1
0.1
0.1

専 教授
Eryk
ｴﾘｯｸ

 Dutkiewicz
ﾃﾞｭﾄｷｴｳﾞｨｯﾁ

＜平成31年4月＞

専 教授

1
1
1
1

1～2通
1･2②

10
0.1

1
1

Ph.D.in
Communicati

on
engineering
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

メディアネットワーク特別演習
Introduction to Wireless Sensor
Networks and IoT ※
Wireless Sensor Networks and IoT
※

1～2通
1･2②

1･2②
66

情報理工学特別演習 1～2通 10 1

68 専 教授
Xiaojing
ｼｬｵｼﾞﾝ

 Huang
ﾎｱﾝ

＜平成31年4月＞

博士
(電子工学)

(中国)

メディアネットワーク特別演習
Software Defined Networks ※

1～2通
1･2①②
1･2②

10
0.3
0.1

1
1
1

64 専

教授

教授
James
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ

 Allan
ｱﾗﾝ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Computer
Science
(米国)

65 専

Shlomo
ｼｭﾛﾓ

Zilberstein
ｼﾙﾊﾞｰｽﾀｲﾝ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Computer
Science
(米国)
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85 専 准教授
竹本
ﾀｹﾓﾄ

　真
ﾏｻﾂｸﾞ

紹

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
電気エネルギー変換特論 ※

1①②
1～2通
1･2①②

2
8

0.9

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平20.4)

5日

86 専 准教授
山下
ﾔﾏｼﾀ

　倫
ﾄﾓﾋｻ

央

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
調和系工学特論(Harmonious Systems
Engineering) ※

1～2通
1･2①②

10
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平29.2)

5日

87 専 准教授
原
ﾊﾗ

　亮一
ﾘｮｳｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
電力システム特論(Electric Power
Systems) ※

1①②
1～2通
1･2①②

2
8
1

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平18.4)

5日

88 専 准教授
喜田
ｷﾀﾞ

　拓也
ﾀｸﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

情報理工学特別演習
情報知識ネットワーク特論 ※

1～2通
1･2③④

10
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.4)

5日

89 専 准教授
長田
ｵｻﾀﾞ

　直樹
ﾅｵｷ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
情報生物学特論(Information
Biology) ※

1～2通
1･2③④

10
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平27.4)

5日

90 専 准教授
伊達
ﾀﾞﾃ

　宏昭
ﾋﾛｱｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
ディジタル幾何処理工学特論
(Digital Geometry Processing) ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1①②
1～2通
1･2①②

1･2①②

2
8
1

0.2

1
1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平17.11)

5日

91 専 准教授
西川
ﾆｼｶﾜ

　淳
ｼﾞｭﾝ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別演習
神経制御工学特論(Neural Control
Engineering) ※

1～2通
1･2③④

10
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平25.11)

5日

92 専 准教授
小林
ｺﾊﾞﾔｼ

　孝一
ｺｳｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ
システム制御理論特論(Systems
Control Theory) ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1①②
1～2通
1･2①②

1･2①②

2
8

0.9

0.1

1
1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平27.4)

5日

93 専 准教授
飯塚
ｲｲﾂﾞｶ

　博幸
ﾋﾛﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(学術)

情報理工学特別演習
自律系工学特論 ※
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

1～2通
1･2①②
1･2②

10
1.3
0.1

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平25.10)

5日

94 専 准教授
瀧川
ﾀｷｶﾞﾜ

　一
ｲﾁｶﾞｸ

学

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
大規模知識処理特論(Large-scale
Knowledge Processing)

1～2通
1･2③④

10
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平26.10)

5日

95 専 准教授
筒井
ﾂﾂｲ

　弘
ﾋﾛｼ

＜平成31年4月＞

博士
(情報学)

メディアネットワーク特別演習
ネットワークシステム特論(Network
Systems) ※

1～2通
1･2③④

10
1.8

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平25.5)

5日

96 専 准教授
松元
ﾏﾂﾓﾄ

　慎吾
ｼﾝｺﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(薬学)

生体情報工学特別演習
バイオイメージング特論
(Bioimaging) ※

1～2通
1･2①②

10
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平27.2)

5日

97 専 准教授
藤澤
ﾌｼﾞｻﾜ

　剛
ﾀｹｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習
フォトニックネットワーク特論
(Photonic Network) ※

1～2通
1･2①②

10
1.6

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平26.2)

5日

98 専 准教授
冨岡
ﾄﾐｵｶ

　克広
ｶﾂﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
半導体デバイス物理学特論
(Semiconductor Device Physics) ※

1～2通
1･2①②

10
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平27.1)

5日

99 専 准教授
小川
ｵｶﾞﾜ

　貴弘
ﾀｶﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

メディアネットワーク特別演習
メディア表現論特論(Media
Representation Theory) ※

1～2通
1･2①②

10
1.4

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平20.7)

5日

100 専 准教授
坂本
ｻｶﾓﾄ

　大介
ﾀﾞｲｽｹ

＜平成31年4月＞

博士
(システム
情報科学)

情報理工学特別演習
ヒューマンコンピュータインタラク
ション特論 ※

1～2通
1･2③④

10
0.4

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平29.3)

5日

101 専 准教授

CONVERTINO
ｺﾝﾍﾞﾙﾃｨーﾉ 

MATTEO
ﾏｯﾃｵ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Biocmplexit

y
Engineering
(イタリア)

メディアネットワーク特別演習
Complex Systems Modeling

1～2通
1･2①②

10
2

1
1

北海道大学　国際連携研究教
育局　及び
北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平29.10)

5日

102 専 准教授
廣瀬
ﾋﾛｾ

　善
ﾖｼﾋﾛ

大

＜平成31年4月＞

博士
(情報理工

学)

情報理工学特別演習
情報解析学特論 ※

1～2通
1･2③④

10
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平29.4)

5日

103 専 准教授
高前田
ﾀｶﾏｴﾀﾞ

(山崎
ﾔﾏｻﾞｷ

)伸也
ｼﾝﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
集積システム学特論(Integrated
Systems) ※

1～2通
1･2①②

10
0.6

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平28.10)

5日

104 専 准教授
赤澤
ｱｶｻﾞﾜ

　正道
ﾏｻﾐﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
光情報システム学特論(Photonic
Information System) ※

1～2通
1･2①②

10
0.6

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
准教授
(昭63.11)

5日

105 専 准教授
原
ﾊﾗ

　真二郎
ｼﾝｼﾞﾛｳ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
電子材料学特論(Advanced
Electronic Materials) ※

1～2通
1･2③④

10
0.6

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
准教授
(平16.4)

5日

106 専 准教授
佐藤
ｻﾄｳ

　威
ﾀｹﾄﾓ

友

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
応用デバイス回路学特論(Advanced
Electronic Devices and Circuits)
※

1～2通
1･2①②

10
0.6

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
准教授
(平13.10)

5日

107 専 准教授
藤原
ﾌｼﾞﾜﾗ

　英樹
ﾋﾃﾞｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
光情報システム学特論(Photonic
Information System) ※

1～2通
1･2①②

10
0.6

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平12.4)

5日

108 専 准教授
山
ﾔﾏﾉｳﾁ

ノ内　路
ﾐﾁﾋｺ

彦

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習
電子材料学特論(Advanced
Electronic Materials) ※

1～2通
1･2③④

10
0.6

1
1

北海道大学　電子科学研究所
助教
(平26.5)

5日

109 専 准教授
平井
ﾋﾗｲ

　健二
ｹﾝｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別演習
ナノマテリアル特論(Nanomaterials)
※

1～2通
1･2①②

10
0.4

1
1

北海道大学　電子科学研究所
准教授
(平29.12)

5日
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110 専 准教授
榎木
ｴﾉｷ

　亮介
ﾘｮｳｽｹ

＜平成31年4月＞

博士
(生命科学)

生体情報工学特別演習
脳神経科学特論(Neuroscience and
brain function) ※

1～2通
1･2①②

10
1

1
1

北海道大学　電子科学研究所
准教授
(平30.1)

5日

111 専 准教授
上野
ｳｴﾉ

　貢生
ｺｳｾｲ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
ナノフォトニクス特論
(Nanophotonics) ※

1～2通
1･2③④

10
0.9

1
1

北海道大学　電子科学研究所
附属グリーンナノテクノロ
ジー研究センター
准教授
(平18.4)

5日

112 専 准教授
飯田
ｲｲﾀﾞ

　勝吉
ｶﾂﾖｼ

＜平成31年4月＞

博士
(情報工学)

情報理工学特別演習
先端ネットワーク特論 ※

1～2通
1･2①②

10
0.9

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
准教授
(平28.9)

5日

113 専 准教授
杉木
ｽｷﾞｷ

　章義
ｱｷﾖｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習
情報システム設計学特論 ※

1～2通
1･2③④

10
0.4

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
准教授
(平27.4)

5日

産業技術総合研究所・人間情
報研究部門・主任研究員
(平27.4)

1日

産業技術総合研究所・人間情
報研究部門・主任研究員
(平27.4)

5日

産業技術総合研究所・人間情
報研究部門・研究グループ長
(平27.4)

1日

産業技術総合研究所・人間情
報研究部門・研究グループ長
(平27.4)

5日

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
准教授
(2009.9)

1日

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
准教授
(2009.9)

5日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任研究員
(平24.10)

1日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任研究員
(平24.10)

5日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任開発員
(平23.10)

1日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任開発員
(平23.10)

5日

シドニー工科大学
上級講師
(2010.7)

1日

シドニー工科大学
上級講師
(2010.7)

5日

シドニー工科大学
准教授
(2014.7)

1日

シドニー工科大学
准教授
(2014.7)

5日

シドニー工科大学
講師
(2015.11)

1日

シドニー工科大学
講師
(2015.11)

5日

シドニー工科大学
講師
(2016.11)

1日

シドニー工科大学
講師
(2016.11)

5日

シドニー工科大学
講師
(2016.10)

1日

シドニー工科大学
講師
(2016.10)

5日

124 専 助教
松下
ﾏﾂｼﾀ

　昭彦
ｱｷﾋｺ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ 1①② 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平4.4)

5日

125 専 助教
八田
ﾊｯﾀ

　英嗣
ｴｲｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平3.4)

5日

126 専 助教
西村
ﾆｼﾑﾗ

　生哉
ｲｸﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平2.4)

5日

127 専 助教
加藤
ｶﾄｳ

　祐次
ﾕｳｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平7.10)

5日

128 専 助教
姜
ｶﾝ

　錫
ｿｸ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平15.4)

5日

129 専 助教
大久保
ｵｵｸﾎﾞ

　好章
ﾖｼｱｷ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報理工学特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平7.4)

5日

10
0.9

1
1

121 専 講師

Beeshanga
ﾋﾞｼｬﾝｶﾞｰ

Abewardana
ｱﾍﾞﾜﾀﾞﾅ

Jayawickrama
ｼﾞｬﾔｳｨｸﾗﾏ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Electronics
Engineering
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

メディアネットワーク特別演習
Blockchain ※

1～2通
1･2②

10
0.9

1
1

Ph.D.in
Telecommuni

cation
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

メディアネットワーク特別演習
Software Defined Networks ※

1～2通
1･2②

120 専 准教授
Mehran
ﾒﾗﾝ

 Abolhasan
ｱﾎﾞﾙﾊｻﾝ

＜平成31年4月＞

准教授
堀
ﾎﾘ

　雅裕
ﾏｻﾋﾛ

＜平成31年4月＞

117 専

118 専 准教授
塩見
ｼｵﾐ

　慶
ｹｲ

＜平成31年4月＞

准教授
Priyadarsi
ﾌﾟﾘﾔﾀﾞﾙｼ

 Nanda
ﾅﾝﾀﾞ

＜平成31年4月＞

114 専 准教授
宮田
ﾐﾔﾀ

　なつき

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅱ
ディジタルヒューマン情報学特論 ※

1～2通
1･2③④

8
0.9

1
1

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅱ
ディジタルヒューマン情報学特論 ※

1～2通
1･2③④

8
1

115 専 准教授
多田
ﾀﾀﾞ

　充徳
ﾐﾂﾉﾘ

＜平成31年4月＞

123 専 講師
Ying
ｲﾝ

 He
ﾋｰ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Engineering
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

メディアネットワーク特別演習
Cyber Security ※

1～2通
1･2②

10
0.9

1
1

122

メディアネットワーク特別演習
Introduction to Wireless Sensor
Networks and IoT ※
Wireless Sensor Networks and IoT
※

1～2通
1･2②

1･2②

10
0.9

0.9

1
1

1

Ph.D.in
Electrical-
Electronic

and
Communicati

on
Technologie

s
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

1～2通
1･2②

10
0.9

1
1

Ph.D.in
Computer
Science

(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

1
1

8
0.6

1
1

博士
(工学)

専 講師

Negin
ﾈｷﾞﾝ

 Shariati
ｼｬﾘｱﾃｨ

Moghadam
ﾓﾊﾀﾞﾑ

＜平成31年4月＞

メディアネットワーク特別演習
Cyber Security Fundamentals ※

116 専 准教授
Mark D. Corner
ﾏｰｸ　  ﾀﾞｸﾞﾗｽ　 ｺｰﾅｰ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

システム情報科学特別演習Ⅱ
リモートセンシング情報学特論 ※

119 専

1

1～2通
1･2③④

システム情報科学特別演習Ⅱ
リモートセンシング情報学特論 ※

1～2通
1･2③④

8
0.6

Ph.D.in
Electrical
Engineering

(米国)

情報理工学特別演習 1～2通 10

1
1
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130 専 助教
青木
ｱｵｷ

　直史
ﾅｵﾌﾐ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平12.4)

5日

131 専 助教
RZEPKA
ｼﾞｪﾌﾟｶ 

 RAFAL
ﾗﾌｱｳ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平16.4)

5日

132 専 助教
日景
ﾋｶｹﾞ

　隆
ﾀｶｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平11.7)

5日

133 専 助教
福地
ﾌｸﾁ

　厚
ｱﾂｼ

＜平成31年4月＞

博士
(科学)

情報エレクトロニクス特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平26.10)

5日

134 専 助教

JORDAN
ｼﾞｮｰﾀﾞﾝ

 Ⅳ

CHARLES
ﾁｬｰﾙｽﾞ

 HAROLD
 ﾊﾛﾙﾄﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

情報理工学特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平25.11)

5日

135 専 助教
小
ｺﾐｽﾞﾅｲ

水内　俊介
ｼｭﾝｽｹ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ

1①②
1～2通

2
8

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平25.4)

5日

136 専 助教
折川
ｵﾘｶﾜ

　幸
ｺｳｼﾞ

司

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別演習Ⅰ
システム情報科学特別演習Ⅱ

1①②
1～2通

2
8

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平28.4)

5日

137 専 助教
小川
ｵｶﾞﾜ

　和久
ｶｽﾞﾋｻ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平27.10)

5日

138 専 助教
横山
ﾖｺﾔﾏ

　想一郎
ｿｳｲﾁﾛｳ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

情報理工学特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平29.2)

5日

139 専 助教
樋浦
ﾋｳﾗ

　諭
ｻﾄｼ

志

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平29.2)

5日

140 専 助教
渡邉
ﾜﾀﾅﾍﾞ

　拓
ﾋﾛｷ

貴

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平29.4)

5日

141 専 助教
酒井
ｻｶｲ

　恭輔
ｷｮｳｽｹ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別演習 1～2通 10 1
北海道大学　電子科学研究所
助教
(平22.12)

5日

142 専 助教
孫
ｿﾝ

　泉
ｾﾝ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習 1～2通 10 1
北海道大学　電子科学研究所
助教
(平28.4)

5日

143 専 助教
大友
ｵｵﾄﾓ

　康平
ｺｳﾍｲ

＜平成31年4月＞

博士
(薬学)

生体情報工学特別演習 1～2通 10 1
北海道大学　電子科学研究所
助教
(平28.4)

5日

144 専 助教
押切
ｵｼｷﾘ

　友也
ﾄﾓﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
ナノフォトニクス特論
(Nanophotonics) ※

1～2通
1･2③④

10
0.1

1
1

北海道大学　電子科学研究所
附属グリーンナノテクノロ
ジー研究センター
助教
(平24.12)

5日

145 専 助教
木村
ｷﾑﾗ

　隆志
ﾀｶｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別演習
ナノイメージング特論(Nanoimaging)
※

1～2通
1･2①②

10
0.5

1
1

北海道大学　電子科学研究所
助教
(平23.4)

5日

146 専 助教
石
ｾｷ

　旭
ｷｮｸ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

生体情報工学特別演習 1～2通 10 1
北海道大学　電子科学研究所
助教
(平28.4)

5日

147 専 助教
CHO
ﾁｮｳ

,
 

 Hai
ﾊｲ

 Jun
ｼﾞｭﾝ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Science and
Engineering
(カナダ)

情報エレクトロニクス特別演習 1～2通 10 1
北海道大学　電子科学研究所
助教
(平30.4)

5日

148 専 助教
鈴木
ｽｽﾞｷ

　明大
ｱｷﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別演習
ナノイメージング特論(Nanoimaging)
※

1～2通
1･2①②

10
0.5

1
1

北海道大学　電子科学研究所
助教
(平28.4)

5日

149 専 助教
猪瀬
ｲﾉｾ

　朋子
ﾄﾓｺ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別演習
ナノマテリアル特論(Nanomaterials)
※

1～2通
1･2①②

10
0.2

1
1

北海道大学　電子科学研究所
助教
(平27.10)

5日

150 専 助教
深谷
ﾌｶﾔ

　猛
ﾀｹｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別演習 1～2通 10 1

北海道大学　情報基盤セン
ター
助教
(平27.4)

5日

151 専 助教

TORIELLI
ﾄﾘｴｯﾘ

MICHELE
ﾐｹｰﾚ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Mathematic

s
(米国)

情報理工学特別演習 1～2通 10 1

北海道大学大学院　理学研究
院
助教
(平28.1)

5日

152 兼担 教授
佐藤
ｻﾄｳ

　典宏
ﾉﾘﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(医学)

ゲノム情報科学特論(Genome
Informatics) ※

1･2①② 0.1 1
北海道大学病院
教授
(平14.11)

153 兼担 教授
藏田
ｸﾗﾀ

　伸雄
ﾉﾌﾞｵ

＜平成31年4月＞

修士
(文学)

倫理学特殊講義 1･2③④ 2 1

北海道大学大学院　文学研究
科
教授
(平13.10)

154 兼担 教授
吉田
ﾖｼﾀﾞ

　広志
ﾋﾛｼ

＜平成31年4月＞

修士
(法学)

「理系のための」知っておきたい特
許制度

1･2①② 2 1

北海道大学大学院　法学研究
科
教授
(平15.7)

155 兼担 准教授
遠藤
ｴﾝﾄﾞｳ

　晃
ｱｷﾗ

＜平成31年4月＞

博士
(人間・環

境学)

ゲノム情報科学特論(Genome
Informatics) ※

1･2①② 0.1 1
北海道大学病院
准教授
(平10.10)

156 兼任 客員教授
今西
ｲﾏﾆｼ

　規
ﾀﾀﾞｼ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報医科学特論(Medical
Information Science) ※

1･2①② 1.1 1

東海大学大学院　医学研究科
ゲノム多様性解析センター
センター長
(平25.4)
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157 兼任
非常勤
講師

福西
ﾌｸﾆｼ　

　快文
ﾖｼﾌﾐ

＜平成31年4月＞

Master of
Engineerin

g
(米国)

情報医科学特論(Medical
Information Science) ※

1･2①② 0.9 1

産業技術総合研究所
創薬分子プロファイリング研
究センター
3D分子設計チーム　チーム長
(平24.4)

158 兼任
非常勤
講師

辻角
ﾂｼﾞｶﾄﾞ

　精二
ｾｲｼﾞ

＜平成31年4月＞

Master of
Engineerin

g
(米国)

プロジェクトマネジメント特論
(Project Management Basis) ※

1･2①② 0.7 1
イノベイティブコンサルティ
ング代表
(平27.2)

159 兼任
非常勤
講師

谷口
ﾀﾆｸﾞﾁ

　篤
ｱﾂｼ

＜平成31年4月＞

Master of
Science
(米国)

プロジェクトマネジメント特論
(Project Management Basis) ※

1･2①② 0.4 1

SAPジャパン(株)
Digital Business
Services・Vice President
(平30.3)

160 兼任
非常勤
講師

今仁
ｲﾏﾆ

　武臣
ﾀｹｵﾐ

＜平成31年4月＞

博士(シス
テムズエン
ジニアリン

グ学)

プロジェクトマネジメント特論
(Project Management Basis) ※

1･2①② 0.5 1
慶應義塾大学大学院
非常勤講師
(平29.10)

161 兼任
非常勤
講師

上甲
ｼﾞｮｳｺｳ

　哲也
ﾃﾂﾔ

＜平成31年4月＞

修士
(経営学)

プロジェクトマネジメント特論
(Project Management Basis) ※

1･2①② 0.4 1
セブンスカイズ株式会社
代表取締役社長
(平18.5)

162 兼任
非常勤
講師

永谷
ﾅｶﾞﾔ

　裕子
ﾋﾛｺ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

パーソナルスキル特論(Personal
Skills for Project Management) ※

1･2①② 0.8 1
(株)アスカプランニング
代表取締役
(平22.4)

163 兼任
非常勤
講師

塩田
ｼｵﾀ

　宏治
ｺｳｼﾞ

＜平成31年4月＞

ＭＢＡ
(ﾏﾚｰｼｱ)

パーソナルスキル特論(Personal
Skills for Project Management) ※

1･2①② 0.5 1
(株)クリエビジョン
代表取締役
(平25.11)

164 兼任
非常勤
講師

Kenji
ｹﾝｼﾞ

 Haga
ﾊｶﾞ

＜平成31年4月＞

Master of
Project

Management
(米国)

パーソナルスキル特論(Personal
Skills for Project Management) ※

1･2①② 0.5 1
野村証券(株)
シニアプリンスパル
(平29.4)

165 兼任
非常勤
講師

Robert
ﾛﾊﾞｰﾄ

 K.T
ｷﾝｸﾞ

 Chu
ﾁｭｰ

＜平成31年4月＞

ＭＢＡ
(米国)

パーソナルスキル特論(Personal
Skills for Project Management) ※

1･2①② 0.2 1
マネージング・コンサルタン
ト(個人事業主)
(平12.1)
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（別添２－４）

フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

1 専 教授
髙橋
ﾀｶﾊｼ

　庸夫
ﾔｽｵ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究

電子デバイス学特論(Physics of
electron device) ※

1～3通

1･2･3①②

2
(-2019)

0.6
(-2019)

1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

2 専 教授
栗原
ｸﾘﾊﾗ

　正仁
ﾏｻﾋﾄ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究

知能ソフトウェア特論 ※

1～3通

1･2･3①②

2
(-2020)

1.1
(-2020)

1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平14.4)

5日

3 専 教授
金子
ｶﾈｺ

　俊一
ｼｭﾝｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究

ヒューマンセントリックシステム特
論(Human-centric Systems) ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1～3通

1･2･3③④

1･2･3①②

2
(-2020)

1.1
(-2020)

0.9
(-2020)

1

1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平8.4)

5日

4 専 教授
ZEUGMANN
ﾂｵｲｸﾏﾝ

　THOMAS
ﾄｰﾏｽ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Mathematics
(ドイツ)

情報理工学特別研究

アルゴリズム特論(Theory and
Practice of Algorithms)
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

1～3通

1･2･3①②

1･2･3②

2
(-2020)

2
(-2020)

0.5
(-2020)

1

1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

5 専 教授
宮永
ﾐﾔﾅｶﾞ

　喜一
ﾖｼｶｽﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
ネットワークシステム特論(Network
Systems) ※
Complex Systems Modeling

1～3通
1･2･3③④

1･2･3①②

2
0.2

2
(2021-)

1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(昭58.4)

5日

6 専 教授
小笠原
ｵｶﾞｻﾜﾗ

　悟
ｻﾄ

司
ｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
電気エネルギー変換特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平19.4)

5日

7 専 教授
工藤
ｸﾄﾞｳ

　峰一
ﾐﾈｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
情報認識学特論(Pattern
Recognition and Machine Learning)
※

1～3通
1･2･3①②

2
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(昭63.4)

5日

8 専 教授
荒木
ｱﾗｷ

　健治
ｹﾝｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
自然言語処理学特論(Natural
Language Processing) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平10.10)

5日

9 専 教授
富田
ﾄﾐﾀ

　章久
ｱｷﾋｻ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
光エレクトロニクス特論(Advanced
Optoelectronics) ※

1～3通
1･2･3③④

2
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平22.4)

5日

10 専 教授
五十嵐
ｲｶﾞﾗｼ

　一
ﾊｼﾞﾒ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
電磁工学特論(Advanced Applied
Electromagnetics) ※

1～3通
1･2･3③④

2
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平13.4)

5日

11 専 教授
小野
ｵﾉ

　哲雄
ﾃﾂｵ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

情報理工学特別研究
ヒューマンコンピュータインタラク
ション特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
1.6

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平21.10)

5日

12 専 教授
金井
ｶﾅｲ

　理
ｻﾄｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
ディジタル幾何処理工学特論
(Digital Geometry Processing) ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1～3通
1･2･3①②

1･2･3①②

2
1

0.2

1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平7.4)

5日

13 専 教授
坂本
ｻｶﾓﾄ

　雄児
ﾕｳｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
メディア創生学特論(Media Creation
Methodology)

1～3通
1･2･3③④

2
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平12.4)

5日

14 専 教授
小野里
ｵﾉｻﾞﾄ

　雅彦
ﾏｻﾋｺ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
システム環境情報学特論 ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1～3通
1･2･3③④
1･2･3①②

2
1.1
0.2

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平15.4)

5日

15 専 教授
村山
ﾑﾗﾔﾏ

　明宏
ｱｷﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
集積プロセス学特論(Integrated
Material Processing) ※

1～3通
1･2･3③④

2
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平20.10)

5日

16 専 教授
山下
ﾔﾏｼﾀ

　裕
ﾕｳ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
システム制御理論特論(Systems
Control Theory) ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1～3通
1･2･3①②

1･2･3①②

2
1.1

0.2

1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

17 専 教授
大鐘
ｵｵｶﾞﾈ

　武雄
ﾀｹｵ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
適応コミュニケーション特論
(Adaptive Communications) ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平7.4)

5日

18 専 教授
本村
ﾓﾄﾑﾗ

　真人
ﾏｻﾄ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
集積システム学特論(Integrated
Systems) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.8

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平23.4)

5日

19 専 教授
今井
ｲﾏｲ

　英幸
ﾋﾃﾞﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
情報解析学特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平1.4)

5日

20 専 教授
渡邉
ﾜﾀﾅﾍﾞ

　日出海
ﾋﾃﾞﾐ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究
ゲノム情報科学特論(Genome
Informatics) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

申請に係る大
学等の職務に

従事する
週当たり平均

日数

別記様式第3号（その2の1）
（用紙　日本工業規格A4縦型）

教 　員 　の 　氏 　名 　等

（ 情報科学院　情報科学専攻　博士後期課程 ）

調書
番号

専任等
区　分

職位 年齢
保有

学位等

月　額
基本給
(千円)

担当授業科目の名称
配当
年次

担　当
単位数

年　間
開講数

現　職
（就任年月）
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21 専 教授
長谷山
ﾊｾﾔﾏ

　美紀
ﾐｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
メディア表現論特論(Media
Representation Theory) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.6

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平1.4)

5日

22 専 教授
本
ﾓﾄﾋｻ

久　順一
ｼﾞｭﾝｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
半導体デバイス物理学特論
(Semiconductor Device Physics) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平5.4)

5日

23 専 教授
平田
ﾋﾗﾀ

　拓
ﾋﾛｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別研究
バイオイメージング特論
(Bioimaging) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平20.10)

5日

24 専 教授
末岡
ｽｴｵｶ

　和久
ｶｽﾞﾋｻ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
固体物性学特論(Solid State
Physics for Electronics)

1～3通
1･2･3①②

2
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平5.4)

5日

25 専 教授
植村
ｳｴﾑﾗ

　哲也
ﾃﾂﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
電子デバイス学特論(Physics of
electron device) ※
電子デバイス学特論(Physics of
electron device) ※

1～3通
1･2･3①②

1･2･3①②

2
0.5

(-2019)

1.1
(2020-)

1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平14.1)

5日

26 専 教授
有村
ｱﾘﾑﾗ

　博紀
ﾋﾛｷ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報理工学特別研究
情報知識ネットワーク特論 ※
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

1～3通
1･2･3③④
1･2･3②

2
1.1
0.1

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

27 専 教授
近野
ｺﾝﾉ

　敦
ｱﾂｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
知能システム特論(Intelligent
Systems)

1～3通
1･2･3③④

2
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平24.4)

5日

28 専 教授
橋本
ﾊｼﾓﾄ

　守
ﾏﾓﾙ

＜平成31年4月＞

博士
(学術)

生体情報工学特別研究
医用システム工学特論(Medical
Systems Engineering) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平28.10)

5日

29 専
教授

(学院長)
北
ｷﾀ

　裕幸
ﾋﾛﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
電力システム特論(Electric Power
Systems) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平1.4)

5日

30 専 教授
杉本
ｽｷﾞﾓﾄ

　雅則
ﾏｻﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
知能情報学特論(Intelligent
Information Systems)

1～3通
1･2･3①②

2
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平24.10)

5日

31 専 教授
遠藤
ｴﾝﾄﾞｳ

　俊徳
ﾄｼﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究
情報生物学特論(Information
Biology) ※

1～3通
1･2･3③④

2
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平16.4)

5日

32 専 教授
山本
ﾔﾏﾓﾄ

　雅人
ﾏｻﾋﾄ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
自律系工学特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.7

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平9.8)

5日

33 専 教授
舘野
ﾀﾃﾉ

　高
ﾀｶｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別研究
神経制御工学特論(Neural Control
Engineering) ※

1～3通
1･2･3③④

2
1.1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平23.12)

5日

34 専 教授
岡嶋
ｵｶｼﾞﾏ

　孝治
ﾀｶﾊﾙ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究
細胞生物工学特論(Cell and Tissue
Engineering)

1～3通
1･2･3③④

2
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平15.4)

5日

35 専 教授
吉岡
ﾖｼｵｶ

　真治
ﾏｻﾊﾙ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
知識ベース特論 ※
アルゴリズム特論(Theory and
Practice of Algorithms)
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

1～3通
1･2･3①②
1･2･3①②

1･2･3②

1･2･3②

2
1.7
2

(2021-)

0.1
(-2020)

0.6
(2021-)

1
1
1

1

1

北海道大学　国際連携研究教
育局　及び
北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平13.6)

5日

36 専 教授
浅井
ｱｻｲ

　哲也
ﾃﾂﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
集積システム学特論(Integrated
Systems) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.6

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平11.4)

5日

37 専 教授
田中
ﾀﾅｶ

　章
ｱｷﾗ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
情報数理学特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平12.10)

5日

38 専 教授
川村
ｶﾜﾑﾗ

　秀憲
ﾋﾃﾞﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
調和系工学特論(Harmonious Systems
Engineering) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平12.4)

5日

39 専 教授
齊藤
ｻｲﾄｳ

　晋
ｸﾆﾏｻ

聖

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
フォトニックネットワーク特論
(Photonic Network) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.4

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
教授
(平13.4)

5日

40 専 教授
橋詰
ﾊｼﾂﾞﾒ

　保
ﾀﾓﾂ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
情報エレクトロニクス特別講義
(Frontiers of Electronics)

1～3通
1･2･3③④

2
2

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
教授(センター長)
(平6.7)

5日

41 専 教授
葛西
ｶｻｲ

　誠也
ｾｲﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
応用デバイス回路学特論(Advanced
Electronic Devices and Circuits)
※

1～3通
1･2･3①②

2
0.8

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
教授
(平11.4)

5日

42 専 教授
池辺
ｲｹﾍﾞ

　将之
ﾏｻﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
応用デバイス回路学特論(Advanced
Electronic Devices and Circuits)
※

1～3通
1･2･3①②

2
0.6

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
(平16.4)

5日

43 専 教授
三澤
ﾐｻﾜ

　弘明
ﾋﾛｱｷ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究

ナノフォトニクス特論
(Nanophotonics) ※

1～3通

1･2･3③④

2
(-2020)

1
(-2020)

1

1

北海道大学　電子科学研究所
附属グリーンナノテクノロ
ジー研究センター
教授
(平15.5)

5日

44 専 教授
笹木
ｻｻｷ

　敬司
ｹｲｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
光情報システム学特論(Photonic
Information System) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.8

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平9.11)

5日
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45 専 教授
根本
ﾈﾓﾄ

　知己
ﾄﾓﾐ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究
脳神経科学特論(Neuroscience and
brain function) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平21.9)

5日

46 専 教授
西野
ﾆｼﾉ

　吉則
ﾖｼﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究
ナノイメージング特論(Nanoimaging)
※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平22.4)

5日

47 専 教授
太田
ｵｵﾀ

　裕道
ﾋﾛﾐﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
電子材料学特論(Advanced
Electronic Materials) ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.8

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平24.9)

5日

48 専 教授
雲林院
ｳｼﾞｲ

　宏
ﾋﾛｼ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究
ナノマテリアル特論(Nanomaterials)
※

1～3通
1･2･3①②

2
1.4

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平27.7 )

5日

49 専 教授
水田
ﾐｽﾞﾀ

　正弘
ﾏｻﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
先端データ科学特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
1.1

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(昭59.6)

5日

50 専 教授
大宮
ｵｵﾐﾔ

　学
ﾏﾅﾌﾞ゛

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
ハイパフォーマンスコンピューティ
ング特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
1.1

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(昭58.4)

5日

51 専 教授
髙井
ﾀｶｲ

　昌彰
ﾖｼｱｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
先端ネットワーク特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
1.1

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(平1.10)

5日

52 専 教授
南
ﾐﾅﾐ

　弘征
ﾋﾛﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
先端データ科学特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.9

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(平12.4)

5日

53 専 教授
棟朝
ﾑﾈﾓﾄ

　雅晴
ﾏｻﾊﾙ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
情報システム設計学特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
1.6

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(平8.4)

5日

54 専 教授
岩下
ｲﾜｼﾀ

　武史
ﾀｹｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
ハイパフォーマンスコンピューティ
ング特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.9

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
教授
(平26.4)

5日

55 専 教授
大本
ｵｵﾓﾄ

　亨
ﾄｵﾙ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報理工学特別研究
応用代数学特論
応用幾何学特論

1～3通
1･2･3①
1･2･3②

2
1
1

1
1
1

北海道大学大学院　理学研究
院
教授
(平16.3)

5日

国立研究開発法人　物質・材
料研究機構 グループリー
ダー
(平19.1)

1日

国立研究開発法人　物質・材
料研究機構 グループリー
ダー
(平19.1)

5日

日本電信電話株式会社　アク
セスサービスシステム研究所
主幹研究員
(平25.10)

1日

日本電信電話株式会社　アク
セスサービスシステム研究所
主幹研究員
(平25.10)

5日

日本電信電話株式会社　アク
セスサービスシステム研究所
主任研究員
(平26.7)

1日

日本電信電話株式会社　アク
セスサービスシステム研究所
主任研究員
(平26.7)

5日

日本電信電話株式会社・コ
ミュニケーション科学基礎研
究所・主任研究員
(平23.7)

1日

日本電信電話株式会社・コ
ミュニケーション科学基礎研
究所・主任研究員
(平23.7)

5日

日本電信電話株式会社・コ
ミュニケーション科学基礎研
究所　主幹研究員
(平20.2)

1日

日本電信電話株式会社・コ
ミュニケーション科学基礎研
究所　主幹研究員
(平20.2)

5日

株式会社NTTドコモ　R&D戦略
部　技術広報担当部長
(平29.4)

1日

株式会社NTTドコモ　R&D戦略
部　技術広報担当部長
(平29.4)

5日

独立行政法人産業技術総合研
究所・人間情報研究部門・研
究部門長
(平27.4)

1日

独立行政法人産業技術総合研
究所・人間情報研究部門・研
究部門長
(平27.4)

5日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任研究員
(平19.10)

1日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任研究員
(平19.10)

5日

2
0.5

1
1

60 専 教授
川西
ｶﾜﾆｼ

　隆仁
ﾀｶﾋﾄ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
ユビキタスネットワーク学特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.4

1
1

59 専 教授
藤野
ﾌｼﾞﾉ

　昭典
ｱｷﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(情報学)

1
1

57 専 教授
可児
ｶﾆ

　淳一
ｼﾞｭﾝｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
ユビキタスネットワーク学特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.6

1
1

博士
(工学)

生体情報工学特別研究
先端医工学特論

1～3通
1･2･3①②

2
2

56 専 教授
菊池
ｷｸﾁ

　正紀
ﾏｻﾉﾘ

＜平成31年4月＞

1
1

61 専 教授
萩原
ﾊｷﾞﾜﾗ

　淳一郎
ｼﾞｭﾝｲﾁﾛｳ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
メディアネットワーク社会学特論

1～3通
1･2･3③④

2
2

1
1

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
ユビキタスネットワーク学特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.5

58 専 教授
古敷谷
ｺｼｷﾔ

　優介
ﾕｳｽｹ

＜平成31年4月＞

メディアネットワーク特別研究
ユビキタスネットワーク学特論 ※

1～3通
1･2･3①②

1
1

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
ディジタルヒューマン情報学特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.1

62 専 教授
持丸
ﾓﾁﾏﾙ

　正明
ﾏｻｱｷ

＜平成31年4月＞

2
0.8

1
1

63 専 教授
田
ﾀ

殿
ﾄﾞﾉ

　武雄
ﾀｹｵ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
リモートセンシング情報学特論 ※

1～3通
1･2･3③④
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ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
教授
(2008.9)
(情報計算機学部長)
(2015.9)

1日

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
教授
(2008.9)
(情報計算機学部長)
(2015.9)

5日

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
教授
(2005.9)
(ﾘｻｰﾁｱﾝﾄﾞｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ副学長)
(2015.7)

1日

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
教授
(2005.9)
(ﾘｻｰﾁｱﾝﾄﾞｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ副学長)
(2015.7)

5日

シドニー工科大学
教授(情報通信学科長)
(2015.11)

1日

シドニー工科大学
教授(情報通信学科長)
(2015.11)

5日

シドニー工科大学
教授
(2014.7)

1日

シドニー工科大学
教授
(2014.7)

5日

シドニー工科大学
教授
(2014.11)

1日

シドニー工科大学
教授
(2014.11)

5日

69 専 准教授
有田
ｱﾘﾀ

　正志
ﾏｻｼ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報エレクトロニクス特別研究
電子デバイス学特論(Physics of
electron device) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平9.4)

5日

70 専 准教授
工藤
ｸﾄﾞｳ

　信樹
ﾉﾌﾞｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別研究
医用システム工学特論(Medical
Systems Engineering) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平7.7)

5日

71 専 准教授
岡本
ｵｶﾓﾄ

　淳
ｱﾂｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
光エレクトロニクス特論(Advanced
Optoelectronics) ※

1～3通
1･2･3③④

2
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平2.4)

5日

72 専 准教授
田中
ﾀﾅｶ

　文基
ﾌﾐｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
システム環境情報学特論 ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1～3通
1･2･3③④
1･2･3①②

2
0.9
0.2

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(昭63.4)

5日

73 専 准教授
河口
ｶﾜｸﾞﾁ

　万
ﾏﾕｶ

由香

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
情報数理学特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(昭63.10)

5日

74 専 准教授
中村
ﾅｶﾑﾗ

　篤
ｱﾂﾖｼ

祥

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報理工学特別研究
情報認識学特論(Pattern
Recognition and Machine Learning)
※

1～3通
1･2･3①②

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平14.7)

5日

75 専 准教授
菅原
ｽｶﾞﾜﾗ

　広
ﾋﾛ

剛
ﾀｹ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
集積プロセス学特論(Integrated
Material Processing) ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平4.4)

5日

76 専 准教授
土橋
ﾄﾞﾊﾞｼ

　宜典
ﾖｼﾉﾘ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
コンピュータグラフィックス特論
(Computer Graphics)

1～3通
1･2･3③④

2
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平12.5)

5日

77 専 准教授
古賀
ｺｶﾞ

　貴
ﾀｶｱｷ

亮

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Physics
(米国)

情報エレクトロニクス特別研究
情報エレクトロニクス数学力学特論
(Physics and Mathematics for
Electrical Engineering)

1～3通
1･2･3③④

2
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.4)

5日

78 専 准教授
西村
ﾆｼﾑﾗ

　寿彦
ﾄｼﾋｺ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
適応コミュニケーション特論
(Adaptive Communications) ※

1～3通
1･2･3③④

2
1.8

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平10.1)

5日

79 専 准教授
山本
ﾔﾏﾓﾄ

　学
ﾏﾅﾌﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
ワイヤレス伝送・環境電磁特論
(Wireless Transmission and EMC)

1～3通
1･2･3①②

2
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平10.4)

5日

80 専 准教授
野口
ﾉｸﾞﾁ

　聡
ｿｳ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
電磁工学特論(Advanced Applied
Electromagnetics) ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.4)

5日

81 専 准教授
田中
ﾀﾅｶ

　孝之
ﾀｶﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
ヒューマンセントリックシステム特
論(Human-centric Systems) ※
ヒューマンセントリックシステム特
論(Human-centric Systems)
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1～3通
1･2･3③④

1･2･3③④

1･2･3①②

2
0.9

(-2020)

2
(2021-)

0.9
(2021-)

1
1

1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.4)

5日

82 専 准教授
小山
ｵﾔﾏ

　聡
ｻﾄｼ

＜平成31年4月＞

博士
(情報学)

情報理工学特別研究
知能ソフトウェア特論 ※

知能ソフトウェア特論

Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

1～3通
1･2･3①②

1･2･3①②

1･2･3②

2
0.9

(-2020)

2
(-2021)

0.1

1
1

1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平21.10)

5日

83 専 准教授
伊藤
ｲﾄｳ

　敏彦
ﾄｼﾋｺ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
自然言語処理学特論(Natural
Language Processing) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.3)

5日

Ren
ﾚﾝ

 Ping
ﾋﾟﾝ

 Liu
ﾘｳ

＜平成31年4月＞

67

2
0.1

0.1

1
1

1

1
1

Ph.D.in
Electrical

and
Conputer

Engineering
(英国)

メディアネットワーク特別研究
Cyber Security Fundamentals ※
Cyber Security ※
Blockchain ※

専 教授
Eryk
ｴﾘｯｸ

 Dutkiewicz
ﾃﾞｭﾄｷｴｳﾞｨｯﾁ

＜平成31年4月＞

専 教授

1～3通
1･2･3②
1･2･3②
1･2･3②

2
0.1
0.1
0.1

1
1
1
1

1～3通
1･2･3②

2
0.1

Ph.D.in
Communicati

on
engineering
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

メディアネットワーク特別研究
Introduction to Wireless Sensor
Networks and IoT ※
Wireless Sensor Networks and IoT
※

1～3通
1･2･3②

1･2･3②
66

情報理工学特別研究 1～3通

68 専 教授
Xiaojing
ｼｬｵｼﾞﾝ

 Huang
ﾎｱﾝ

＜平成31年4月＞

博士
(電子工学)

(中国)

メディアネットワーク特別研究
Software Defined Networks ※

情報理工学特別研究
知識ベース特論 ※
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

1～3通
1･2･3①②
1･2･3②

2
0.3
0.1

1
1
1

64 専

教授

教授
James
ｼﾞｪｰﾑｽﾞ

 Allan
ｱﾗﾝ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Computer
Science
(米国)

65 専

Shlomo
ｼｭﾛﾓ

Zilberstein
ｼﾙﾊﾞｰｽﾀｲﾝ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Computer
Science
(米国)

2 1
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84 専 准教授
小柳
ｺﾔﾅｷﾞ

　香奈子
ｶﾅｺ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究
ゲノム情報科学特論(Genome
Informatics) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.8

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.4)

5日

85 専 准教授
竹本
ﾀｹﾓﾄ

　真
ﾏｻﾂｸﾞ

紹

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
電気エネルギー変換特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平20.4)

5日

86 専 准教授
山下
ﾔﾏｼﾀ

　倫
ﾄﾓﾋｻ

央

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
調和系工学特論(Harmonious Systems
Engineering) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平29.2)

5日

87 専 准教授
原
ﾊﾗ

　亮一
ﾘｮｳｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
電力システム特論(Electric Power
Systems) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平18.4)

5日

88 専 准教授
喜田
ｷﾀﾞ

　拓也
ﾀｸﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

情報理工学特別研究
情報知識ネットワーク特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平16.4)

5日

89 専 准教授
長田
ｵｻﾀﾞ

　直樹
ﾅｵｷ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究
情報生物学特論(Information
Biology) ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平27.4)

5日

90 専 准教授
伊達
ﾀﾞﾃ

　宏昭
ﾋﾛｱｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
ディジタル幾何処理工学特論
(Digital Geometry Processing) ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1～3通
1･2･3①②

1･2･3①②

2
1

0.2

1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平17.11)

5日

91 専 准教授
西川
ﾆｼｶﾜ

　淳
ｼﾞｭﾝ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別研究
神経制御工学特論(Neural Control
Engineering) ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平25.11)

5日

92 専 准教授
小林
ｺﾊﾞﾔｼ

　孝一
ｺｳｲﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
システム制御理論特論(Systems
Control Theory) ※
システム創成学特論(Frontiers of
System Creation Technologies) ※

1～3通
1･2･3①②

1･2･3①②

2
0.9

0.1

1
1

1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平27.4)

5日

93 専 准教授
飯塚
ｲｲﾂﾞｶ

　博幸
ﾋﾛﾕｷ

＜平成31年4月＞

博士
(学術)

情報理工学特別研究
自律系工学特論 ※
Introduction to Artificial
Intelligence, Big Data, and
Cybersecurity for Graduate
Students ※

1～3通
1･2･3①②
1･2･3②

2
1.3
0.1

1
1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平25.10)

5日

94 専 准教授
瀧川
ﾀｷｶﾞﾜ

　一
ｲﾁｶﾞｸ

学

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
大規模知識処理特論(Large-scale
Knowledge Processing)

1～3通
1･2･3③④

2
2

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平26.10)

5日

95 専 准教授
筒井
ﾂﾂｲ

　弘
ﾋﾛｼ

＜平成31年4月＞

博士
(情報学)

メディアネットワーク特別研究
ネットワークシステム特論(Network
Systems) ※

1～3通
1･2･3③④

2
1.8

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平25.5)

5日

96 専 准教授
松元
ﾏﾂﾓﾄ

　慎吾
ｼﾝｺﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(薬学)

生体情報工学特別研究
バイオイメージング特論
(Bioimaging) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平27.2)

5日

97 専 准教授
藤澤
ﾌｼﾞｻﾜ

　剛
ﾀｹｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究
フォトニックネットワーク特論
(Photonic Network) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1.6

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平26.2)

5日

98 専 准教授
冨岡
ﾄﾐｵｶ

　克広
ｶﾂﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
半導体デバイス物理学特論
(Semiconductor Device Physics) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平27.1)

5日

99 専 准教授
小川
ｵｶﾞﾜ

　貴弘
ﾀｶﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

メディアネットワーク特別研究
メディア表現論特論(Media
Representation Theory) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1.4

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平20.7)

5日

100 専 准教授
坂本
ｻｶﾓﾄ

　大介
ﾀﾞｲｽｹ

＜平成31年4月＞

博士
(システム
情報科学)

情報理工学特別研究
ヒューマンコンピュータインタラク
ション特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.4

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平29.3)

5日

101 専 准教授

CONVERTINO
ｺﾝﾍﾞﾙﾃｨーﾉ 

MATTEO
ﾏｯﾃｵ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Biocmplexit

y
Engineering
(イタリア)

メディアネットワーク特別研究
Complex Systems Modeling

1～3通

1･2･3①②

2
(-2020)

2
(-2020)

1

1

北海道大学　国際連携研究教
育局　及び
北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平29.10)

5日

102 専 准教授
廣瀬
ﾋﾛｾ

　善
ﾖｼﾋﾛ

大

＜平成31年4月＞

博士
(情報理工

学)

情報理工学特別研究
情報解析学特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.9

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平29.4)

5日

103 専 准教授
高前田
ﾀｶﾏｴﾀﾞ

(山崎
ﾔﾏｻﾞｷ

)伸也
ｼﾝﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
集積システム学特論(Integrated
Systems) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.6

1
1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
准教授
(平28.10)

5日

104 専 准教授
赤澤
ｱｶｻﾞﾜ

　正道
ﾏｻﾐﾁ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
光情報システム学特論(Photonic
Information System) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.6

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
准教授
(昭63.11)

5日

105 専 准教授
原
ﾊﾗ

　真二郎
ｼﾝｼﾞﾛｳ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
電子材料学特論(Advanced
Electronic Materials) ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.6

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
准教授
(平16.4)

5日

106 専 准教授
佐藤
ｻﾄｳ

　威
ﾀｹﾄﾓ

友

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
応用デバイス回路学特論(Advanced
Electronic Devices and Circuits)
※

1～3通
1･2･3①②

2
0.6

1
1

北海道大学　量子集積エレク
トロニクス研究センター
准教授
(平13.10)

5日

107 専 准教授
藤原
ﾌｼﾞﾜﾗ

　英樹
ﾋﾃﾞｷ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
光情報システム学特論(Photonic
Information System) ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.6

1
1

北海道大学　電子科学研究所
教授
(平12.4)

5日

108 専 准教授
山
ﾔﾏﾉｳﾁ

ノ内　路
ﾐﾁﾋｺ

彦

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究
電子材料学特論(Advanced
Electronic Materials) ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.6

1
1

北海道大学　電子科学研究所
助教
(平26.5)

5日

109 専 准教授
平井
ﾋﾗｲ

　健二
ｹﾝｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別研究
ナノマテリアル特論(Nanomaterials)
※

1～3通
1･2･3①②

2
0.4

1
1

北海道大学　電子科学研究所
准教授
(平29.12)

5日
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110 専 准教授
榎木
ｴﾉｷ

　亮介
ﾘｮｳｽｹ

＜平成31年4月＞

博士
(生命科学)

生体情報工学特別研究
脳神経科学特論(Neuroscience and
brain function) ※

1～3通
1･2･3①②

2
1

1
1

北海道大学　電子科学研究所
准教授
(平30.1)

5日

111 専 准教授
上野
ｳｴﾉ

　貢生
ｺｳｾｲ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究
ナノフォトニクス特論
(Nanophotonics) ※
ナノフォトニクス特論
(Nanophotonics) ※

1～3通
1･2･3③④

1･2･3③④

2
0.9

(-2020)

1.9
(2021-)

1
1

1

北海道大学　電子科学研究所
附属グリーンナノテクノロ
ジー研究センター
准教授
(平18.4)

5日

112 専 准教授
飯田
ｲｲﾀﾞ

　勝吉
ｶﾂﾖｼ

＜平成31年4月＞

博士
(情報工学)

情報理工学特別研究
先端ネットワーク特論 ※

1～3通
1･2･3①②

2
0.9

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
准教授
(平28.9)

5日

113 専 准教授
杉木
ｽｷﾞｷ

　章義
ｱｷﾖｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究
情報システム設計学特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.4

1
1

北海道大学　情報基盤セン
ター
准教授
(平27.4)

5日

産業技術総合研究所・人間情
報研究部門・主任研究員
(平27.4)

1日

産業技術総合研究所・人間情
報研究部門・主任研究員
(平27.4)

5日

産業技術総合研究所・人間情
報研究部門・研究グループ長
(平27.4)

1日

産業技術総合研究所・人間情
報研究部門・研究グループ長
(平27.4)

5日

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
准教授
(2009.9)

1日

ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ大学ｱﾏｰｽﾄ校
准教授
(2009.9)

5日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任研究員
(平24.10)

1日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任研究員
(平24.10)

5日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任開発員
(平23.10)

1日

宇宙航空開発機構・地球観測
研究センター　主任開発員
(平23.10)

5日

シドニー工科大学
上級講師
(2010.7)

1日

シドニー工科大学
上級講師
(2010.7)

5日

シドニー工科大学
准教授
(2014.7)

1日

シドニー工科大学
准教授
(2014.7)

5日

シドニー工科大学
講師
(2015.11)

1日

シドニー工科大学
講師
(2015.11)

5日

シドニー工科大学
講師
(2016.11)

1日

シドニー工科大学
講師
(2016.11)

5日

シドニー工科大学
講師
(2016.10)

1日

シドニー工科大学
講師
(2016.10)

5日

124 専 助教
松下
ﾏﾂｼﾀ

　昭彦
ｱｷﾋｺ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平4.4)

5日

125 専 助教
八田
ﾊｯﾀ

　英嗣
ｴｲｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平3.4)

5日

126 専 助教
西村
ﾆｼﾑﾗ

　生哉
ｲｸﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平2.4)

5日

127 専 助教
加藤
ｶﾄｳ

　祐次
ﾕｳｼﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平7.10)

5日

128 専 助教
姜
ｶﾝ

　錫
ｿｸ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平15.4)

5日

129 専 助教
大久保
ｵｵｸﾎﾞ

　好章
ﾖｼｱｷ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報理工学特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平7.4)

5日

130 専 助教
青木
ｱｵｷ

　直史
ﾅｵﾌﾐ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平12.4)

5日

メディアネットワーク特別研究
Blockchain ※

1～3通
1･2･3②

2
0.9

1
1

Ph.D.in
Telecommuni

cation
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

メディアネットワーク特別研究
Software Defined Networks ※

1～3通
1･2･3②

121 専 講師

Beeshanga
ﾋﾞｼｬﾝｶﾞｰ

Abewardana
ｱﾍﾞﾜﾀﾞﾅ

Jayawickrama
ｼﾞｬﾔｳｨｸﾗﾏ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Electronics
Engineering
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

120 専 准教授
Mehran
ﾒﾗﾝ

 Abolhasan
ｱﾎﾞﾙﾊｻﾝ

＜平成31年4月＞

准教授
堀
ﾎﾘ

　雅裕
ﾏｻﾋﾛ

＜平成31年4月＞

117 専

118 専 准教授
塩見
ｼｵﾐ

　慶
ｹｲ

＜平成31年4月＞

准教授
Priyadarsi
ﾌﾟﾘﾔﾀﾞﾙｼ

 Nanda
ﾅﾝﾀﾞ

＜平成31年4月＞

専

114 専 准教授
宮田
ﾐﾔﾀ

　なつき

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
ディジタルヒューマン情報学特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.9

1
1

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
ディジタルヒューマン情報学特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
1

115 専 准教授
多田
ﾀﾀﾞ

　充徳
ﾐﾂﾉﾘ

＜平成31年4月＞

2
0.9

1
1

122

メディアネットワーク特別研究
Introduction to Wireless Sensor
Networks and IoT ※
Wireless Sensor Networks and IoT
※

1～3通
1･2･3②
1･2･3②

2
0.9
0.9

1
1
1

Ph.D.in
Electrical-
Electronic

and
Communicati

on
Technologie

s
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

1～3通
1･2･3②

1
1

2
0.9

1
1

123 専 講師
Ying
ｲﾝ

 He
ﾋｰ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Engineering
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

メディアネットワーク特別研究
Cyber Security ※

1～3通
1･2･3②

専 講師

Negin
ﾈｷﾞﾝ

 Shariati
ｼｬﾘｱﾃｨ

Moghadam
ﾓﾊﾀﾞﾑ

＜平成31年4月＞

メディアネットワーク特別研究
Cyber Security Fundamentals ※

116 専 准教授
Mark D. Corner
ﾏｰｸ　  ﾀﾞｸﾞﾗｽ　 ｺｰﾅｰ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

システム情報科学特別研究
リモートセンシング情報学特論 ※

119
2

0.9
1
1

Ph.D.in
Computer
Science

(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

1
1

2
0.6

1
1

博士
(工学)

システム情報科学特別研究
リモートセンシング情報学特論 ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.6

Ph.D.in
Electrical
Engineering

(米国)

情報理工学特別研究 1～3通 2 1

1～3通
1･2･3③④
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131 専 助教
RZEPKA
ｼﾞｪﾌﾟｶ 

 RAFAL
ﾗﾌｱｳ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平16.4)

5日

132 専 助教
日景
ﾋｶｹﾞ

　隆
ﾀｶｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

メディアネットワーク特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平11.7)

5日

133 専 助教
福地
ﾌｸﾁ

　厚
ｱﾂｼ

＜平成31年4月＞

博士
(科学)

情報エレクトロニクス特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平26.10)

5日

134 専 助教

JORDAN
ｼﾞｮｰﾀﾞﾝ

 Ⅳ

CHARLES
ﾁｬｰﾙｽﾞ

 HAROLD
 ﾊﾛﾙﾄﾞ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

情報理工学特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平25.11)

5日

135 専 助教
小
ｺﾐｽﾞﾅｲ

水内　俊介
ｼｭﾝｽｹ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平25.4)

5日

136 専 助教
折川
ｵﾘｶﾜ

　幸
ｺｳｼﾞ

司

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

システム情報科学特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平28.4)

5日

137 専 助教
小川
ｵｶﾞﾜ

　和久
ｶｽﾞﾋｻ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平27.10)

5日

138 専 助教
横山
ﾖｺﾔﾏ

　想一郎
ｿｳｲﾁﾛｳ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

情報理工学特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平29.2)

5日

139 専 助教
樋浦
ﾋｳﾗ

　諭
ｻﾄｼ

志

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平29.2)

5日

140 専 助教
渡邉
ﾜﾀﾅﾍﾞ

　拓
ﾋﾛｷ

貴

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　情報科学
研究科
助教
(平29.4)

5日

141 専 助教
酒井
ｻｶｲ

　恭輔
ｷｮｳｽｹ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報エレクトロニクス特別研究 1～3通 2 1
北海道大学　電子科学研究所
助教
(平22.12)

5日

142 専 助教
孫
ｿﾝ

　泉
ｾﾝ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究 1～3通 2 1
北海道大学　電子科学研究所
助教
(平28.4)

5日

143 専 助教
大友
ｵｵﾄﾓ

　康平
ｺｳﾍｲ

＜平成31年4月＞

博士
(薬学)

生体情報工学特別研究 1～3通 2 1
北海道大学　電子科学研究所
助教
(平28.4)

5日

144 専 助教
押切
ｵｼｷﾘ

　友也
ﾄﾓﾔ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究
ナノフォトニクス特論
(Nanophotonics) ※

1～3通
1･2･3③④

2
0.1

1
1

北海道大学　電子科学研究所
附属グリーンナノテクノロ
ジー研究センター
助教
(平24.12)

5日

145 専 助教
木村
ｷﾑﾗ

　隆志
ﾀｶｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別研究
ナノイメージング特論(Nanoimaging)
※

1～3通
1･2･3①②

2
0.5

1
1

北海道大学　電子科学研究所
助教
(平23.4)

5日

146 専 助教
石
ｾｷ

　旭
ｷｮｸ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

生体情報工学特別研究 1～3通 2 1
北海道大学　電子科学研究所
助教
(平28.4)

5日

147 専 助教
CHO
ﾁｮｳ

,
 

 Hai
ﾊｲ

 Jun
ｼﾞｭﾝ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Science and
Engineering
(カナダ)

情報エレクトロニクス特別研究 1～3通 2 1
北海道大学　電子科学研究所
助教
(平30.4)

5日

148 専 助教
鈴木
ｽｽﾞｷ

　明大
ｱｷﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

生体情報工学特別研究
ナノイメージング特論(Nanoimaging)
※

1～3通
1･2･3①②

2
0.5

1
1

北海道大学　電子科学研究所
助教
(平28.4)

5日

149 専 助教
猪瀬
ｲﾉｾ

　朋子
ﾄﾓｺ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

生体情報工学特別研究
ナノマテリアル特論(Nanomaterials)
※

1～3通
1･2･3①②

2
0.2

1
1

北海道大学　電子科学研究所
助教
(平27.10)

5日

150 専 助教
深谷
ﾌｶﾔ

　猛
ﾀｹｼ

＜平成31年4月＞

博士
(工学)

情報理工学特別研究 1～3通 2 1

北海道大学　情報基盤セン
ター
助教
(平27.4)

5日

151 専 助教

TORIELLI
ﾄﾘｴｯﾘ

MICHELE
ﾐｹｰﾚ

＜平成31年4月＞

Ph.D.in
Mathematic

s
(米国)

情報理工学特別研究 1～3通 2 1

北海道大学大学院　理学研究
院
助教
(平28.1)

5日

152 兼担 教授
佐藤
ｻﾄｳ

　典宏
ﾉﾘﾋﾛ

＜平成31年4月＞

博士
(医学)

ゲノム情報科学特論(Genome
Informatics) ※

1･2･3①② 0.1 1
北海道大学病院
教授
(平14.11)

153 兼担 教授
藏田
ｸﾗﾀ

　伸雄
ﾉﾌﾞｵ

＜平成31年4月＞

修士
(文学)

倫理学特殊講義 1･2･3③④ 2 1

北海道大学大学院　文学研究
科
教授
(平13.10)

154 兼担 教授
吉田
ﾖｼﾀﾞ

　広志
ﾋﾛｼ

＜平成31年4月＞

修士
(法学)

「理系のための」知っておきたい特
許制度

1･2･3①② 2 1

北海道大学大学院　法学研究
科
教授
(平15.7)

155 兼担 准教授
遠藤
ｴﾝﾄﾞｳ

　晃
ｱｷﾗ

＜平成31年4月＞

博士
(人間・環

境学)

ゲノム情報科学特論(Genome
Informatics)

1･2･3①② 0.1 1
北海道大学病院
准教授
(平10.10)

156 兼任 客員教授
今西
ｲﾏﾆｼ

　規
ﾀﾀﾞｼ

＜平成31年4月＞

博士
(理学)

情報医科学特論(Medical
Information Science) ※

1･2･3①② 1.1 1

東海大学大学院　医学研究科
ゲノム多様性解析センター
センター長
(平25.4)

157 兼任
非常勤
講師

福西
ﾌｸﾆｼ　

　快文
ﾖｼﾌﾐ

＜平成31年4月＞

Master of
Engineerin

g
(米国)

情報医科学特論(Medical
Information Science) ※

1･2･3①② 0.9 1

産業技術総合研究所
創薬分子プロファイリング研
究センター
3D分子設計チーム　チーム長
(平24.4)
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158 兼任
非常勤
講師

辻角
ﾂｼﾞｶﾄﾞ

　精二
ｾｲｼﾞ

＜平成31年4月＞

Master of
Engineerin

g
(米国)

プロジェクトマネジメント特論
(Project Management Basis) ※

1･2･3①② 0.7 1
イノベイティブコンサルティ
ング代表
(平27.2)

159 兼任
非常勤
講師

谷口
ﾀﾆｸﾞﾁ

　篤
ｱﾂｼ

＜平成31年4月＞

Master of
Science
(米国)

プロジェクトマネジメント特論
(Project Management Basis) ※

1･2･3①② 0.4 1

SAPジャパン(株)
Digital Business
Services・Vice President
(平30.3)

160 兼任
非常勤
講師

今仁
ｲﾏﾆ

　武臣
ﾀｹｵﾐ

＜平成31年4月＞

博士(シス
テムズエン
ジニアリン

グ学)

プロジェクトマネジメント特論
(Project Management Basis) ※

1･2･3①② 0.5 1
慶應義塾大学大学院
非常勤講師
(平29.10)

161 兼任
非常勤
講師

上甲
ｼﾞｮｳｺｳ

　哲也
ﾃﾂﾔ

＜平成31年4月＞

修士
(経営学)

プロジェクトマネジメント特論
(Project Management Basis) ※

1･2･3①② 0.4 1
セブンスカイズ株式会社
代表取締役社長
(平18.5)

162 兼任
非常勤
講師

永谷
ﾅｶﾞﾔ

　裕子
ﾋﾛｺ

＜平成31年4月＞

博士
(情報科学)

パーソナルスキル特論(Personal
Skills for Project Management) ※

1･2･3①② 0.8 1
(株)アスカプランニング
代表取締役
(平22.4)

163 兼任
非常勤
講師

塩田
ｼｵﾀ

　宏治
ｺｳｼﾞ

＜平成31年4月＞

ＭＢＡ
(ﾏﾚｰｼｱ)

パーソナルスキル特論(Personal
Skills for Project Management) ※

1･2･3①② 0.5 1
(株)クリエビジョン
代表取締役
(平25.11)

164 兼任
非常勤
講師

Kenji
ｹﾝｼﾞ

 Haga
ﾊｶﾞ

＜平成31年4月＞

Master of
Project

Management
(米国)

パーソナルスキル特論(Personal
Skills for Project Management) ※

1･2･3①② 0.5 1
野村証券(株)
シニアプリンスパル
(平29.4)

165 兼任
非常勤
講師

Robert
ﾛﾊﾞｰﾄ

 K.T
ｷﾝｸﾞ

 Chu
ﾁｭｰ

＜平成31年4月＞

ＭＢＡ
(米国)

パーソナルスキル特論(Personal
Skills for Project Management) ※

1･2･3①② 0.2 1
マネージング・コンサルタン
ト(個人事業主)
(平12.1)

北海道大学大学院 情報科学院 情報科学専攻 ー 103



平成30年度 入学
定員

編入学
定員②

編入学
定員③

収容
定員 平成31年度 入学

定員
編入学
定員②

編入学
定員③

収容
定員 変更の事由

北海道⼤学 北海道⼤学
文学部 文学部

人文科学科 185 - - 740 人文科学科 185 - - 740

教育学部 教育学部
教育学科 50 - 10 220 教育学科 50 - 10 220

法学部 法学部
法学課程 200 10 10 850 法学課程 200 10 10 850

経済学部 経済学部
経済学科 100 - - 400 経済学科 100 - - 400
経営学科 90 - - 360 経営学科 90 - - 360

理学部 理学部
数学科 50 - - 200 数学科 50 - - 200
物理学科 35 - - 140 物理学科 35 - - 140
化学科 75 - - 300 化学科 75 - - 300
生物科学科 80 - - 320 生物科学科 80 - - 320
地球惑星科学科 60 - - 240 地球惑星科学科 60 - - 240

医学部 医学部
医学科 107 5 - 667 医学科 107 5 - 667
保健学科［看護学専攻］ 70 - - 280 保健学科［看護学専攻］ 70 - - 280
保健学科［放射線技術科学専攻］ 37 - - 148 保健学科［放射線技術科学専攻］ 37 - - 148
保健学科［検査技術科学専攻］ 37 - - 148 保健学科［検査技術科学専攻］ 37 - - 148
保健学科［理学療法学専攻］ 18 - - 72 保健学科［理学療法学専攻］ 18 - - 72
保健学科［作業療法学専攻］ 18 - - 72 保健学科［作業療法学専攻］ 18 - - 72

⻭学部 ⻭学部
⻭学科 53 - - 318 ⻭学科 53 - - 318

薬学部 薬学部
薬科学科 50 - - 200 薬科学科 50 - - 200
薬学科 30 - - 180 薬学科 30 - - 180

工学部 工学部
応⽤理⼯系学科 160 - 640 応⽤理⼯系学科 160 - 640
情報エレクトロニクス学科 180 - 720 情報エレクトロニクス学科 180 - 720
機械知能⼯学科 120 - 480 機械知能⼯学科 120 - 480
環境社会⼯学科 210 - 840 環境社会⼯学科 210 - 840

農学部 農学部
生物資源科学科 36 - - 144 生物資源科学科 36 - - 144
応⽤生命科学科 30 - - 120 応⽤生命科学科 30 - - 120
生物機能化学科 35 - - 140 生物機能化学科 35 - - 140
森林科学科 36 - - 144 森林科学科 36 - - 144
畜産科学科 23 - - 92 畜産科学科 23 - - 92
生物環境⼯学科 30 - - 120 生物環境⼯学科 30 - - 120
農業経済学科 25 - - 100 農業経済学科 25 - - 100

獣医学部 獣医学部
共同獣医学課程 40 - - 240 共同獣医学課程 40 - - 240

水産学部 水産学部
海洋生物科学科 54 - - 216 海洋生物科学科 54 - - 216
海洋資源科学科 53 - - 212 海洋資源科学科 53 - - 212
増殖生命科学科 54 - - 216 増殖生命科学科 54 - - 216
資源機能化学科 54 - - 216 資源機能化学科 54 - - 216

計 2,485 15 30 10,515 計 2,485 15 30 10,515

② …　２年次編⼊学
③ …　３年次編⼊学
＊⼯学部の編⼊学定員は，特定の学科ではなく，学部全体に定められたものである。
＊そのため，⼯学部の各学科の収容定員には編⼊学定員を含めていない（⼤学全体の合計には含めている）。

10 10
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修士 博士 専門職 修士 博士 専門職 修士 博士 専門職 修士 博士 専門職 変更の事由
北海道⼤学⼤学院 北海道⼤学⼤学院

 文学研究科
思想文化学専攻 14 6 28 18 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
歴史地域文化学専攻 28 11 56 33 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
言語文学専攻 29 11 58 33 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
人間ｼｽﾃﾑ科学専攻 19 7 38 21 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
 法学研究科  法学研究科

法学政治学専攻 20 15 40 45 法学政治学専攻 20 15 40 45
法律実務専攻 50 150 法律実務専攻 50 150
  情報科学研究科

情報理⼯学専攻 48 12 96 36 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
情報ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ専攻 39 8 78 24 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
生命人間情報科学専攻 33 6 66 18 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
ﾒﾃﾞｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ専攻 30 8 60 24 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
ｼｽﾃﾑ情報科学専攻 27 8 54 24 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
 水産科学院  水産科学院

海洋生物資源科学専攻 43 17 86 51 海洋生物資源科学専攻 43 17 86 51
海洋応⽤生命科学専攻 47 18 94 54 海洋応⽤生命科学専攻 47 18 94 54
 環境科学院  環境科学院

環境起学専攻 44 15 88 45 環境起学専攻 44 15 88 45
地球圏科学専攻 35 14 70 42 地球圏科学専攻 35 14 70 42
生物圏科学専攻 52 23 104 69 生物圏科学専攻 52 23 104 69
環境物質科学専攻 28 11 56 33 環境物質科学専攻 28 11 56 33

理学院 理学院
数学専攻 46 17 92 51 数学専攻 44 16 88 48 定員変更（Ｍ△2，Ｄ△1）
物性物理学専攻 24 10 48 30 物性物理学専攻 24 10 48 30
宇宙理学専攻 20 9 40 27 宇宙理学専攻 20 9 40 27
自然史科学専攻 39 20 78 60 自然史科学専攻 39 20 78 60

農学院 農学院
共生基盤学専攻 40 8 80 24 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
生物資源科学専攻 42 14 84 42 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
応⽤生物科学専攻 18 6 36 18 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
環境資源学専攻 42 14 84 42 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌

農学専攻 142 36 284 108 専攻の設置（事前伺い）
 生命科学院  生命科学院

生命科学専攻 116 38 232 114 生命科学専攻 116 38 232 114
ソフトマター専攻 16 6 32 18 ソフトマター専攻 16 6 32 18
臨床薬学専攻 6 24 臨床薬学専攻 6 24

教育学院 教育学院
教育学専攻 45 21 90 63 教育学専攻 45 21 90 63

  国際広報ﾒﾃﾞｨｱ・観光学院   国際広報ﾒﾃﾞｨｱ・観光学院
国際広報ﾒﾃﾞｨｱ専攻 27 14 54 42 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌
観光創造専攻 15 3 30 9 0 0 0 0 H31年度より学生募集停⽌

国際広報ﾒﾃﾞｨｱ・観光学専攻 47 12 94 36 専攻の設置（事前伺い）
 保健科学院  保健科学院

保健科学専攻 40 10 80 30 保健科学専攻 40 10 80 30
工学院 工学院

応⽤物理学専攻 33 9 66 27 応⽤物理学専攻 33 9 66 27
材料科学専攻 39 7 78 21 材料科学専攻 39 7 78 21
機械宇宙⼯学専攻 27 5 54 15 機械宇宙⼯学専攻 27 5 54 15
人間機械ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 26 5 52 15 人間機械ｼｽﾃﾑﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 26 5 52 15
ｴﾈﾙｷﾞｰ環境ｼｽﾃﾑ専攻 26 5 52 15 ｴﾈﾙｷﾞｰ環境ｼｽﾃﾑ専攻 26 5 52 15
量⼦理⼯学専攻 20 5 40 15 量⼦理⼯学専攻 20 5 40 15
環境ﾌｨｰﾙﾄﾞ⼯学専攻 24 6 48 18 環境ﾌｨｰﾙﾄﾞ⼯学専攻 24 6 48 18
北⽅圏環境政策⼯学専攻 26 7 52 21 北⽅圏環境政策⼯学専攻 26 7 52 21
建築都市空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 22 5 44 15 建築都市空間ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 22 5 44 15
空間性能ｼｽﾃﾑ専攻 27 5 54 15 空間性能ｼｽﾃﾑ専攻 27 5 54 15
環境創生⼯学専攻 28 5 56 15 環境創生⼯学専攻 28 5 56 15
環境循環ｼｽﾃﾑ専攻 18 5 36 15 環境循環ｼｽﾃﾑ専攻 18 5 36 15
共同資源⼯学専攻 10 20 共同資源⼯学専攻 10 20
 総合化学院  総合化学院

総合化学専攻 129 38 258 114 総合化学専攻 129 38 258 114
経済学院 経済学院

現代経済経営専攻 35 8 70 24 現代経済経営専攻 35 8 70 24
会計情報専攻 20 40 会計情報専攻 20 40

医学院 医学院
医科学専攻 20 40 医科学専攻 20 40
医学専攻 90 360 医学専攻 90 360

⻭学院 ⻭学院
口腔医学専攻 40 160 口腔医学専攻 40 160

獣医学院 獣医学院
獣医学専攻 16 64 獣医学専攻 16 64

医理工学院 医理工学院
医理⼯学専攻 12 5 24 15 医理⼯学専攻 12 5 24 15

国際感染症学院 国際感染症学院
感染症学専攻 12 48 感染症学専攻 12 48

国際食資源学院 国際食資源学院
国際食資源学専攻 15 30 国際食資源学専攻 15 6 30 18 課程の変更（意⾒伺い）

文学院 研究科等の設置（事前伺い）
人文学専攻 71 28 142 84
人間科学専攻 19 7 38 21
 情報科学院 研究科等の設置（事前伺い）

情報科学専攻 179 43 358 129
 公共政策学教育部  公共政策学教育部

公共政策学専攻 30 60 公共政策学専攻 30 60

計 1,603 664 100 3,206 2,156 250 計 1,608 659 100 3,216 2,141 250

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員
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